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大山隠岐国立公園 

宍道湖北山県立自然公園 

ラムサール条約登録湿地 

宍道湖北山県立自然公園

ラムサール条約登録湿地

宍道湖

中海

北山山系

南部丘陵地

宍道湖

中海 

日本海

大橋川  
都市計画区域 

旧町村界 

行政界 

１１．．自自然然的的条条件件  

(1)地 形 
日本海、宍道湖、中海の三種の水域に囲まれており、宍道湖、中海を結ぶ大橋川に

より、南北に市域が分断されています。北部の北山山系と南部の南部丘陵地に挟まれ

た市域の中央部には、平野部が広がっており、市街地が形成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松江市環境基本計画 

 

(2)自然環境に関する法制度 
宍道湖･中海はラムサール条約登録湿地に認定され、日本海沿岸部は大山隠岐国立

公園、北部の山頂付近は宍道湖北山県立自然公園に指定されており、市街地周辺部の

平地部は農振農用地区域に指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：土地利用基本計画図、管内図 

 
自然公園（特別地域）

保安林・国有林 

農振農用地区域 

都市計画区域 
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２２．．歴歴史史・・文文化化的的条条件件  

(1)沿革 
明治 4 年（1871 年）、廃藩置県によって県庁が置かれ、同 22 年 4 月（1889 年）全

国の 38 市とともに市政を施行し、その後、昭和 9 年から 35 年にかけて 8 回にわたる

合併を経て、平成 17 年 3 月 31 日には 8 市町村の合併により、現在の市域となってい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(2)歴史・文化資源 
本市は戦災にあわなかったこともあり、まちの中心部（旧松江市）には松江城や堀

川など城下町のまちなみが多く残っています。また、鼕行列やホーランエンヤなどの

伝統行事、めのう細工や八雲塗り等の伝統工芸、茶の湯文化など歴史・文化資源が残

っています。 

■代表的な資源 

区 分 まちなみ等 伝統・行事 伝統工芸 

松 江 

松江城、松江城下町 

塩見縄手・武家屋敷 

月照寺、菅田庵、小泉

八雲旧居、神魂神社、

国府跡、国分寺跡、 

田和山遺跡 等 

鼕行列、ホーランエンヤ、 

お城まつり、水郷祭 

松江水燈路 等 

八雲塗、袖師焼、 

楽山焼、松江姉様、

松江筆、仏像彫刻、

松江藩籐細工、 

松江和紙てまり 

等

鹿 島 
佐太神社、朝日寺、 

佐太講武貝塚 等 

御座替祭り、お忌祭り、神等去出神事 

左義長神事、港まつり   等 

 

島 根 
加賀神社、 

加賀の潜戸、桂島 等 

ガッチ祭、ヨメノエの祭り、大蛇様祭り、 

竜神祭、お伊勢さんの祈り日 等 

 

美保関 

青石畳通り、 

美保神社、美保関灯台 

諸手船神事、青柴垣神事、千酌やぶさめ

神事、竜神祭り、墨付トンド、ひざ餅神

事 等 

 

八 束 
大根島、熔岩隧道、 

牡丹園、人参畑 等 

弘法大師祭・町内八十八箇所御札回り 

松江大根島ぼたん祭 等 

 

八 雲 
熊野大社 鑽火祭、御櫛祭、夏越祭、庭火祭 

おいでな祭、節分祭、星上寺大餅神事 等 

出雲民芸紙 

玉 湯 
玉造温泉、 

玉湯川土手桜並木等 

七福神まつり、玉造温泉夏まつり 

花吹雪温泉まつり 等 

出雲めのう細工 

布志名焼 等 

宍 道 

八雲本陣、木幡山荘、

蒐古館 等 

祇園祭（れんげ祭）、 

菅原天満宮夏季例祭、氷川神社秋祭、 

菅原天満宮秋季例大祭 等 

出雲石灯ろう 

明治22年４月１日市制施行 

当時の面積は4.78ｋ㎡ 

人口は約35,500人 

合併後は、 

面積は当時の 111 倍 

人口は 5.5 倍に増加 
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(3)地域福祉エリア 
現在、松江市の地域福祉エリアは、地域の連携やコミュニティを重視し、５つの公

民館ブロックと整合を図り、５つの地域（中央地域、松東地域、松北地域、湖南地域、

松南地域）に区分しています。 

【地域福祉エリア（日常生活圏域）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 19 年 12 月現在 

地域 対象地域 

松東 朝酌・川津・本庄・持田公民館区、島根町、美保関町、八束町 

中央 城北・城西・城東・白潟・朝日・雑賀公民館区 

松北 法吉・生馬・古江・秋鹿・大野公民館区、鹿島町 

松南 竹矢・津田・大庭・古志原公民館区、八雲町 

湖南 乃木・忌部公民館区、玉湯町、宍道町 

資料：松江市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画 

【公民館区と都市計画区域】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住宅マスタープラン 

松東地域 

松南地域 
湖南地域 

松北地域 

中央地域 
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３３．．社社会会的的条条件件  

(1)人口 
ア  総人口及び世帯数 

松江市の総人口は徐々に伸びてきていましたが、平成 12 年度をピークに減少に転

じています｡平成 17 年度の国勢調査によると、８市町村の総人口は 196,603 人で、平

成 12 年国勢調査の 199,289 人に対して、2,686 人（約 1.3%）減少しています｡ 

世帯数は増加傾向にありますが、１世帯当たりの人員は減少傾向にあります。 

■人口及び世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

イ  人口増加率 
松江市の人口増加率は、昭和 35 年より減少傾向にありましたが、昭和 55 年より、

平成 12 年までは増加し、以降減少に転じています。また、島根県全体では、平成 12

年から 17 年の増加率は－2.53％と全国で 4 番目に人口の減少割合が高くなっていま

す。 

 

■人口増加率 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

 

人口増加率

-15.0

-10.0

-5.0

0.0

5.0

10.0

15.0

20.0

25.0

30.0

昭和5年 昭和15年 昭和25年 昭和35年 昭和45年 昭和55年 平成2年 平成12年 平成17年

増
加
率
％

全国

鳥取県

島根県

松江市

1 東　京 4.25%
2 神奈川 3.55%
3 沖　縄 3.29%
4 愛　知 3.00%
5 滋　賀 2.79%

・ ・ ・
・ ・ ・
43 長　崎 -2.50%
44 島　根 -2.53%
45 青　森 -2.65%
46 和歌山 -3.17%
47 秋　田 -3.68%

増加率順位

189,519 191,850 195,353 199,289 196,603

55,435 58,462 61,298 66,639 72,189 73,717

183,284

3.31 3.24 3.13
2.93

2.76 2.67

0
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100,000

150,000

200,000
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ウ  人口動態 
出生、死亡による自然動態は、これまで増加傾向にありましたが、増加数は年々

減少を続け、平成 17 年には死亡数が出生数を超える自然減に転じています。また、

転入、転出による社会動態は、平成 12 年以降、転出数が転入数を上回る社会減の

状態が続いています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：島根県の人口移動と推計人口 

■自然動態の推移

■社会動態の推移

■人口動態（自然増減、社会増減の合計）

10,162
8,685

10,615 10,79010,51611,068
10,413

10,533

8,825
10,438

10,18010,422

453 94 -371
610 -25 -140

-1,000

1,000

3,000

5,000

7,000

9,000

11,000

13,000

15,000

昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

(人) 転入数 転出数 社会増減

2,436
2,275

2,001 1,971

1,578

1,241 1,302

1,8371,892
1,5941,533

1,234

699
438

1,041
298

1,195

-259

-500

0
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1,000
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昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

(人) 出生数 死亡数 自然増減

1,041
699
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453
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-25 -140
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1,135

273

-399

328

-1,000

-500

0

500
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1,500
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昭和55年 昭和60年 平成2年 平成7年 平成12年 平成17年

（人）

自然増減

社会増減

増加人口
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22.2

20.9

18.6

16.8

15.3

13.8

67.1

67.1

66.9

66.2

64.9

63.5

10.7

11.9

14.2

17.0

19.7

22.3

0.0

0.1

0.4

0.0

0.0

0.3

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

S55

S60

H02

H07

H12

H17

年少人口[0～14歳] 年産年齢人口[15～64歳] 老年人口[65歳以上] 不明

エ  年齢別構成の動向 
年齢階層別人口は、出生率の低下や平均寿命が伸びたことに伴い、15 歳未満の

年少人口割合の低下と 65 歳以上の老年人口割合の上昇が続き、平成 17 年には、

年少人口が 13.8％（27,179 人）、生産年齢人口が 63.5％（124,784 人）、老年人口

が 22.3％（43,849 人）となっており、少子高齢化が進行しています｡ 

平成 17 年の老年人口割合については、島根県平均の 28.0％を下回っています

が、全国平均の 21.0％を上回っています。 

■年齢階層別人口比率の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松江・八束合併協議会「新市まちづくり計画」、情報政策課「松江市統計書」 

 

オ  流出入人口 
従業地／常住地の就業比率は 108％とわずかに流入超過となっています。 

また、人口流入出先については、出雲市及び東出雲町が上位を占めています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

資料：国勢調査 

注）出雲市は旧平田市等との市町村合併から、平成 17 年の行政範囲が拡大しています。 

このため、平成 17 年時点では、合併していない東出雲町は、出雲市と順位が入れ替わっています。 

流　　出 流　　入

流出率 流出率

(%) (%)

平成2年 8.5 13.9

平成7年 9.1 15.3

平成１２年 9.8 16.0

平成１７年 10.8 17.3

流　　　　　　　　出　　　　　　　　先 流　　　　　　　　入　　　　　　　　先

流 出 率 第 １ 位 第  ２  位 流 入 率 第 １ 位  第  ２  位

市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流出率 市町村名 流出者数 流入率 市町村名 流出者数 流入率

(人) (%) (人) (%) (人) (%) (人) (%)

平成2年 東出雲町 1,386 1.5 出雲市 945 1.0 平田市 2,222 2.2 出雲市 1,912 1.9

平成7年 東出雲町 1,599 1.6 出雲市 1,046 1.1 東出雲町 2,149 2.0 出雲市 2,103 2.0

平成１２年 東出雲町 1,588 1.6 出雲市 1,122 1.1 東出雲町 2,629 2.4 出雲市 2,176 2.0

平成１７年 出雲市 1,927 2.0 東出雲町 1,691 1.8 出雲市 4,699 4.6 東出雲町 3,220 3.1

9,874

10,297

就業者数

(人)

14,201

16,414

17,342

17,878

就業者数

(人)

8,088

9,054

107.1

107.4

107.4

107.9

従／常

就業者比率

(%)

102,053

107,361

108,084

103,309

従業地による

就業者数

(人)

100,001

100,616

95,728

就業者数

(人)

常住地による

95,279
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カ  中心市街地の人口動向等 
（ｱ） 人口・世帯数 

中心市街地（平成 19 年中心市街地活性化基本計画における指定範囲）の人口及

び世帯数は減少傾向が続いています。 

平成 17 年の一世帯当たりの人員は、平成 2 年以降、本市全域と同様減少傾向を

示していますが、市全域の 2.67 人に比べ中心市街地は 2.22 人と世帯分離が進展

しています。 

■人口推移               ■人口増加率 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

■中心市街地の人口及び世帯数の推移   ■一世帯当たりの人員の推移 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査 

(2)中心市街地の高齢者 
平成 17 年の中心市街地の高齢化率は市全体の 22.3％に対し、29.6％と高く、

平成 7 年の 23.6％と比較すると約 6 ポイント増加しています。また、市全体と中

心市街地の年齢別人口の分布を比較すると、中心市街地は、高齢層の割合が高く、

若年層の割合が低い少子高齢化の傾向が進んでいます。 

■高齢者の推移             ■年齢階級別人口割合 

 

 

 

 

 

 

 

資料：国勢調査          資料：平成 17 年国勢調査 

年 度 松江市全域 中心市街地

平成２年 191,850 人 19,344 人 

平成７年 195,353 人 17,932 人 

平成 12 年 199,289 人 16,563 人 

平成 17 年 196,603 人 15,381 人 

松江市と中心市街地の高齢者割合の推移

17.0%
33,206人

19.7%

39,263人

22.3%

4.,849人
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0.0
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松江市と中心市街地の年齢階級別人口割合
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産業(大分類)別従業者数

その他
13,844(19.0%)

サービス業
16,682(22.9%)

卸売・小売業
18,613(25.6%)

金融・保険業
3,879(5.3%)不動産業

1,431(2.0%)運輸･通信業
5,080(7.0%)

電気・ガス・
熱供給・水道業
264(0.4%)

鉱業
22(0.0%)

製造業
4,813(6.6%)

農林水産業
157(0.2%)

建設業
7,907(10.9%)

産業(大分類)別事業所数

サービス業
1,837(21.9%)

製造業
332(4.0%)

不動産業
560(6.7%)

運輸･通信業
207(2.5%)

金融・保険業
241(2.9%)

農林水産業
12(0.1%)

建設業
814(9.7%)

その他
1,909(22.8%)

電気・ガス・
熱供給・水道業
3(0.0%)

卸売・小売業
2,471(29.5%)

鉱業
1(0.0%)

農林水産業

鉱業

建設業

製造業

卸売・小売業

金融・保険業

不動産業

運輸･通信業

電気・ガス・熱供給・水道業

サービス業

その他

(3)産業 
ア  就業者数 

就業者数は、総人口の動向と同様に平成 12 年をピークに減少しています。 

就業者比率は、産業構造の変化に伴い第１次産業、第 2 次産業が年々減少して

います。一方、第 3 次産業は年々増加傾向にあります｡しかし、総就業者の減少に

伴い、第 3 次産業の就業者数は平成 12 年に比べ減少しています。 

 

 

 

 

 

 

 

                               資料：国勢調査 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H16 事務所・企業統計調査 

 

イ  生産額 
製造品出荷額、商品販売額は、ともに減少傾向にあります。 

資料：工業統計調査  

 

 

 

 

    資料：商業統計調査 

 

 

 

 

資料：工業統計調査、商業統計調査 

産業別就業者数の推移

13,543 11,567 9,060 8,016 6,196 5,499

19,958 20,952 22,029 22,550 21,889 18,323

57,489 60,733 64,023 69,205 72,001
70,855

65 91 167
230 530

1,051
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120,000
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(人)

分類不能

第3次産業

第2次産業

第1次産業

産業別就業者比率の推移

14.9

12.4

9.5

8.0

6.2

5.7

21.9

22.4

23.1

22.5

21.8

19.1

63.1

65.1

67.2

69.2

71.6

74.0

0.1
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1.1
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S60

H02

H07

H12

H17

■産業別就業者数の推移            ■産業別就業者比率の推移 

■産業（大分類別事業所数）           ■産業（大分類別従業者数）

松江市の商業販売額

77,386 75,148
78,447

72,263

65,084 62,904

0
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松江市の製造品出荷額
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商
品
販
売
額
（
千
円
） 
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購買力流出入率（％） 

各市町村全員の買い物額

を市町村の販売額で割っ

たもの 

（算式） 

市町村の人口×県平均の1

人当たり年間小売販売額

（潜在購買力）÷市町村の

年間販売額 

  

ウ  工業団地の分譲率 
湖南テクノパークの分譲率は約 7 割、朝日ヒルズは約 4 割の分譲率となってお

り、未分譲地が残っています。 

工業団地 分譲率 

湖南テクノパーク分譲率 72.55

朝日ヒルズ工業団地分譲率 39.54

注：分譲面積／全体面積 (％)              資料：松江市総合計画 

 

エ  購買動向（商圏） 
商圏は、出雲、松江、米子の３つに大別でき、購買動向は、近隣市町村のほと

んどが松江に集中しています。 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：島根県商圏実態調査（平成 16 年度島根県商工会連合会） 

※市町村名は平成 16 年調査時点のもので表示 
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八雲

玉湯宍道 

松江

鹿島

島根

八束

美保関 

 
山林・原野 

耕地 

宅地 

旧町村界 

 

オ  観光入込み客数 
観光入込み客数の推移をみると、平成 15 年以降は増加傾向にあります。 

旧町別にみると、平成 18 年の観光入込み客は、松江、玉湯ともに 100 万人を超

えています。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

資料：H18 市観光企画課資料 

(4)土地利用等 
ア  土地利用 

地目別土地面積をみると、山林の占める割合が最も多く、続いて田や畑の耕地、宅

地となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：しまね景観色彩ガイドライン 

■地目別土地面積 

平成 18 年 1 月 1 日現在(単位:k ㎡，％) 

耕地  
総数 宅地 

総数 田 畑 
山林 原野 池沼 雑種地 その他

実数 530.21 28.12 62.89 41.65 21.24 223.80 5.67 0.64 15.93 193.16 

構成比 100.00 5.30 11.87 7.86 4.01 42.21 1.07 0.12 3.00 36.43

資料:情報政策課「松江市統計書」、固定資産税課 

島根 

美保関 

玉湯 宍道 

八束 松江 

鹿島 

八雲 

499 万人 

102 万人 

45万人

54万人 

41 万人

39万人

28万人

18万人 

資料：市観光企画課資料

観光入込み客数の推移

795
758 756

772
808 823

700

750

800

850

900

950

1,000

Ｈ１３ Ｈ１４ Ｈ１５ Ｈ１６ Ｈ１７ Ｈ１８万人
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イ  開発動向 
農地転用、新築について、世帯当たりの開発面積をみると、松江、玉湯、宍道、

八雲、八束が比較的高くなっています。 

 

 

 
 
 
 
 
 
注）鹿島は公的施設用地への 

転用が多いため除外しています。 
 

ウ  開発団地の状況 
開発団地は松江の市街化区域から、２ｋｍ圏内に多く、それ以外の開発は分散

しています。また、市街化調整区域緩和条例による開発も同様に２ｋｍ圏に集中

しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H12～H17 土地利用動向調査（島根県） 

エ  マンション立地の状況 
松江の中心部では平成 2 年から、駅

や小学校の周辺部でマンション建設が

進んでいます。 

 

 

 

 

資料：住宅地図等 

 

島根 

美保関 

玉湯 宍道 

八束 松江 

鹿島 

八雲 

 マンション建設位置 

件数 面積 戸数 床面 農地 新設
件 ha 戸 ha 件数 面積ha 件数 面積ha 転用 住宅
1,131 65 8,216 74 8.8 10.0

松江 764 46 7,143 63 62 17.1 28 12.5 7.6 10.4
鹿島 83 4 105 1 － － － － 14.1 3.9
島根 8 0 14 0 － － － － 3.5 1.8
美保関 13 1 49 1 － － － － 2.6 3.7
八雲 55 3 184 3 15.3 12.6
玉湯 48 5 357 3 11 1.8 4 0.4 21.1 13.7
宍道 86 4 292 3 16.6 11.7
八束 74 3 72 1 － － － － 22.9 7.0

資料：①土地利用収集分析調査②建築統計年報③開発許可台帳

松江市
区分

開発許可③
（H13～H18）

市街化 その他

H17行政世帯
当たり面積㎡

農地転用
（H13～H17）①

新設住宅②
（H12～H16）

H12 以降の団地開発 
 

土地区画整理事業

住宅団地（公社等）

工業団地 

卸売団地 

公共公益施設 

※3ha 以上のもの 

H14 以降の緩和条例による開発は 
約 230 件、740 戸で、 
市街化区域から 2km 圏に集中 

山陰道 

松
江
道
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オ  中心市街地の低未利用地 
衰退が著しい母衣・カラコロエリアでは、昭和 63 年当時と比べ、空き家・空き

店舗の面積は約 2 倍に増加しています。 

 

■空き家・空き店舗状況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、中心市街地全域における駐車場の分布をみてみると、昭和 63 年当時と比

べ、約 1.4 倍に増加しています。 

 

■駐車場分布状況図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松江市中心市街地活性化基本計画 

 

昭和６３年 平成１７年 

昭和６３年 平成１７年 
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年度
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地

価

（
円

／

㎡

）

松江 鹿島 島根 美保関 八雲

玉湯 宍道 八束 東出雲

カ  地価の状況 
松江市の地価は、山陰の産業・経済の中心地であることに加え、平地が少なく

宅地開発が集中するため、山陰地方で最も高くなっています。 

■近隣都市の住宅地平均価格             （単位：円/㎡） 

市町村名 標準地数 平均価格 上位の価格 下位の価格 

松江市 37 70,500 135,000 27,700
出雲市 11 37,400 60,400 8,900
安来市 5 40,900 64,900 26,600

東出雲町 4 40,100 47,200 29,700
斐川町 2 30,500 37,100 24,000
鳥取市 36 62,800 132,000 4,800
米子市 20 50,800 72,300 10,800

資料：平成 18 年地価公示 

■旧市町村の地価動向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      （単位：円）

 区分 昭和 60 年度 平成 2 年度 平成 7 年度 平成 12 年度  平成 17 年度
 松江 67,900 74,872 80,133 83,500 78,800 
 鹿島 15,800 16,900 20,500 21,400 21,533 
 島根 10,200 12,966 15,833 15,100 15,067 
 美保関 12,200 12,833 16,533 13,500 13,533 
 八雲 22,500 24,000 25,866 26,900 26,900 
 玉湯 35,000 37,000 47,150 51,300 54,200 
 宍道 22,600 23,433 25,200 26,000 25,900 
 八束 9,200 9,750 11,300 11,800 11,833 
 東出雲 35,200 34,400 38,725 41,600 40,600 

出典：島根県地価ハンドブック 
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(5)交通 
ア  道路 
（ｱ） 道路の整備状況 

松江市全体の改良率は 54％で、舗装率は 80％程度となっています。また、国道、

県道の整備率は比較的高いですが、市道については、改良率が 50％を下回ってい

ます。また、八雲の国道、美保関の県道、旧市内及び島根、八束の市道の改良率

は市平均を下回っています。 

■道路整備状況 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ｲ） 歩道設置率 
歩道設置率は一級市道で約 30％ですが、松江、鹿島や八束を除き、10％未満の

エリアが多く残っています。 

■歩道設置率            平成 18 年 4 月 1 日現在 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松江市管理課資料 

平成17年4月1日現在 
単位:ｍ,％ 

総　 　 　 　 　 　 数 国 　 　 道　 　 　 計
実 延 長 改良済延長 改良率 舗装済延長 舗装率 実 延 長 改良済延長 改良率 舗装済延長 舗装率

島  根  県 17,738,203 9,583,768 54.0 14,112,805 79.6 895,722 853,293 95.3 895,722 100.0
松 江 市 2,392,917 1,310,530 54.8 1,822,546 76.2 100,217 95,695 95.5 100,217 100.0

松江 1,511,475 767,720 50.8 1,052,048 69.6 55,726 55,726 100.0 55,726 100.0
鹿島 113,841 67,422 59.2 97,769 85.9 - - - - -
島根 76,265 39,349 51.6 71,463 93.7 - - - - -

美保関 109,982 68,204 62.0 90,938 82.7 12,630 12,384 98.1 12,630 100.0
八雲 162,856 88,507 54.3 136,303 83.7 10,327 6,051 58.6 10,327 100.0
玉湯 99,685 93,418 93.7 96,009 96.3 7,670 7,670 100.0 7,670 100.0
宍道 222,087 152,410 68.6 191,984 86.4 13,864 13,864 100.0 13,864 100.0
八束 96,726 33,500 34.6 86,032 88.9 - - - - -

県　 　 　 道　 　 　 計 市　 町　 村　 道　 計
実 延 長 改良済延長 改良率 舗装済延長 舗装率 実 延 長 改良済延長 改良率 舗装済延長 舗装率

島  根  県 2,485,293 1,650,433 66.4 2,446,940 98.5 14,357,188 7,080,042 49.3 10,770,143 75.0
松 江 市 227,546 166,991 73.4 217,409 95.5 2,065,154 1,047,844 50.7 1,504,920 72.9

松江 91,489 69,458 75.9 90,167 98.6 1,364,260 642,536 47.1 906,155 66.4
鹿島 32,911 25,301 76.9 30,158 91.6 80,930 42,121 52.0 67,611 83.5
島根 18,921 12,956 68.5 18,921 100.0 57,344 26,393 46.0 52,542 91.6

美保関 33,260 19,654 59.1 27,198 81.8 64,092 36,166 56.4 51,110 79.7
八雲 16,367 12,826 78.4 16,367 100.0 136,162 69,630 51.1 109,609 80.5
玉湯 11,335 9,342 82.4 11,335 100.0 80,680 76,406 94.7 77,004 95.4
宍道 13,773 9,756 70.8 13,773 100.0 194,450 128,790 66.2 164,347 84.5
八束 9,490 7,698 81.1 9,490 100.0 87,236 25,802 29.6 76,542 87.7

注 1 自転車道,公団管理を含まない。 資料： 島根県道路維持課｢道路等の現況調書」
    2 改良率は、 W=5. 5未満を含む。

道路現況

道路現況

実延長 歩道設置 歩道設置率

(km) 道路延長(km) (％)

旧松江市 一級市道 68,727 29,658 43.2

市道計 1,368,101 115,613 8.5

旧鹿島町 一級市道 4,783 2,637 55.1

市道計 82,685 6,146 7.4

旧島根町 一級市道 10,435 8 0.1

市道計 57,578 626 1.1

旧美保関町 一級市道 2,217 0 0.0

市道計 63,662 507 0.8

旧八雲村 一級市道 15,975 1,480 9.3

市道計 140,317 4,654 3.3

旧玉湯町 一級市道 10,010 109 1.1

市道計 80,674 1,703 2.1

旧宍道町 一級市道 14,450 1,164 8.1

市道計 194,813 10,790 5.5

旧八束町 一級市道 8,175 6,039 73.9

市道計 89,784 9,817 10.9

松江市 一級市道 134,772 41,095 30.5

市道計 2,077,614 149,856 7.2
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12000 

9000

20000 

数値は 12 時間交通量
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イ  交通量 
交通量についてみると、1 万台を超える路線は国道９号、431 号のみであり、特

に南部の交通量が多くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：H17 道路交通センサス 

 

ウ  自動車保有率 
世帯あたりの自動車保有台数（保有率）は、全体的に増加しており、特に宍道、

八雲は保有率が高くなっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

普・小・軽 世帯数
保有台数

（台／世帯） 普・小・軽 世帯数
保有台数

（台／世帯）
松江市計 90,874 72,189 1.26 97,179 73,717 1.32

松 江 69,479 58,752 1.18 74,355 60,034 1.24
鹿 島 3,768 2,464 1.53 3,988 2,476 1.61
島 根 1,780 1,154 1.54 1,941 1,134 1.71
美保関 2,854 1,940 1.47 2,996 1,908 1.57
八 雲 3,563 1,928 1.85 3,805 2,021 1.88
玉 湯 2,948 2,021 1.46 3,183 2,185 1.46
宍 道 4,674 2,605 1.79 4,914 2,647 1.86
八 束 1,808 1,325 1.36 1,997 1,312 1.52

資料：島根県統計書

区分

H12 H17
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エ  公共交通利用状況 
（ｱ） 鉄道 

一畑電車の年間乗降客数は、平成 8 年の 148 万人をピークとして減少傾向にあ

りましたが、平成 17・18 年は増加・横ばいに転じています。 

一方、ＪＲ線の年間乗降客数は減少傾向にありますが、平成 18 年には増加に転

じています。 

■鉄道乗降客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｲ） 市営バス 
市営バスの年間の乗車人員は減少傾向にありますが、平成 18 年には増加に転じ

ています。 

■市営バス乗降客数 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

普通 定期 普通 定期
平成８年 352,932 390,655 346,678 390,551 1,480,816 2,805,755 7,687
平成９年 243,054 375,586 236,336 375,586 1,230,562 2,651,360 7,264
平成１０年 269,967 348,421 282,369 348,421 1,249,178 2,605,370 7,138
平成１１年 309,904 354,365 246,115 354,365 1,264,749 2,541,860 6,964
平成１２年 279,952 350,237 261,192 350,237 1,241,618 2,479,810 6,794
平成１３年 272,253 353,827 276,146 353,827 1,256,053 2,430,535 6,659
平成１４年 278,724 344,967 261,669 344,967 1,230,327 2,332,350 6,390
平成１５年 267,606 341,800 210,792 341,800 1,161,998 2,282,345 6,253
平成１６年 216,004 361,559 223,619 361,559 1,162,741 2,248,765 6,161
平成１７年 232,553 400,410 207,126 400,410 1,240,499 2,229,785 6,109
平成１８年 248,005 370,775 244,190 370,775 1,233,745 2,235,625 6,125

資料：一畑電気鉄道株式会社、ＪＲ西日本米子支社

年次 日乗降客
（人／日）

乗客（人／年） 降客（人／年）
ＪＲ（市内合計）

年間乗降客
（人／年）

一畑電車（市内合計）

年間乗降客
（人／年）

　バス停留所数は14年より上り下りを合計して記載
　注）貸切バス運行を除く数値。

　 　（単位：km，台）

年度
営業 バス バス 走行 乗車人員（万人/年） １日平均

走行キロ数乗車人員(人)
利用者

キロ数 停留所数 在籍車数 総数
うち定期券

キロ数

平成 12 90.50 289 57 1,732,895 319 22 5,363 8,744
13 108.00 289 56 2,093,304 307 22 5,735 8,410
14 108.00 460 58 2,317,453 284 20 6,349 7,781
15 114.60 477 56 1,867,037 281 20 5,101 7,143
16 121.40 449 54 6,412

資料：市交通局

1,642,515 234 19 4,500
17 130.00 455 54 1,706,514 226 18 4,675 6,203
18 130.00 450 54 1,736,172 231 18 4,757 6,331
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商業地域

 

商業地域 準工業地域

準工業地域

(6)都市計画に関する状況 
ア  これまでの都市づくり 

 

明治期の都市計画 

・ 海上交通から陸上交通へシ

フト（主要幹線道路の整備） 

 

戦前の都市計画 

・ 松江大橋を中心に 10 万人都

市を目指す（土地区画整理

事業、街路事業）。 

・ 廃藩置県により松江城三の

丸跡に県庁舎建設（1909）。 

・ 病院、銀行等の都市施設が

集積し、橋北市街地が形成。 

・ 鉄道が開通（1908）。松江駅

と松江港を交通運輸拠点と

して定める。松江大橋を中

心に半径 2.4km（徒歩 1 時

間）圏を中心に街づくりの

区域を設定。市街地の拡大

を目指す。 

・ 宍道湖埋立て、畑地造成に

より大橋川南側の市街地が

拡大。 

・ 新大橋が建設。新たな南北

主要幹線を整備。 

 

戦後の都市計画 

・ 街路の大幅変更と建築規制

等による新しい都市計画

（用途地域・線引き）の導

入 

・ 宍道湖大橋、くにびき海岸

大橋を建設。 

 

 

 

 

 

 

 

 

住居地域  

商業地域  

準工業地域  

工業地域  

主な公園  

昭和 46 年都市計画総括図 

S45年には松江市単独の都市
計画区域から安来市、東出雲
町、玉湯町と合わせて松江圏
都市計画区域として線引き
導入。 

くにびき大橋宍道湖大橋 

大正 10 年ごろ 

昭和 32 年（用途地域指定当初）

 

大 橋 を 中 心 に 半 径

2.4km圏をまちづくりの
区域として設定 

松江駅 

大
橋 

2.4㎞

住居地域

住居地域

工業地域 
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イ  都市計画決定状況 
市内の都市計画決定状況は下表のとおりです。 

 

■都市計画決定状況                 （平成 20 年 3 月現在） 

種  類 松江圏都市計画区域 宍道都市計画区域 

都市計画区域 15,932ha 2,000ha

市街化区域 2,848ha   

市街化調整区域 13,084ha   

用途地域内 - 218.5ha

用途地域外 - 1,781.5ha

観光地区 10.4ha   

高度利用地区 (3 地区) 2.9ha   

準防火地域 232.5ha   

駐車場整備地区 305.0ha   

臨港地区 25.8ha   

道路 (77 路線) 133,390m (4 路線) 7,170m

駅前広場 (5 箇所) 1.87ha   

都市高速鉄道 3,480 m   

駐車場 (2 箇所) 0.81ha   

公園 (35 箇所) 170.10ha (5 箇所) 16.80ha

墓園 (1 箇所) 28.10ha   

流域下水道 3,861.0ha 358.0ha

公共下水道 3,861.0ha 358.0ha

汚物処理場 (3 箇所) 1.55ha   

ごみ焼却場 
(1 箇所)2.0ha 112.5t/日 

S51 供用開始 
  

ごみ処理場 (1 箇所) 0.80ha (1 箇所) 0.94ha

火葬場 (1 箇所) 1.8ha 8 体/日   

土地区画整理事業 (22 地区) 465ha   

市街地再生開発事業 (3 地区) 2.9ha   

地区計画 (12 地区) 108.5ha   

資料：松江市都市計画課資料 
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ウ  都市計画区域の指定状況 
市町村合併により、線引き都市計画区域と非線引き都市計画区域、都市計画区

域の指定のない町村など、土地利用制限の異なる区域が存在しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

エ  用途地域指定状況 
用途地域の指定状況は、住居系 13％、商業系 2％、工業系 2％、用途地域未指

定が 83%を占めています。 

■用途地域指定状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  資料：松江の都市計画 2006 年度版 

H16.3.31現在

面積 割合 面積 割合 面積 割合 面積 割合 面積 割合
(ha) (％) (ha) (％) (ha) (％) (ha) (％) (ha) (％)

第１種低層住居専用地域 507 (3.5) 0 (-) 507 (3.2) 0 (-) 507 (2.8)
第１種中高層住居専用地域 445 (3.1) 14 (0.9) 459 (2.9) 40 (2.0) 499 (2.8)
第２種中高層住居専用地域 245 (1.7) 12 (0.8) 257 (1.6) 0 (-) 257 (1.4)
第１種住居地域 589 (4.1) 60 (3.8) 649 (4.1) 64 (3.2) 713 (4.0)
第２種住居地域 337 (2.3) 10 (0.6) 347 (2.2) 10 (0.5) 357 (2.0) 13%
近隣商業地域 75 (0.5) 13 (0.8) 88 (0.6) 13 (0.7) 101 (0.6)
商業地域 190 (1.3) 45 (2.9) 235 (1.5) 7 (0.3) 242 (1.3) 2%
準工業地域 141 (1.0) 30 (1.9) 171 (1.1) 69 (3.5) 240 (1.3)
工業地域 79 (0.5) 0 (-) 79 (0.5) 16 (0.8) 95 (0.5)
工業専用地域 48 (0.3) 0 (-) 48 (0.3) 0 (-) 48 (0.3) 2%

未指定 11,714 (81.5) 1,378 (88.2) 13,092 (82.2) 1,782 (89.1) 14,874 (82.9) 83%
計 14,370 (100.0) 1,562 (100.0) 15,932 (100.0) 2,000 (100.0) 17,932 (100.0)

松江市
合算

宍道都市計画区域
（旧）松江市 （旧）玉湯町 計 （旧）宍道町

松江圏都市計画区域

○線引き（制度）とは：都市計画区域を市街化区域と市街化調整区域に分ける線を引くこと。 

○市街化区域とは：市街化している区域、または 10 年以内に市街化を図る区域のこと。 

○市街化調整区域とは：農林漁業の振興や自然環境を保全するため、市街化をおさえる区域のこと。 

（ただし、農林漁業施設や日常生活に必要な施設、公共公益施設などは開発可能。 

また、平成 14 年に指定した市街化調整区域の開発を緩和する区域や地区計画区域内であれば開発可能。）

新松江市 
都市計画区域
市街化区域 
用途地域 

宍道 

 

広瀬都市計画区域 

 

松江圏都市計画区域

八雲 

松江圏都市計画区域 

（線引きあり） 

宍道都市計画区域 

（線引きなし＝非線引き）

平田 

大社都市計画区域

平田都市計画区域 

大社 

 
出雲都市計画区域 

（線引きなし＝非線引き）

 

八雲

鹿島

伯太 

広瀬

美保関
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オ  土地区画整理事業 
土地区画整理事業は全て事業完了しており、施行区域内では良好な市街地が形

成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 
津田村松江市連合 
耕地整理（1工区）

② 
津田村松江市連合 
耕地整理（2工区）

③ 灘町土地区画整理 

④ 寺町土地区画整理 

⑤ 向島土地区画整理 

⑥ 松東土地区画整理 

⑦ 松江境土地区画整理

⑧ 湖北土地区画整理 

⑨ 美月土地区画整理 

⑩ 久米土地区画整理 

⑪ 嫁島土地区画整理 

⑫ 北部土地区画整理 

⑬ 
比津が丘 

土地区画整理

⑭ 森脇土地区画整理 

⑮ 沼土地区画整理 

⑯ 乃木土地区画整理 

⑰ 竹崎土地区画整理 

⑱ 
西ノ原 

土地区画整理 

⑲ 
新国屋 

土地区画整理 

⑳ 
浜乃木･乃木福富 
地区土地区画整理 

 
○21  

玉造地区 
土地区画整理 

○22  
新御堂地区 

土地区画整理 

 

凡  例 

 公共団体施行 

 組合･個人施行

⑰

⑬

⑩

⑲ 

⑥ 

⑥

⑤

⑤

③
④

⑦

②

①

⑨

⑭

⑮

⑱

⑳
⑯

⑪ 

⑧

⑫

土地区画整理位置図＜旧松江市区域＞ 

土地区画整理位置図＜旧玉湯町区域＞ 

資料：松江の都市計画 2006 年度版 

21 

22 
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カ  都市計画道路の整備状況 
都市計画道路の整備状況は、松江圏都市計画区域では 60.3％、宍道都市計画区

域では 76.4％の整備率となっています。 

平成 18 年 4 月 1 日現在 

計画延長 整備済延長 整備率 
 

(m) (m) (％) 

松江圏都市計画区域 133,390 80,389 60.27

宍道都市計画区域 7,170 5,474 76.35

資料：松江の都市計画 2006 年度版  

キ  都市計画公園の整備状況 
都市計画公園の整備状況は、松江圏では 9 割以上が整備されており、宍道町は

整備済みです。 

■都市計画公園の整備状況（松江圏都市計画区域） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■都市計画公園の整備状況（宍道都市計画区域） 

 

 

 

 

 

資料：松江の都市計画 2006 年度版 

計画面積 開設面積 計画面積 開設面積

(ha) (ha) (ha) (ha)

0.15 0.15 9.90 9.10

0.20 0.20 千鳥南公園 0.60 0.60

0.12 0.12 末次公園 0.80 0.80

0.15 0.15 白潟公園 3.00 2.60

0.32 0.32 岸公園 2.80 2.80

0.22 0.22 嫁ヶ島公園 0.20 0.20

0.20 0.18 袖師公園 2.50 2.10

0.32 0.32 2.60 1.30

0.23 0.23 1.28 1.28

0.15 0.15 1.40 1.40

0.18 0.18 箇所数 4 4

0.17 0.17 面積 15.18 13.08

0.18 0.18 8.40 8.40

0.26 0.26 21.90 21.30

0.76 0.76 31.30 31.30

0.20 0.20 箇所数 3 3

0.40 0.40 面積 61.60 61.00

0.40 0.40 35.30 35.30

0.21 0.21 箇所数 1 1

0.49 0.49 面積 35.30 35.30

0.30 0.30 3.80 3.80

0.41 0.41 19.60 21.50

0.38 0.38 箇所数 2 2

0.12 0.12 面積 23.40 25.30

箇所数 24 24 28.10 14.30

面積 6.52 6.50 箇所数 1 1

面積 28.10 14.30

箇所数 35 35

面積 170.10 155.48

街区公園

総合公園

運動公園

小計

美月西児童公園

比津が丘児童公園

森脇児童公園

竹崎児童公園

照床児童公園

玉造ふれあい公園

小計

菅田公園

空口公園

緑山公園

橋本街区公園

楽山西街区公園

松江市公園墓地

国尾公園

下沢公園

松江総合運動公園

菅田児童公園

うぐいす公園

合計

比津ヶ丘東児童公園

川口児童公園

墓園

玉作公園

小計

東淞北台児童公園

小計

小計

宇賀公園

沼児童公園

南平台児童公園

笠森児童公園

松尾児童公園

八幡児童公園

淞北台児童公園

美月東児童公園
近隣公園

歴史公園
城山公園

区分 公園名 区分 公園名

千鳥児童公園 松江湖畔公園

小計

内訳

楽山公園

秋鹿湖畔公園

北公園

計画面積 開設面積 計画面積 開設面積

(ha) (ha) (ha) (ha)

0.16 0.16 15.92 15.92

0.39 0.39 箇所数 1 1

0.13 0.13 面積 15.92 15.92

0.20 0.20 箇所数 5 5

箇所数 4 4 面積 16.80 16.80

面積 0.88 0.88
小計

小計

宍道総合公園

亀島児童公園

荻田児童公園

要害山児童公園

下白石児童公園

公園名 区分

街区公園

総合公園

合計

公園名区分
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ク  公共下水道の整備状況 
計画面積のうち、宍道を除き事業認可されています。 

市平均では９割以上が整備完了となっていますが、美保関、八雲、玉湯は平均

を下回っています。 

 

■公共下水道の認可状況 

処理区 松江処理区 玉湯処理区 宍道処理区 

計画面積（ha） 3,556.0 285.0 503.0 

計画人口（人） 147,900 5,630 9,240 

計画管渠延長（m） 
汚水：60,130 

雨水：36,130 

汚水：9,150 

雨水：7,520 

汚水：10,190 

雨水：10,430 

事業認可区域（ha） 3,556.0 285.0 331.0 

 資料：松江の都市計画 2006 年度版 

 
■汚水処理の整備状況（平成 18 年度末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：松江市下水道工務課資料 

地区 行政

人口 公共 農集 漁集
コミ
プラ

浄化
槽等 計 公共 農集 漁集

コミ
プラ

浄化
槽等 計

松江 147,737 116,453 12,744 416 1,662 5,440 136,715 78.8 8.6 0.3 1.1 3.7 92.5

鹿島 7,930 2,956 2,849 1,611 0 514 7,930 37.3 35.9 20.3 0.0 6.5 100.0

島根 4,225 146 1,521 2,475 0 83 4,225 3.5 36.0 58.6 0.0 2.0 100.0

美保関 6,376 1,356 627 2,330 0 134 4,447 21.3 9.8 36.5 0.0 2.1 69.7

八雲 7,144 3,112 0 0 0 2,469 5,581 43.6 0.0 0.0 0.0 34.6 78.1

玉湯 6,213 4,931 0 0 0 301 5,232 79.4 0.0 0.0 0.0 4.8 84.2

宍道 9,560 5,563 3,244 0 0 128 8,935 58.2 33.9 0.0 0.0 1.3 93.5

八束 4,464 1,452 2,999 0 0 13 4,464 32.5 67.2 0.0 0.0 0.3 100.0

全　市 193,649 135,969 23,984 6,832 1,662 9,082 177,529 70.2 12.4 3.5 0.9 4.7 91.7
注：汚水処理人口普及率は旧市町村の行政人口に対する処理割合。

汚水処理人口(人） 汚水処理人口普及率（％）
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(7)都市の災害、事故等 
ア  交通事故の発生状況 

交通事故件数の推移をみると、年間の総件数は約 1,000 件程度で推移していま

すが、近年においては、わずかに減少しています。 

■交通事故件数の推移                    （単位：件、人） 

年次 総数 速度 無免許 飲酒 その他 死者 負傷者

平成 13 年 1,195 65 － － 1,130 14 1,282 

平成 14 年 1,100 70 － － 1,030 15 1,157 

平成 15 年 1,133 74 － 1 1,058 16 1,286 

平成 16 年 1,075 70 － 2 1,003 4 1,264 

平成 17 年 918 52 － － 866 10 1,044 

 注）松江警察署管内                  資料：松江警察署資料 

 

イ  犯罪の発生状況 
犯罪の発生件数の推移をみると、年間の総件数は約 3,000 件程度で推移してい

ますが、近年においては、わずかに減少しており、さらに検挙率も高まっていま

す。 

 

■犯罪の発生件数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(単位：件)

発生 検挙 発生 検挙 発生 検挙 発生 検挙 発生 検挙

総　数 3,511 1,161 3,390 1,362 3,252 1,009 3,114 1,195 2,473 1,026

殺　人 1 1 3 3 1 1 2 1 1 1

強　盗 4 3 8 3 3 4 4 4 2 1

放　火 2 - - 1 2 1 3 2 - -

暴　行 38 24 30 14 25 12 26 16 26 14

傷　害 44 38 42 31 45 35 44 29 40 39

脅　迫 6 4 8 5 8 5 8 6 4 4

恐　喝 23 12 18 11 14 8 14 9 19 16

窃　盗 2,715 779 2,464 1,026 2,352 663 2,338 843 1,806 704

詐　欺 158 137 124 47 158 83 135 84 72 58

横　領 4 2 13 5 4 7 8 6 6 8

その他 516 161 680 216 640 190 532 195 497 181

　注）松江警察署管内 資料：松江警察署資料

平成17年 平成18年
項　目

平成14年 平成15年 平成16年
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ウ  都市の災害 
松江市は地盤の低い部分に市街地が形成されています。このため、昭和 47 年 7

月の豪雨では、宍道湖の水位が上がり、松江市街地や農地が広範囲にわたり長期

間浸水しました。 

さらに、平成 18 年 7 月の豪雨では、地盤の低い大橋川周辺を中心に松江市街地

が 2 日間にわたり浸水しました。特に幹線道路や橋が通行止めとなり、直接的な

浸水被害に加えて社会的にも市民生活や経済活動に大きな影響が出ました。 

 

昭和４７年７月の豪雨(宍道湖)大橋付近    平成１８年７月の豪雨(松江市朝日町・ＪＲ松江駅前) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：出雲河川事務所ホームページ                   資料：庁内資料 

 

平成 12 年の鳥取県西部地震においては、八束町などで、家屋の損壊に加えて臨

海部の埋立地や干拓地で地盤の液状化が広範囲で発生し、流通・港湾・漁業施設、

農地や農業施設などに甚大な被害が発生しました。 

 

(8)情報環境の整備状況 
ケーブルテレビやブロードバ

ンドなど、情報環境は整いつつ

ありますが、一部の地域では、

情報環境整備が整っていない世

帯がみられます。 

            資料：松江市総合計画 

 

 

指標 現状値（H17)

ケーブルテレビ世帯カバー率 84％

ブロードバンド世帯カバー率 92％

ケーブルテレビ加入者数 33,550 件
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１１．．上上位位計計画画ににつついいてて  
松江市都市計画マスタープランに関する上位計画について、次のように整理します。 

 

(1)松江市総合計画 
 

計画期間 目標年次：平成28年/（平成19年5月策定） 

都市づくりの

基本理念 

①はるかな歴史・水と緑を大切にするまちづくり 

②人・心・ゆとりを大切にするまちづくり 

③人がいきいきと活気あふれるまちづくり 

将来都市像 水と緑、歴史と教育を大切にし 伸びゆく国際文化観光都市・松江 

基本目標 

（施策大綱） 

 豊かな自然をまもり、美しい都市空間をつくる 

 歴史と文化を大切にし、豊かな心を育むまちをつくる 

 安心して、安全に生活できるまちをつくる 

 癒しと温もりに満ち、いきいきと暮らせるまちをつくる 

 活力ある産業と魅力ある観光で豊かな都市をつくる 

 快適で交流が盛んな都市をつくる 

 ともに手をたずさえてすめるまちづくり 

都市空間 

 自然空間の保全 

 優良農地の活用・保全 

 中心市街地の整備 

 拠点地区の整備（旧7町村） 

 連携・交流の基盤整備 

（放射道路、環状道路、循環道路、高速自動車道、鉄道、航空路、港湾） 

 

(2)松江市新市まちづくり計画 
 

計画期間 目標年次：平成26年/（平成16年2月策定） 

まちづくりの

基本理念 

 生活環境都市：住民が健康で快適に生き生きと暮らせるまちづくり 

 産業交流都市：産業の活力向上を図り若者が定住する魅力あるまちづくり 

 教育文化都市：地域文化を守り創ると共に豊かな人材を育てるまちづくり 

将来像 山陰をリードする経済・生活・文化中核都市 

基本施策 

の方向 

① 山陰の中核にふさわしい都市基盤整備 

② 自然と調和し、住民に快適な生活環境の整備 

③ 心豊かなひとづくりを目指す教育文化の振興 

④ 健康で安心な暮らしができる保険医療と福祉の充実 

⑤ 地域の特性と資源を生かした産業の振興 

 

 

次ページに地域別整備方針を示します。 
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資料：平成 16 年松江市 新市まちづくり計画 
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(3)松江圏都市計画区域マスタープラン 
 

計画期間 目標年次：平成22年/（平成16年1月策定） 

まちづくり 
の基本理念 

 高速交通体系に対応したまちづくり 

 魅力的な都市文化を享受できる都市基盤の整備 

 豊かさと活力を生み出す産業の集積 

 中心市街地の活性化 

 自然や既存集落と共生する健やかな都市の形成 

 安心して暮らせるまちづくり 

 地域の個性を生かした観光都市の形成将来像 

松江 

県都である松江市は、本区域の中心核として、高次の都市機能が集積

した拠点を形成する。また、「艶やかな水苑の都」として、宍道湖等

の優良な自然景観と松江城を中心とした伝統的文化財を生かした魅

力的な国際文化観光都市を目指す。 

玉湯 
玉湯町は、温泉街を中心に観光拠点としての役割を果たすとともに、

良好な住宅地供給を行い、「お湯と緑と幸せあふれるまち」として居

住・観光都市を目指す。 

地域毎の 
市街地像 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下記の理由から、区域区分を定めるものとする 

区域区分 
の方針 

・ 昭和45 年から適用されている区域区分制度により、都市の高度な発展と、郊

外部での良好な営農環境や自然環境の保全が図られてきており、都市計画法の

理念である「農林漁業との健全な調和を図りつつ、健康で文化的な都市生活及

び機能的な都市活動の確保」を図るため、引き続き計画的な土地利用を規制・

誘導する必要があること 

・ 山陰道や中国横断道路の開通により、広域的な交流による人口・産業の拡大が

期待されるとともに、インターチェンジ周辺の開発等が積極的に進められてい

ること 

・ 松江圏の中心的役割を担う松江市は、島根県の政治・経済・文化の中心として

高度に発展しており、「島根県長期計画」においても、「日本海国土軸」の山陰

の拠点として高次の都市機能の集積を図る都市とされていること 

・ 安来市は、安来ハガネを中心とした島根県を代表する工業都市として発展して

いる一方で、近年、人口は減少の傾向であるが、米子市と松江市の中核都市の

間に位置し潜在的な土地需要は高いと考えられること 

・ 東出雲町は、工業都市として発展してきたが、干拓農業や市街地開発事業によ

る大型商業施設の集積や宅地開発等、総合的な都市として成長しており、人口

も高い割合で増加していること 

・ 玉湯町は、松江市のベッドタウンとして、また、全国有数の温泉地として発展

してきており、国道９号松江道路の整備を契機として、新たなまちづくりが鋭

意進められていること 
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市街化区域の主要用途の配置方針 

住宅地 ・ 利便性の高い都市型居住を目指した中層住宅を主体とした比較的高
密な住宅地の形成を図る。 

・ 良好な居住環境を有する住宅地として低密度な利用を図る。 
・ 比較的良好な低層の住宅地が形成されている区域については、今後も

居住環境を維持し、環境と共生したゆとりある低密な住宅地を形成す
る。 

業務地 ・ 都市の中心核として土地の高度利用を図り、商業業務や公共サービス
等の多様な機能の集積したにぎわいのある高密度の業務地とする。 

商業地 ・ 利便性の高い地区では高密度の利用を図り、潤いのあるオープンスペ
ースの確保など、都市型の景観形成に努める。 

・ 沿道型商業地は低密度の商店街を、日常販売をまかなう商業地につい
ては、低中密度の商店や住宅による街並みを形成する商業地とする。

工業地 ・ まとまりのある工業地については、周辺環境に配慮されたゆとりある
操業環境を目指し、低密度の工業地とし、地場産業等の既存工業地に
ついても低密度な利用とする。 

流通業
務地 

・ 流通業務地については施設の合理化、近代化を進め、低密度な利用と
する。 

市街化調整区域の土地利用の方針 

・ 「佐陀川」、「意宇川」等の川沿いの穀倉地帯では大規模経営に徹した農地や生
産性の高い農地が存在しており、引き続き良好な農地として保全を図る。 

・ 優れた自然の風景を有する「宍道湖北山自然公園」を中心とする周辺の区域、
南部丘陵地一帯における良好な樹林地、神社、古墳群地区については、都市的
開発を抑制し、現在の土地利用を保全する。 

・ コミュニティの維持や回復を図るべき集落、主要幹線沿道等の区域、あるいは
計画的な市街地整備が行われた区域、あるいは行われることが確実な区域等で
は、市街化を抑制しつつも、優良農地、自然環境の保全、優れた自然景観に配
慮しつつ地域特性を考慮した整備開発保全策を講じる。 

土地利用に関
する主要な都
市計画の決定
方針 

土地利用に関する主要な都市計画の決定の方針図（参考） 

 

道路 （都）東津田連絡線、（都）東津田下東川津線、（都）袖師大手
前線、（都）城山北公園線、（都）北公園西尾線、（都）東津田
鼻曲線、（都）松江停車場白潟線、（都）北循環線、（都）小浜
堂の前線、(仮称)東津田中央線、（都）布志名林線、（一）浜乃
木湯町線 

下水道 整備水準の目標に掲げた下水道普及率を達成するため流域関
連公共下水道や農業集落排水の整備を促進する。また、流域関
連公共下水道の普及に対応して終末処理場（宍道湖東部浄化セ
ンター）の処理能力の向上を図る。 

河川 大橋川の改修、中海・宍道湖の湖岸堤整備、朝酌川、中川、忌
部川等の改修 

概ね 10 年以内
に整備又は着
手することを
予定している
主要な施設 

公園 総合公園：楽山公園、特殊公園：城山公園、運動公園：松江総
合運動公園 

市街地開発事
業に関する主
要な都市計画
の決定方針 

市街地 
再開発 
事業 

殿町地区 
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(4)宍道都市計画区域マスタープラン 
 

計画期間 目標年次：平成22年/（平成16年1月策定） 

都市づくり
の基本理念 

 優れた交通結節点を生かした交通・物流基盤の計画的な整備により都市基

盤の充実に努め、都市機能の向上及び良好な居住環境の整備を図る。 

 地場産業等既存の土地利用との調和を図りつつ、新たな産業の立地や集積

を進め、都市の自立性を高める。 

 若者の定住促進と豊かな暮らしを実現するための良好な住宅および住宅

地の供給を促進するとともに、住環境の整備を進める。 

 豊かな自然・歴史・風景の保全・活用や農業的土地利用との整合を図るこ

とによる環境共生型の都市づくりを進める。 

宍道 
本区域の中心核として、ＪＲ宍道駅を中心とした地域の道路、公園等

の整備及び、面的開発による市街地の整備を図ることにより、利便性

が高く活気あふれる都市拠点を目指す。 

佐々布 
宍道インターチェンジを活用した、流通業務施設の整備や、良好な住

宅地の整備を図る。また、国道９号沿道には、沿道サービス型の業務

施設の集積を図る。 

地域毎の 
市街地像 

来待 
本区域の副核として、松江市に近い立地条件を利用して、周辺の自然

環境と調和のとれた良好な住宅地として整備するとともに、地場産業

の振興を図る。 

下記の理由から、区域区分を定めないものとする 

区域区分 
の有無 

人口、産業の動向から、今後市街地の無秩序な拡大は見込まれないこと。また、

これまで区域区分を設定しなくても、優良な営農環境や自然環境が適切に保全

され、都市基盤、産業基盤、住宅団地等の整備が計画的に進められてきたこと

等、いずれの観点からも区域区分を設定する必要性は低く、本都市計画に区域

区分は定めないものとした。 

道路 自動車専用道路：（都）宍道出雲線（「山陰道」） 
幹線道路：（都）宍道中央線、（都）小宮田線 

概ね 10 年以内
に整備又は着
手することを
予定している
主要な施設 

下水道 平成 22 年の整備水準を達成するために、公共下水道、農業集
落排水、合併処理浄化槽を整備する 

市街地開発事
業に関する主
要な都市計画
の決定方針 

市街地 
再開発 
事業 

宍道駅南地区: 
 宍道駅南ニュータウン開発事業（仮称） 

 

■宍道都市計画区域 整備、開発及び保全の方針 附図 
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(5)松江市都市マスタープラン 
計画期間 目標年次：平成27年/（平成8年3月策定） 

将来都市像 艶やかな水苑の都 

基本目標 

①成熟した大人の美しさを持つ都市 
②ヒューマンスケール感の残る都市 
③自立した都市 
④安らぎを与える都市 
⑤個性と活力を備えた都市 
 
ヒューマンスケール：人が快適に感じられる距離感や空間 

松江市の 
人口動態と
広域的特性 

①若年層の定住を図る高度な職場、産業の育成 
②総合的な定住の環境づくり 
③交流人口の最大化を重視したまちづくり 
④出雲－松江－米子 50 万人圏域の実現 
 
推計人口：H7 147,414 人→H27 年 154,000 人（H17 年 152,000 人） 

■将来都市構造図 
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(6)玉湯町都市計画マスタープラン 
計画期間 目標年次：平成17年（中期）､平成27年（長期）/（平成9年7月策） 

将来都市像 お湯と緑と幸せあふれるまち 

基本目標 

①骨格交通体系の確立 
②適正かつ計画的な土地利用の形成 
③住環境整備の推進 
④レクリエーション拠点の整備とネットワーク化の推進 
 

推計人口：行政区域 H7 6,119 人→H17 6,300 人 
     市街化区域 H7 3,193 人→H17 3,350 人 

■将来都市構造図 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



資料編第２ 上位計画、関係法令等 

35 

 

(7)宍道町都市マスタープラン 
計画期間 目標年次：平成17年（中期）､平成27年（長期）/（平成10年3月策定） 

将来都市像 未来
あ し た

の夢をかなえてくれるシンデレラタウンしんじ 

基本目標 

①優れた交通結節性を生かした交通・物流基盤づくり 
②新産業の誘致と地場産業の振興による足腰の強い産業基盤づくり 
③若者定住促進と豊かな暮らしを実現するための生活基盤づくり 
④宍道町のより高いイメージ形成に資する魅力づくり 
 
推計人口：行政区域 H7 9,681 人→H17 10,500 人 
     用途地域 H7 3,955 人→H17 5,440 人 

 

■土地利用方針図 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



資料編第２ 上位計画、関係法令等 

36 

２２．．宍宍道道湖湖・・中中海海圏圏域域ににおおけけるる関関連連計計画画  

(1)出雲都市計画区域マスタープラン 
 

計画期間 目標年次：平成22年/（平成17年策定） 

都市づくり
の基本理念 

 広域的な交流の促進を図るため、「山陰道」、地域高規格道路「境港出雲道

路」及び「出雲空港」の整備・拡充を図り、山陰の拠点都市として、松江

市及び周辺市町と連携しながら、人と物の交流都市をめざす。 

 魅力ある高次都市機能の充実を図るため、優先的に市街地の整備を図る。

特に、中心市街地の有効・高度利用を図るとともに、未利用地の整序、面

的整備を行った区域の定住促進を図る。 

 生活環境の優れた、住み続けたいと思える安心・安全なまちづくりを目標

に、生活道路、身近な公園、下水道等の充実を図るとともに、地域住民の

文化活動が盛んな定住文化都市をめざす。 

 自然公園や史跡を有機的に結びつけ、出雲圏らしさ（地域特性）を生かし

た観光及びレクリエーション都市をめざす。また、森林資源やレクリエー

ション拠点を活用した自然とのふれあいをテーマとする教育・文化機能の

充実を図る。 

 市街地周辺に広がる田園環境と市街地及び郊外既存集落が調和のとれた秩

序ある都市形成をめざす。 

 魅力ある商業機能の向上及び地場産業の振興を図るため中小企業の支援や

伝統産業の振興を図るとともに、地域産業の高度化、複合化等を促進する

など産業基盤の充実を図る。 

 島根県の健康福祉の先導的役割を担うため、保健・医療・福祉の充実した

都市を目指す。 

出雲 

出雲圏域の中心都市であり、「安全安心な交流拠点都市」として、集積

する高度医療・福祉機能を一層強化連携し、地域全体の医療福祉環境

を牽引していくとともに、商業・サービス業等の集積による都市核の

形成など多様な高次都市を目指す。 

斐川 

県内最大の工業拠点として各工業団地への企業誘致を促進するととも

に魅力ある住宅地供給を行い、圏域の副核として、また、優良な自然

景観と伝統的文化財を生かした「明るく創造的な生活・産業都市」と

して、就業機会の充実、保養・健康・遊機能都市を目指す。 

地域毎の 
市街地像 

湖陵 
豊かな自然が良好に保持され、神西湖及び神西湖西岸周辺の温泉を中

心とした観光拠点としての役割を果たすとともに、生活環境の整備さ

れた「水と緑あふれるまち」として居住・観光都市を目指す。 

区域区分 
の有無 

増加人口については、用途地域内の農地を土地区画整理事業等により、計画的

に都市的土地利用に転換することで、収容可能であることから、区域区分を定

めないものとする 

■出雲都市計画区域 将来都市構造図 
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(2)米子境港都市計画区域マスタープラン 
 

計画期間 目標年次：平成22年/（平成17年策定） 

基本理念 住民が主役で市町村が主体の効率の良い特色あるまちづくり 

基本目標 
 無駄を排した効率的なまちづくり 

 個性のあるコンパクトなまちづくり 

 住民が主役で市町村が主体となった魅力ある広域的なまちづくり 

米子 
圏域における都市的サービスを提供する中核都市としての役割を果

たすと共に、広域交通・観光のターミナルとして圏域内の内外にわた

る広域交流都市をめざす。 

淀江 
自然資源を生かした定住・交流拠点としての役割を果たすと共に伯耆

古代の丘公園を中心とする歴史・文化資源を生かしたレクリエーショ

ン拠点としての役割を果たす。 

境港 
境港の環日本海時代の物流拠点や水産加工産業としての特徴を生か

した広域交流都市をめざす。 

地域毎の 
市街地像 

日吉津 住宅・工業拠点としてまた農産物の供給基地としての機能をもつ。 

区域区分 
の有無 

区域区分を定めないものとする 

 

■米子境港都市計画区域 骨格形成図 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

八束 

美保関 
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３３．．都都市市計計画画関関連連法法令令ににつついいてて  

(1)まちづくり三法改正 
まちづくり三法は、「改正都市計画法」「中心市街地活性化法」「大規模小売店舗立

地法」の総称を言います。中小商業の保護を目的とした「大規模小売店舗法（大店法）」

の廃止に伴い、1998 年から 2000 年にかけて施行されました。 

改正都市計画法は、市町村の判断で大型店の郊外立地を規制できることを定めた法

律です。中心市街地活性化法は、中心市街地の整備と再活性化を一体で進めることを

定めた法律です。大規模小売店舗立地法（大店立地法）は、交通渋滞や騒音など社会

的側面から大型店の出店を規制する法律と要約することができます。 

中心市街地活性化法及び各種の支援策により中心市街地の活性化を実現しようとす

るものでしたが、制定から 7 年を経て、中心市街地の活性化に取り組む地域は数多く

あるものの、目に見える効果が挙がっているところは多くありません。 

現状のまま中心市街地が衰退し、市街地の機能が郊外へ拡散していくと、少子高齢

化により人口が減少に転じる中で、地方財政が都市のインフラ維持のためのコストに

耐えられなくなるとともに、高齢化や治安の悪化等によりコミュニティが荒廃するお

それもあります。 

こうしたことから、近年、市街地の郊外への拡散を抑制し、まちの機能を中心市街

地に集中させるコンパクトシティの考え方が提唱されています。 

このような状況を背景に、まちづくり三法の見直しが進められ、平成 18 年 5 月、ま

ちづくり三法の改正法案が成立しました。 

 
 

 

 

 

 

■まちづくり三法の主な改正ポイント 

■中心市街地活性化法 

・中心市街地活性化本部の創設、基本計画の内閣総理大臣認定制度の導入 

・多様な民間主体が参画する中心市街地活性化協議会の法制化  
・認定基本計画への支援措置の拡充 

■都市計画法 

・大規模集客施設（床面積１万㎡超の店舗、映画館等）が立地可能な用途地域見直し 

・非線引き白地地域等における立地規制 

・用途を緩和する地区計画制度の創設 

・市町村の主体性と広域的な調整手続きの充実 

・市街化調整区域内の開発許可制度の見直し 

■大規模店舗立地法 

・改正中心市街地活性化法に「大店立地法の特例」を規定（出店手続きの簡素化等） 

 
人口減少社会の到来 
少子高齢化の加速化 

厳しい自治体財政 
公共事業費削減 

コミュニティの維持 
商業・歴史・文化・教育・福祉等 

コンパクトで 
賑わいあふれる 
まちづくり 

コンパクトシティ 
様々な都市機能の 
市街地集約 

まちのコンパクト化

中心市街地の 
賑わい回復 

コミュニティの魅力回復

一体的推進 
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(2)改正都市計画法 
都市の秩序ある整備を図るための都市計画法等の一部を改正する法律案 

（平成 18 年 5 月 31 日公布） 
都市の秩序ある整備を図るため、準都市計画区域制度の拡充、都市計画区域等

の区域内における大規模集客施設の立地に係る規制の見直し、開発許可制度の見
直しその他都市計画に関する制度の整備を行う。 

①都市計画法・建築基準法の一部改正 
人口減少・超高齢社会にふさわしいまちづくりを実現するため、以下の措置

を講じる。特に、広域にわたり都市構造に大きな影響を与える大規模集客施設
（法律では「特定大規模建築物」と定義）の立地に当たっては都市計画手続を
経ることとし、地域の判断を反映した適切な立地を確保する。 

②市街化区域、用途地域における立地規制 
大規模集客施設が立地可能な用途地域を見直し、現行の６種類の用途地域か

ら３種類へ限定。 

③非線引き白地地域等における立地規制 
非線引き都市計画区域、準都市計画区域内の白地地域では大規模集客施設は

原則立地不可。 

④用途を緩和する地区計画制度の創設 
上記①②により規制強化される用途地域及び非線引き都市計画区域内の白地

地域においては、大規模集客施設の立地も認めうる新たな地区計画制度（開発
整備促進区）を創設。 

⑤準都市計画区域制度の拡充 
農地を含む土地利用の整序が必要な区域等に広く指定できるよう、準都市計

画区域の要件を緩和するとともに、指定権者を都道府県に変更。 

⑥都市計画手続等の円滑化、広域調整手続の充実 
一定の開発事業者が都市計画提案を行えるよう、都市計画提案権者の範囲を

拡大。また、広域調整の強化のため、都道府県知事が市町村の都市計画決定等
に対する協議同意を行う際に、関係市町村から意見を聴取できることとする。 

⑦開発許可制度の見直し 
市街化調整区域内の大規模開発を許可できる基準を廃止し、病院、福祉施設、

学校、庁舎等の公共公益施設を開発許可等の対象とする。 
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(3)市街化調整区域地区計画ガイドライン 
（平成 19 年 11 月 30 日施行） 

都市計画法における開発許可制度の改正等を踏まえて、島根県においては、改訂「市

街化調整区域の地区計画ガイドライン」を平成 19 年 11 月 30 日より施行されました。 

市街化調整区域においては、原則として開発を制限していますが、地区計画が決定

された区域では地区計画の内容に適合する開発が可能となります。しかしながら、市

街化調整区域の地区計画は、市街化調整区域の性格を変えるものではないため、当該

地区計画の周辺における市街化を促進することがないなど、当該都市計画区域の計画

的な市街化に支障がないように定める必要があります。  

そこで、松江市、安来市及び東出雲町並びに島根県においては、農林漁業との健全

な調和を図りつつ、都市の健全な発展と秩序ある整備の実現を目指すため、このガイ

ドラインの統一的な運用を行い、松江圏都市計画区域にふさわしいまちづくりを進め

ていくものです。 

詳細は、島根県都市計画課ホームページを参照下さい。 

 【タイプ別の概要】 

ガイドラインでは、地区計画の目的や条件により以下のとおり 5 タイプを設定し

ています。  

●集落タイプ    
コミュニティの回復を図るべき集落や、無秩序な開発を防止し良好な集落景観を

維持するべき集落、交通利便性が高く、地域づくりの核施設となる鉄道駅周辺や公

益施設 周辺の集落について、都市的土地利用と自然的土地利用との調和を図りつ

つ、良好な地域づくりを誘導するタイプ 

●郊外型住宅タイプ 

市街化区域から概ね２ｋｍの範囲で、市街地整備が確実な区域等について、都市

的土地利用と自然的土地利用との調和を図りつつ、大規模な住宅地を創出するエリ

アとして、土地利用及び建物利用の規制誘導を図るタイプ 

●沿道タイプ   

既に沿道利用型施設の立地が進み、営農条件に悪影響を与えている区域や住居と

非住居系用途が混在している若しくは混在が予想される主要幹線道路沿道及び高速

自動車国道出入り口周辺について、良好な営農環境を確保しつつ、都市的土地利用

と自然的土地利用との調和を図り、活力ある産業・流通業務を担うエリア、雇用の

場を創出するエリアとして、沿道系（非住居系）土地利用及び建物利用の規制誘導

を図るタイプ 

●整備誘導タイプ  

市街化区域に隣接し、すでに市街地としての形態を整えつつある地域や将来的に

市街地としての開発の可能性が高い区域で、市街地整備が確実な区域等について、

都市的土地利用と自然的土地利用との調和を図りつつ、主として都市的居住を補充

するエリアとして、土地利用及び建物利用の規制誘導を図るタイプ 

●産業振興タイプ  

法律、国、県、市町の計画（都市計画マスタープラン等）に位置づけられた区域

や国、県、市町、公社等が行う開発区域について、良好な営農環境を確保しつつ、

都市的土地利用と自然的土地利用との調和を図り、活力ある産業振興や雇用の場を

創出するエリアとして、産業系（非住居系）土地利用及び建物利用の規制誘導を図

るタイプ 
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資料：改訂「市街化調整区域地区計画ガイドライン」/島根県 
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(4)市街化調整区域開発許可緩和条例 
（平成 19 年 11 月 30 日施行） 

松江市では将来の土地利用を見据え、地域の活性化、無秩序な乱開発の防止、農業・

自然環境の保全など地域の特性を生かした秩序ある土地利用を図るため、「松江市開発

行為等の許可の基準に関する条例」（市街化調整区域の緩和条例）を施行しました。 

これにより、開発許可等の手続きの迅速化、定住化による地域コミュニティや営農

環境の維持・活性を図ることができるよう新たな選択肢を準備しました。 

区域別の緩和要件は以下のとおりです。 

 

■松江市条例による市街化調整区域内の開発許可立地基準の緩和の概要 

区  分 隣接、近接区域 大規模既存 

集落区域 

既存集落 

区域 

緩和区域外 

 Ａ区域 Ｂ区域 Ｃ区域 Ｄ区域 例)分家住宅

根拠法 法第 34 条 11 号 法第 34 条 12 号 

地域要件 市街化区域の隣接、近接 な し 

集落要件 概ね 50(40 以上)の建築物が連たん  概ね 100(80 以上)
の建築物 (散在す
る集落 (30 以上 )
を含む)が連たん

概ね 50(40 以
上 ) の 建 築 物
が連たん  

なし  

土 地 売買取得可  ①又は②に該
当する土地  
①本家の所有
地（線引き以
前）  
②本家から直
接若しくは間
接的に連たん
が確保される
土 地 ( 売 買 取
得可) 

連たん 建築物の敷地相互間距離が 50m 以内  
(集落の一体性を確保する場合は、この限りでない) 50m 以内  

申請者 区域外からの転入を許容 本家の親族 

自己 

・非自己別 

非自己用建築物可 自己用建築物のみ 

予定建築物 専用住宅  
兼用住宅  
共同住宅  

専用住宅  
兼用住宅  
共同住宅  
店舗  
事務所  
工場  

専用住宅  
兼用住宅  
 
店舗  
事務所  
工場  
運動・ﾚｼﾞｬｰ施設

専用住宅  
兼用住宅  

分家住宅  

土地・建築

物の規模等 

最 低 敷 地 規
模 :200 ㎡  

最低敷地規模  
:200 ㎡  
店舗、事務所、  
工場の規模  
延床面積 :500 ㎡
以内  
工場の作業床面
積 :150 ㎡以内  
 
原動機 :0.75kw 以
下  

業務用の開発面
積 :1000 ㎡以内  
店舗、事務所、工
場、運動・レジャ
ー施設の規模  
延床面積 :500 ㎡
以内  
工場の作業床面
積 :150 ㎡以内  
原動機 :0.75kw 以
下  

  

高さ制限 最高限度 10ｍ 

容積率／建ﾍﾟｲ率 

100／60 

容積率／建ﾍﾟｲ率

200／60 

容積率／建ﾍﾟｲ率 

200／70 

形態制限 

道路斜線 1.25  隣地斜線 1.25 道路斜線 1.5  隣地斜線 2.5 

 備 考 市街化区域から 

概ね 2ｋｍ以内 国道、主要地方道
等の道路境界 
50ｍの区域 
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１１．．ままちちづづくくりりアアンンケケーートト  

(1)調査概要 
 

ア  調査の目的 

「松江市都市計画マスタープラン」の策定にあたり、松江市の現状に対する市民の

認識や今後のまちづくり及び施策の方向性についての住民の意向を把握し、計画に反

映させることを目的に実施しました。 
 

イ  調査項目 
ア 土地の使い方 

（ｱ）市街地の拡大について 

（ｲ）市街地の整備について 

（ｳ）住宅地として望まれること 

（ｴ）居住地域のイメージについて

（ｵ）居住場所について 

（ｶ）農地のあり方について 

（ｷ）農村地域に今後望まれること

（ｸ）大規模商業施設のあり方 

（ｹ）商店街について 

（ｺ）工業地のあり方について 

（ｻ）工業地として相応しい場所 

イ 都市施設整備のあり方 
（ｱ）道路や交通について 

（ｲ）公園や緑地について 

（ｳ）その他の都市施設について 

（ｴ）防災対策について 

（ｵ）防犯対策について 

（ｶ）景観形成について 

ウ まちづくりへ 

の関わり 

（ｱ）まちづくりへの参加 

について 

（ｲ）まちづくりの進め方 

について 

 

ウ  調査対象 

松江市の男女別構成比、年齢別構成比、地域別構成比をもとに、住民基本台帳の階

層無作為抽出による世帯主を対象としました。 
 

エ  調査方法 

郵送調査法（郵送による配布・回収） 
 

オ  調査時期 

平成 18 年 12 月～平成 19 年 1 月 
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カ  回収状況 

配布数 3,340 件、回収数 1,112 件、回収率 33.3％（平成 19 年２月末現在） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

キ  地域と地区について 

本編第５章で設定した６つの地域と地区カルテは、アンケートの集計上、次のよう

に整理しました。 

中央地域は、中心市街地と中心市街地周辺地区，湖北地域は、湖北地区，湖南地域

は、玉湯地区と宍道地区，中海沿岸地域は、本庄地区と朝酌地区と八束地区，島根半

島地域は、鹿島地区と島根地区と美保関地区，松南地域は、忌部地区と八雲地区です。 

 

地区別回収状況
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回収数
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(2)アンケート結果 
アンケートによる市民意向について、その概要は以下のとおりです。 

市街地の拡大

について 

・ 「市街地の拡大を抑え、今ある市街地（集落地）を充実させる」

（49％） 

・ 「良好なまちづくりであれば、多少の市街地拡大はよい」

（40％） 

の２つの意見に分かれました。 

市街地の整備の

方向について 

・ 「地域格差が生じないようにする」（37％） 

・ 「支所や駅周辺など地域の市街地を中心にまちづくりを行う」

（27％） 

住宅地への 

配慮事項 
・ 「美しいまちなみとなるような景観への取り組み」（41％） 

居住場所に 

ついて 

・ 「幹線道路沿いの利便性の良いところ（市街化調整区域）」

（36％） 

・ 「多少狭くても利便性の高い中心市街地の周辺（市街化区域）」

（33％） 

の２つの意見に分かれました。 

農地のあり方 

について 

・ 「今ある農地を守った方がよい」（39％） 

・ 「農家の方の自主性に任せた方がよい」（34％） 

農村地域に望ま

れている事 

・ 「道路や公園、排水施設など快適な生活環境の整備」（29％）

・ 「開発ルールの強化」、「まちづくり支援」、「住宅地整備」（各

26％） 

大規模商業 

施設のあり方 

・ 「郊外の幹線道路沿いや工場跡地に大規模商業施設を立地」

（30％） 

・ 「今のままで良い」（25％） 

土

地

利

用

の

あ

り

方 

工業地のあり方 

・ 「現状のままで良い」（39％） 

・ 「新たに工業用地を整備し、工業地の範囲を広げる」（31％）

の２つの意見に分かれました 

道路や交通に 

ついて 

・ 市全体に必要なのは「広域的な幹線道路の整備」（27％） 

・ 住まいの地域に必要なのは「歩道の設置」（32％）、「生活道路」

（23％）、「鉄道、バスなどの公共交通の充実」（17％） 

公園･緑地に 

ついて 

・ 市全体と住まいの地域ともに必要なのは、「日常の憩いのため

の身近な広場や公園の整備」（22％） 

防災、防犯対策

について 

・ 防災対策：「狭い道路の整備」（43％） 

・ 防犯対策：「防犯灯の設置」（27％） 

都

市

施

設

整

備

の

あ

り

方 

景観形成に 

ついて 

・ 「山や丘陵、水辺等の自然景観を残す」（53％） 

・ 「電線類を地中化し、すっきりさせる」（48％） 

参加方法 ・ 「アンケート等であれば参加してみたい」（43％） ま

ち

づ

く

り 

進め方 

・ 行政のやるべきことは「地域住民の要望・意見を整理する」、「ま

ちづくりに関する計画を提案する」（各 27％） 

・ 住民のやるべきことは「コミュニティ活動を充実させる」

（24％）、「各地域でまちづくり懇談会などを行う」（21％） 

自由意見 

・ 一番多かったのは「交通」に関する事項で、自由意見回答者の

約１/４を占めます。 

・ その中でも最も多い項目が「道路整備」、次いで「公共交通体系、

公共交通機関」が多くなっています。 
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ア  土地の使い方について 

（ｱ） 市街地の拡大について 
 

 

 

 
【全 市】 

全市では、[市街地の拡大を抑

え、今ある市街地（集落地）を

充実させる]が 48.6％で最も多

く、次いで[良好なまちづくりで

あれば、多少の市街地拡大はよ

い]が 40.3％となっています。 

年齢別、地域別では全市と同

様な傾向が伺えます。 

 

【年齢別・地域別】 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

これまで人口増加や産業が成長する中で、農地・山林などを開発して市街地の拡大を行

ってきましたが、拡大成長期から安定成熟期を迎えた現在、市街地の拡大について、基本

的にどのような方向で考えていくべきだと思われますか？ 

48.6%

40.3%

6.7%

1.3%
1.6%
1.6%

市街地の拡大を抑え、今ある市街地（集落地）
を充実させる

良好なまちづくりであれば、多少の市街地拡
大はよい

農地・山林を開発し、市街地を拡大した方がよ
い

わからない

その他

無回答または不明

回答数 性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

市
街
地
の
拡
大
を
抑
え
、

今
あ
る

市
街
地
（

集
落
地
）

を
充
実
さ
せ

る 良
好
な
ま
ち
づ
く
り
で
あ
れ
ば
、

多
少
の
市
街
地
拡
大
は
よ
い

農
地
・
山
林
を
開
発
し
、

市
街
地

を
拡
大
し
た
方
が
よ
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

市
街
地
の
拡
大
を
抑
え
、

今
あ
る

市
街
地
（

集
落
地
）

を
充
実
さ
せ

る 良
好
な
ま
ち
づ
く
り
で
あ
れ
ば
、

多
少
の
市
街
地
拡
大
は
よ
い

農
地
・
山
林
を
開
発
し
、

市
街
地

を
拡
大
し
た
方
が
よ
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 540 448 74 18 18 14 1,112 48.6% 40.3% 6.7% 1.6% 1.6% 1.3%
年齢別 20歳代 36 24 1 1 0 0 62 58.1% 38.7% 1.6% 1.6% 0.0% 0.0%

30歳代 79 67 7 4 3 1 161 49.1% 41.6% 4.3% 2.5% 1.9% 0.6%
40歳代 93 100 14 3 2 3 215 43.3% 46.5% 6.5% 1.4% 0.9% 1.4%
50歳代 172 127 23 6 8 4 340 50.6% 37.4% 6.8% 1.8% 2.4% 1.2%
60歳代 151 123 27 3 4 6 314 48.1% 39.2% 8.6% 1.0% 1.3% 1.9%
70歳以上 5 6 2 1 0 0 14 35.7% 42.9% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0%

6 中央 395 343 50 15 13 9 825 47.9% 41.6% 6.1% 1.8% 1.6% 1.1%
地域 湖北 19 16 4 0 0 0 39 48.7% 41.0% 10.3% 0.0% 0.0% 0.0%

湖南 32 26 3 1 1 1 64 50.0% 40.6% 4.7% 1.6% 1.6% 1.6%
中海沿岸 22 16 6 0 0 1 45 48.9% 35.6% 13.3% 0.0% 0.0% 2.2%
島根半島 24 21 6 0 0 3 54 44.4% 38.9% 11.1% 0.0% 0.0% 5.6%
松南 34 19 4 1 2 0 60 56.7% 31.7% 6.7% 1.7% 3.3% 0.0%

12 中心市街地 119 94 9 3 7 2 234 50.9% 40.2% 3.8% 1.3% 3.0% 0.9%

地区
中心市街地
周辺

276 249 41 12 6 7 591 46.7% 42.1% 6.9% 2.0% 1.0% 1.2%

湖北 19 16 4 0 0 0 39 48.7% 41.0% 10.3% 0.0% 0.0% 0.0%
玉湯 12 14 2 0 0 0 28 42.9% 50.0% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0%
宍道 20 12 1 1 1 1 36 55.6% 33.3% 2.8% 2.8% 2.8% 2.8%

本庄・朝酌 10 12 3 0 0 1 26 38.5% 46.2% 11.5% 0.0% 0.0% 3.8%
八束 12 4 3 0 0 0 19 63.2% 21.1% 15.8% 0.0% 0.0% 0.0%
鹿島 11 9 4 0 0 2 26 42.3% 34.6% 15.4% 0.0% 0.0% 7.7%
島根 7 6 1 0 0 0 14 50.0% 42.9% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0%
美保関 6 6 1 0 0 1 14 42.9% 42.9% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1%
忌部 5 4 0 0 0 0 9 55.6% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
八雲 29 15 4 1 2 0 51 56.9% 29.4% 7.8% 2.0% 3.9% 0.0%
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（ｲ） 市街地の整備について 
 

 

【全 市】 

全市では、[各地域とも均等に

整備を行い、地域格差が生じな

いようにする]が 36.9％で最も

多く、次いで[旧町村役場や駅周

辺など地域の市街地を中心にま

ちづくりを行う]が 27.4％とな

っており、全市的な整備レベル

の向上が望まれています。 

年齢別でも、全市と同様の傾

向が見受けられます。 

地域別には、中央地域から離

れている地域で整備の遅れや地

域の均等な整備など地域格差を

是正する整備への要望が強いよ

うです。 

 
【年齢別・地域別】 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

これからの市街地の整備についてどのようにお考えですか? 

2.4%

36.9%

1.5%

13.8%

17.9%

27.4%

市の中心である旧松江市の中心市街地で集
中的なまちづくりを行う

旧町村役場や駅周辺など地域の市街地を中
心にまちづくりを行う

整備の遅れてきた郊外に点在する集落地を
中心にまちづくりを行う

各地域とも均等に整備を行い、地域格差が生
じないようにする

その他

無回答または不明

回答数 性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

市
の
中
心
で
あ
る
旧
松
江
市
の
中

心
市
街
地
で
集
中
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う

旧
町
村
役
場
や
駅
周
辺
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
市
街
地
を
中

心
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

こ
れ
ま
で
整
備
の
遅
れ
て
き
た
郊

外
に
点
在
す
る
集
落
地
を
中
心
に

ま
ち
づ
く
り
を
行
う

各
地
域
と
も
均
等
に
整
備
を
行

い
、

地
域
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

市
の
中
心
で
あ
る
旧
松
江
市
の
中

心
市
街
地
で
集
中
的
な
ま
ち
づ
く

り
を
行
う

旧
町
村
役
場
や
駅
周
辺
な
ど
そ
れ

ぞ
れ
の
地
域
に
あ
る
市
街
地
を
中

心
に
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

こ
れ
ま
で
整
備
の
遅
れ
て
き
た
郊

外
に
点
在
す
る
集
落
地
を
中
心
に

ま
ち
づ
く
り
を
行
う

各
地
域
と
も
均
等
に
整
備
を
行

い
、

地
域
格
差
が
生
じ
な
い
よ
う

な
ま
ち
づ
く
り
を
行
う

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 199 305 154 410 27 17 1,112 17.9% 27.4% 13.8% 36.9% 2.4% 1.5%
年齢別 20歳代 17 14 5 25 1 0 62 27.4% 22.6% 8.1% 40.3% 1.6% 0.0%

30歳代 37 37 26 56 4 1 161 23.0% 23.0% 16.1% 34.8% 2.5% 0.6%
40歳代 32 77 23 76 4 3 215 14.9% 35.8% 10.7% 35.3% 1.9% 1.4%
50歳代 64 93 39 126 13 5 340 18.8% 27.4% 11.5% 37.1% 3.8% 1.5%
60歳代 44 80 56 122 5 7 314 14.0% 25.5% 17.8% 38.9% 1.6% 2.2%
70歳以上 3 1 4 5 0 1 14 21.4% 7.1% 28.6% 35.7% 0.0% 7.1%

6 中央 172 242 96 278 25 12 825 20.8% 29.3% 11.6% 33.7% 3.0% 1.5%
地域 湖北 6 5 9 19 0 0 39 15.4% 12.8% 23.1% 48.7% 0.0% 0.0%

湖南 4 15 10 32 0 3 64 6.3% 23.4% 15.6% 50.0% 0.0% 4.7%
中海沿岸 3 6 16 20 0 0 45 6.7% 13.3% 35.6% 44.4% 0.0% 0.0%
島根半島 2 10 13 27 0 2 54 3.7% 18.5% 24.1% 50.0% 0.0% 3.7%
松南 5 22 9 22 2 0 60 8.3% 36.7% 15.0% 36.7% 3.3% 0.0%

12 中心市街地 69 78 9 65 9 4 234 29.5% 33.3% 3.8% 27.8% 3.8% 1.7%

地区
中心市街地
周辺

103 164 87 213 16 8 591 17.4% 27.7% 14.7% 36.0% 2.7% 1.4%

湖北 6 5 9 19 0 0 39 15.4% 12.8% 23.1% 48.7% 0.0% 0.0%
玉湯 2 5 7 13 0 1 28 7.1% 17.9% 25.0% 46.4% 0.0% 3.6%
宍道 2 10 3 19 0 2 36 5.6% 27.8% 8.3% 52.8% 0.0% 5.6%

本庄・朝酌 2 3 10 11 0 0 26 7.7% 11.5% 38.5% 42.3% 0.0% 0.0%
八束 1 3 6 9 0 0 19 5.3% 15.8% 31.6% 47.4% 0.0% 0.0%
鹿島 1 3 6 15 0 1 26 3.8% 11.5% 23.1% 57.7% 0.0% 3.8%
島根 0 5 3 6 0 0 14 0.0% 35.7% 21.4% 42.9% 0.0% 0.0%
美保関 1 2 4 6 0 1 14 7.1% 14.3% 28.6% 42.9% 0.0% 7.1%
忌部 1 2 1 4 1 0 9 11.1% 22.2% 11.1% 44.4% 11.1% 0.0%
八雲 4 20 8 18 1 0 51 7.8% 39.2% 15.7% 35.3% 2.0% 0.0%
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（ｳ） 住宅地として望まれること 
 

 
 

全市では、[美しい街並みとなるような景観への取り組み]が 41.2％で最も多く、次いで

[空き地や空き家、空き店舗などへの対策]が 25.9％となっており、まち全体で調和の取れ

た落ち着きのある住宅地が望まれています。 
年齢別には、30～60 代では概ね全市と同様の傾向を示していますが、20 歳代では日照や

眺望、ゆとりのある住環境が望まれています。また、体力的な不安がある 70 代では、災害

に対する危機意識が高くなっています。 
地域別には、湖北、湖南、中海沿岸、松南の各地域では、現在の住環境の良さを反映し、

日照や眺望に関する要望が低くなっています。湖南、島根半島地域では、空き家や空き店

舗への関心が高く、地域の活性化を期待していることが伺えます。 
 
【全 市】 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

あなたのお住まいの地域について、住宅地として望まれることは、どのようなこと

ですか？２つ以内で回答 

41.2%

25.9%

21.9%

19.9%

16.9%

16.8%

13.3%

5.5%

2.1%

4.9%

1.9%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

美しい街並みとなるような景観への取り組み

空き地や空き家、空き店舗などへの対策

高い建物と低い建物の混在する日照や眺望の悪化防止

家の建て込みによる災害時の危険防止

住宅と住宅以外（工場や店舗等）の混在による住環境の悪化防止

敷地が狭いなど、ゆとりがない住環境の形成防止

自動車騒音等の公害対策

住宅と農地の混在防止

わからない

その他

無回答または不明

回答数

内　訳

住
宅
と
住
宅
以
外
（

工
場
や
店

舗
等
）

の
混
在
に
よ
る
住
環
境

の
悪
化
防
止

住
宅
と
農
地
の
混
在
防
止

高
い
建
物
と
低
い
建
物
の
混
在

す
る
日
照
や
眺
望
の
悪
化
防
止

敷
地
が
狭
い
な
ど
、

ゆ
と
り
が

な
い
住
環
境
の
形
成
防
止

家
の
建
て
込
み
に
よ
る
災
害
時

の
危
険
防
止

自
動
車
騒
音
等
の
公
害
対
策

空
き
地
や
空
き
家
、

空
き
店
舗

な
ど
へ
の
対
策

美
し
い
街
並
み
と
な
る
よ
う
な

景
観
へ
の
取
り
組
み

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 188 61 243 187 221 148 288 458 23 54 21 1,892
年齢別 20歳代 6 2 21 17 11 14 12 23 3 4 0 113

30歳代 32 7 30 31 26 30 31 65 5 16 1 274
40歳代 46 5 45 46 44 18 66 88 2 12 4 376
50歳代 48 22 75 59 64 44 87 150 7 12 3 571
60歳代 52 23 68 30 70 40 88 126 5 10 12 524
70歳以上 3 1 2 3 5 1 1 4 1 0 1 22

6 中央 140 35 210 138 165 120 199 337 14 48 13 1,419
地域 湖北 3 4 2 6 4 3 11 21 2 1 1 58

湖南 17 3 7 8 15 6 28 24 1 0 1 110
中海沿岸 9 7 1 8 11 6 10 12 3 0 0 67
島根半島 8 2 7 7 14 5 23 20 0 1 3 90
松南 7 9 6 15 8 6 11 32 2 4 3 103

12 中心市街地 29 3 74 36 51 24 69 92 1 20 4 403

地区
中心市街地
周辺

111 32 136 102 114 96 130 245 13 28 9 1,016

湖北 3 4 2 6 4 3 11 21 2 1 1 58
玉湯 4 3 4 4 7 2 13 11 0 0 1 49
宍道 13 0 3 4 8 4 15 13 1 0 0 61

本庄・朝酌 3 3 0 5 8 4 6 8 2 0 0 39
八束 6 4 1 3 3 2 4 4 1 0 0 28
鹿島 6 1 5 4 8 2 8 9 0 0 1 44
島根 1 1 0 2 2 1 9 6 0 1 0 23
美保関 1 0 2 1 4 2 6 5 0 0 2 23
忌部 1 3 1 1 3 1 1 3 0 2 0 16
八雲 6 6 5 14 5 5 10 29 2 2 3 87
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全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ｴ） 居住地域のイメージについて 
 
 
 
 
全市では、[防災・防犯性に優れた安心・安全なまち]が 35.9％で最も多く、次いで[身近

な生活基盤（生活道路や子供の遊び場等）が整ったまち]が 33.8％となっており、子供が元

気に安心して遊べるまちが望まれています。 
年齢別では、小さな子供を持つ家庭の多い 30 代で[身近な生活基盤（生活道路や子供の

遊び場等）が整ったまち]の回答比率が多くなっています。 
地域別には、湖北、湖南、中海沿岸、松南の各地域では現在の自然環境を生かした「の

どかなまち」が望まれている一方で、自然環境が豊かな島根半島地域では、身近な生活基

盤や、防災・防犯に関心が高くなっています。 
【全 市】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あなたのお住まいの地域について、将来どのようなイメージの場所になったらよい

と思われますか？２つ以内で回答 

35.9%

33.8%

27.9%

20.3%

20.3%

20.1%

18.6%

4.4%

0.0%

0.4%

1.1%

1.1%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40%

防災・防犯性に優れた安心・安全なまち

身近な生活基盤（生活道路や子供の遊び場等）が整ったまち

住宅中心の静かで落ち着いた生活のできるまち

豊かな自然環境や田園環境などに恵まれたのどかなまち

お店や銀行など生活利便施設が充実したまち

緑や水辺などの潤い満ちたまち

鉄道やバスなどの公共交通の便がよいまち

にぎわいのある商業施設のあるまち

高層マンションやビルが建ち並ぶまち

わからない

その他

無回答または不明

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

住
宅
と
住
宅
以
外
（

工
場
や
店

舗
等
）

の
混
在
に
よ
る
住
環
境

の
悪
化
防
止

住
宅
と
農
地
の
混
在
防
止

高
い
建
物
と
低
い
建
物
の
混
在

す
る
日
照
や
眺
望
の
悪
化
防
止

敷
地
が
狭
い
な
ど
、

ゆ
と
り
が

な
い
住
環
境
の
形
成
防
止

家
の
建
て
込
み
に
よ
る
災
害
時

の
危
険
防
止

自
動
車
騒
音
等
の
公
害
対
策

空
き
地
や
空
き
家
、

空
き
店
舗

な
ど
へ
の
対
策

美
し
い
街
並
み
と
な
る
よ
う
な

景
観
へ
の
取
り
組
み

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 16.9% 5.5% 21.9% 16.8% 19.9% 13.3% 25.9% 41.2% 2.1% 4.9% 1.9%
年齢別 20歳代 9.7% 3.2% 33.9% 27.4% 17.7% 22.6% 19.4% 37.1% 4.8% 6.5% 0.0%

30歳代 19.9% 4.3% 18.6% 19.3% 16.1% 18.6% 19.3% 40.4% 3.1% 9.9% 0.6%
40歳代 21.4% 2.3% 20.9% 21.4% 20.5% 8.4% 30.7% 40.9% 0.9% 5.6% 1.9%
50歳代 14.1% 6.5% 22.1% 17.4% 18.8% 12.9% 25.6% 44.1% 2.1% 3.5% 0.9%
60歳代 16.6% 7.3% 21.7% 9.6% 22.3% 12.7% 28.0% 40.1% 1.6% 3.2% 3.8%
70歳以上 21.4% 7.1% 14.3% 21.4% 35.7% 7.1% 7.1% 28.6% 7.1% 0.0% 7.1%

6 中央 17.0% 4.2% 25.5% 16.7% 20.0% 14.5% 24.1% 40.8% 1.7% 5.8% 1.6%
地域 湖北 7.7% 10.3% 5.1% 15.4% 10.3% 7.7% 28.2% 53.8% 5.1% 2.6% 2.6%

湖南 26.6% 4.7% 10.9% 12.5% 23.4% 9.4% 43.8% 37.5% 1.6% 0.0% 1.6%
中海沿岸 20.0% 15.6% 2.2% 17.8% 24.4% 13.3% 22.2% 26.7% 6.7% 0.0% 0.0%
島根半島 14.8% 3.7% 13.0% 13.0% 25.9% 9.3% 42.6% 37.0% 0.0% 1.9% 5.6%
松南 11.7% 15.0% 10.0% 25.0% 13.3% 10.0% 18.3% 53.3% 3.3% 6.7% 5.0%

12 中心市街地 12.4% 1.3% 31.6% 15.4% 21.8% 10.3% 29.5% 39.3% 0.4% 8.5% 1.7%

地区
中心市街地
周辺

18.8% 5.4% 23.0% 17.3% 19.3% 16.2% 22.0% 41.5% 2.2% 4.7% 1.5%

湖北 7.7% 10.3% 5.1% 15.4% 10.3% 7.7% 28.2% 53.8% 5.1% 2.6% 2.6%
玉湯 14.3% 10.7% 14.3% 14.3% 25.0% 7.1% 46.4% 39.3% 0.0% 0.0% 3.6%
宍道 36.1% 0.0% 8.3% 11.1% 22.2% 11.1% 41.7% 36.1% 2.8% 0.0% 0.0%

本庄・朝酌 11.5% 11.5% 0.0% 19.2% 30.8% 15.4% 23.1% 30.8% 7.7% 0.0% 0.0%
八束 31.6% 21.1% 5.3% 15.8% 15.8% 10.5% 21.1% 21.1% 5.3% 0.0% 0.0%
鹿島 23.1% 3.8% 19.2% 15.4% 30.8% 7.7% 30.8% 34.6% 0.0% 0.0% 3.8%
島根 7.1% 7.1% 0.0% 14.3% 14.3% 7.1% 64.3% 42.9% 0.0% 7.1% 0.0%
美保関 7.1% 0.0% 14.3% 7.1% 28.6% 14.3% 42.9% 35.7% 0.0% 0.0% 14.3%
忌部 11.1% 33.3% 11.1% 11.1% 33.3% 11.1% 11.1% 33.3% 0.0% 22.2% 0.0%
八雲 11.8% 11.8% 9.8% 27.5% 9.8% 9.8% 19.6% 56.9% 3.9% 3.9% 5.9%
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【年齢別・地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

住
宅
中
心
の
静
か
で
落
ち
着
い

た
生
活
の
で
き
る
ま
ち

緑
や
水
辺
な
ど
の
潤
い
満
ち
た

ま
ち

豊
か
な
自
然
環
境
や
田
園
環
境

な
ど
に
恵
ま
れ
た
の
ど
か
な
ま

ち お
店
や
銀
行
な
ど
生
活
利
便
施

設
が
充
実
し
た
ま
ち

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
業
施
設
の

あ
る
ま
ち

高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
や
ビ
ル
が
建

ち
並
ぶ
ま
ち

身
近
な
生
活
基
盤
（

生
活
道
路

や
子
供
の
遊
び
場
等
）

が
整
っ

た
ま
ち

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

の
便
が
よ
い
ま
ち

防
災
・
防
犯
性
に
優
れ
た
安

心
・
安
全
な
ま
ち

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 27.9% 20.1% 20.3% 20.3% 4.4% 0.0% 33.8% 18.6% 35.9% 0.4% 1.1% 1.1%
年齢別 20歳代 21.0% 17.7% 16.1% 27.4% 11.3% 0.0% 43.5% 14.5% 30.6% 1.6% 1.6% 0.0%

30歳代 23.0% 26.1% 13.0% 19.3% 8.7% 0.0% 44.1% 16.8% 31.7% 0.6% 0.6% 0.0%
40歳代 33.5% 25.6% 11.2% 20.9% 2.8% 0.0% 36.7% 20.5% 36.3% 0.5% 0.9% 0.5%
50歳代 30.3% 19.7% 23.8% 22.6% 2.1% 0.0% 27.6% 19.1% 35.6% 0.0% 1.5% 1.2%
60歳代 26.1% 15.0% 26.4% 16.2% 4.1% 0.0% 31.8% 18.2% 39.8% 0.3% 1.0% 1.9%
70歳以上 14.3% 7.1% 35.7% 21.4% 14.3% 0.0% 28.6% 21.4% 21.4% 0.0% 0.0% 7.1%

6 中央 32.5% 19.6% 14.7% 21.1% 4.6% 0.0% 35.4% 18.3% 36.2% 0.4% 0.8% 1.1%
地域 湖北 15.4% 17.9% 41.0% 10.3% 0.0% 0.0% 23.1% 35.9% 30.8% 0.0% 2.6% 2.6%

湖南 14.1% 20.3% 43.8% 17.2% 7.8% 0.0% 28.1% 18.8% 31.3% 0.0% 1.6% 1.6%
中海沿岸 13.3% 26.7% 31.1% 22.2% 6.7% 0.0% 20.0% 15.6% 31.1% 0.0% 0.0% 0.0%
島根半島 7.4% 14.8% 25.9% 25.9% 3.7% 0.0% 46.3% 13.0% 46.3% 0.0% 3.7% 1.9%
松南 18.3% 25.0% 48.3% 15.0% 0.0% 0.0% 26.7% 16.7% 35.0% 0.0% 1.7% 0.0%

12 中心市街地 33.3% 26.1% 9.8% 22.2% 6.8% 0.0% 32.9% 16.7% 35.5% 0.4% 0.9% 1.3%

地区
中心市街地
周辺

32.1% 17.1% 16.6% 20.6% 3.7% 0.0% 36.4% 19.0% 36.5% 0.3% 0.8% 1.0%

湖北 15.4% 17.9% 41.0% 10.3% 0.0% 0.0% 23.1% 35.9% 30.8% 0.0% 2.6% 2.6%
玉湯 10.7% 17.9% 46.4% 17.9% 10.7% 0.0% 32.1% 10.7% 39.3% 0.0% 0.0% 3.6%
宍道 16.7% 22.2% 41.7% 16.7% 5.6% 0.0% 25.0% 25.0% 25.0% 0.0% 2.8% 0.0%

本庄・朝酌 15.4% 26.9% 23.1% 26.9% 11.5% 0.0% 23.1% 7.7% 34.6% 0.0% 0.0% 0.0%
八束 10.5% 26.3% 42.1% 15.8% 0.0% 0.0% 15.8% 26.3% 26.3% 0.0% 0.0% 0.0%
鹿島 3.8% 11.5% 30.8% 23.1% 0.0% 0.0% 57.7% 11.5% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%
島根 7.1% 21.4% 21.4% 50.0% 7.1% 0.0% 35.7% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0%
美保関 14.3% 14.3% 21.4% 7.1% 7.1% 0.0% 35.7% 28.6% 35.7% 0.0% 14.3% 7.1%
忌部 22.2% 11.1% 66.7% 11.1% 0.0% 0.0% 22.2% 22.2% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0%
八雲 17.6% 27.5% 45.1% 15.7% 0.0% 0.0% 27.5% 15.7% 33.3% 0.0% 2.0% 0.0%

回答数

内　訳

住
宅
中
心
の
静
か
で
落
ち
着
い

た
生
活
の
で
き
る
ま
ち

緑
や
水
辺
な
ど
の
潤
い
満
ち
た

ま
ち

豊
か
な
自
然
環
境
や
田
園
環
境

な
ど
に
恵
ま
れ
た
の
ど
か
な
ま

ち お
店
や
銀
行
な
ど
生
活
利
便
施

設
が
充
実
し
た
ま
ち

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
商
業
施
設
の

あ
る
ま
ち

高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
や
ビ
ル
が
建

ち
並
ぶ
ま
ち

身
近
な
生
活
基
盤
（

生
活
道
路

や
子
供
の
遊
び
場
等
）

が
整
っ

た
ま
ち

鉄
道
や
バ
ス
な
ど
の
公
共
交
通

の
便
が
よ
い
ま
ち

防
災
・
防
犯
性
に
優
れ
た
安

心
・
安
全
な
ま
ち

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 310 224 226 226 49 0 376 207 399 4 12 12 2,045
年齢別 20歳代 13 11 10 17 7 0 27 9 19 1 1 0 115

30歳代 37 42 21 31 14 0 71 27 51 1 1 0 296
40歳代 72 55 24 45 6 0 79 44 78 1 2 1 407
50歳代 103 67 81 77 7 0 94 65 121 0 5 4 624
60歳代 82 47 83 51 13 0 100 57 125 1 3 6 568
70歳以上 2 1 5 3 2 0 4 3 3 0 0 1 24

6 中央 268 162 121 174 38 0 292 151 299 3 7 9 1,524
地域 湖北 6 7 16 4 0 0 9 14 12 0 1 1 70

湖南 9 13 28 11 5 0 18 12 20 0 1 1 118
中海沿岸 6 12 14 10 3 0 9 7 14 0 0 0 75
島根半島 4 8 14 14 2 0 25 7 25 0 2 1 102
松南 11 15 29 9 0 0 16 10 21 0 1 0 112

12 中心市街地 78 61 23 52 16 0 77 39 83 1 2 3 435

地区
中心市街地
周辺

190 101 98 122 22 0 215 112 216 2 5 6 1,089

湖北 6 7 16 4 0 0 9 14 12 0 1 1 70
玉湯 3 5 13 5 3 0 9 3 11 0 0 1 53
宍道 6 8 15 6 2 0 9 9 9 0 1 0 65

本庄・朝酌 4 7 6 7 3 0 6 2 9 0 0 0 44
八束 2 5 8 3 0 0 3 5 5 0 0 0 31
鹿島 1 3 8 6 0 0 15 3 13 0 0 0 49
島根 1 3 3 7 1 0 5 0 7 0 0 0 27
美保関 2 2 3 1 1 0 5 4 5 0 2 1 26
忌部 2 1 6 1 0 0 2 2 4 0 0 0 18
八雲 9 14 23 8 0 0 14 8 17 0 1 0 94
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8.1%

32.5%

2.6%

19.6%

1.5%

35.7%

狭くても良いから、公共公益施設等が立地す
る中心市街地に

多少狭くても、利便性の高い中心市街地の周
辺（市街化区域内）に

市街地から離れた幹線道路沿いなど利便性
の良いところ
（市街化調整区域）に
利便性は良くないが、自然環境が豊かなとこ
ろ
（市街化調整区域・都市計画区域外）に
その他

無回答または不明

（ｵ） 居住場所について 
 

 

【全 市】 
 

全市では、[市街地から離れた

幹線道路沿いなど利便性の良い

ところ（市街化調整区域）に]

が 35.7％で最も多く、次いで

[多少狭くても、利便性の高い中

心市街地の周辺（市街化区域

内）に]が 32.5％となっていま

す。 

年齢別では、30 代で郊外での

生活に関心が高い一方、70 代で

は市街地周辺の生活に関心が高

くなっています。 

地域別では、必ずしも利便性

の高い中心市街地を望んでいる

わけではなく、島根半島地域の

ように自然の豊かさを重視した

評価もなされています。 

【年齢別・地域別】 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

あなたが今後生活してみたいと思われる場所の条件は何ですか？ 

回答数 性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

狭
く
て
も
良
い
か
ら
、

公
共
公
益

施
設
等
が
立
地
す
る
中
心
市
街
地

に 多
少
狭
く
て
も
、

利
便
性
の
高
い

中
心
市
街
地
の
周
辺
（

市
街
化
区

域
内
）

に

市
街
地
か
ら
離
れ
た
幹
線
道
路
沿

い
な
ど
利
便
性
の
良
い
と
こ
ろ

（

市
街
化
調
整
区
域
）

に

利
便
性
は
良
く
な
い
が
、

自
然
環

境
が
豊
か
な
と
こ
ろ
（

市
街
化
調

整
区
域
・
都
市
計
画
区
域
外
）

に

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

狭
く
て
も
良
い
か
ら
、

公
共
公
益

施
設
等
が
立
地
す
る
中
心
市
街
地

に 多
少
狭
く
て
も
、

利
便
性
の
高
い

中
心
市
街
地
の
周
辺
（

市
街
化
区

域
内
）

に

市
街
地
か
ら
離
れ
た
幹
線
道
路
沿

い
な
ど
利
便
性
の
良
い
と
こ
ろ

（

市
街
化
調
整
区
域
）

に

利
便
性
は
良
く
な
い
が
、

自
然
環

境
が
豊
か
な
と
こ
ろ
（

市
街
化
調

整
区
域
・
都
市
計
画
区
域
外
）

に

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 90 361 397 218 29 17 1,112 8.1% 32.5% 35.7% 19.6% 2.6% 1.5%
年齢別 20歳代 3 21 22 13 2 1 62 4.8% 33.9% 35.5% 21.0% 3.2% 1.6%

30歳代 7 36 81 28 5 4 161 4.3% 22.4% 50.3% 17.4% 3.1% 2.5%
40歳代 22 72 82 34 5 0 215 10.2% 33.5% 38.1% 15.8% 2.3% 0.0%
50歳代 30 116 110 69 9 6 340 8.8% 34.1% 32.4% 20.3% 2.6% 1.8%
60歳代 27 109 99 67 7 5 314 8.6% 34.7% 31.5% 21.3% 2.2% 1.6%
70歳以上 1 6 2 4 0 1 14 7.1% 42.9% 14.3% 28.6% 0.0% 7.1%

6 中央 77 293 278 142 22 13 825 9.3% 35.5% 33.7% 17.2% 2.7% 1.6%
地域 湖北 2 9 21 7 0 0 39 5.1% 23.1% 53.8% 17.9% 0.0% 0.0%

湖南 6 15 26 15 2 0 64 9.4% 23.4% 40.6% 23.4% 3.1% 0.0%
中海沿岸 2 13 19 11 0 0 45 4.4% 28.9% 42.2% 24.4% 0.0% 0.0%
島根半島 0 12 20 19 2 1 54 0.0% 22.2% 37.0% 35.2% 3.7% 1.9%
松南 2 9 27 17 2 3 60 3.3% 15.0% 45.0% 28.3% 3.3% 5.0%

12 中心市街地 35 108 46 36 7 2 234 15.0% 46.2% 19.7% 15.4% 3.0% 0.9%

地区
中心市街地
周辺

42 185 232 106 15 11 591 7.1% 31.3% 39.3% 17.9% 2.5% 1.9%

湖北 2 9 21 7 0 0 39 5.1% 23.1% 53.8% 17.9% 0.0% 0.0%
玉湯 1 7 12 6 2 0 28 3.6% 25.0% 42.9% 21.4% 7.1% 0.0%
宍道 5 8 14 9 0 0 36 13.9% 22.2% 38.9% 25.0% 0.0% 0.0%

本庄・朝酌 2 8 13 3 0 0 26 7.7% 30.8% 50.0% 11.5% 0.0% 0.0%
八束 0 5 6 8 0 0 19 0.0% 26.3% 31.6% 42.1% 0.0% 0.0%
鹿島 0 4 11 10 0 1 26 0.0% 15.4% 42.3% 38.5% 0.0% 3.8%
島根 0 4 5 4 1 0 14 0.0% 28.6% 35.7% 28.6% 7.1% 0.0%
美保関 0 4 4 5 1 0 14 0.0% 28.6% 28.6% 35.7% 7.1% 0.0%
忌部 0 1 6 1 1 0 9 0.0% 11.1% 66.7% 11.1% 11.1% 0.0%
八雲 2 8 21 16 1 3 51 3.9% 15.7% 41.2% 31.4% 2.0% 5.9%
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（ｶ） 農地のあり方について 
 

 
 

全市では、[今ある農地を守った方がよい]が 38.9％で最も多く、次いで[農家の方の自主

性に任せた方がよい]が 33.6％となっており、農地の重要性を認識しつつも、農家の意向に

任せる意見が多くなっています。 
年齢別でも、ほぼ全市と同様の傾向を示しています。 
地域別には、中海沿岸地域が集落の周辺であれば開発を容認する割合が高くなっていま

す。 
一方、島根半島地域では、農業関連施設であっても開発を抑制する意向があるようです。 

【全 市】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

38.9%

33.6%

28.7%

23.8%

11.2%

1.7%

3.4%

3.1%

0.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

今ある農地を守った方がよい

農家の方の自主性に任せた方がよい

農業関連施設であれば農地を変えてもよい

市街地の隣接地や幹線道路沿道であれば農地を変えてもよい

農村・集落の隣地であれば農地を変えてもよい

農地は守らなくてよい

わからない

その他

無回答または不明

今後の農地のあり方について、どのようにお考えですか？２つ以内で回答 

回答数

内　訳

今
あ
る
農
地
を
守
っ

た
方
が
よ

い 農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
産
物
加

工
所
な
ど
農
業
関
連
施
設
で
あ

れ
ば
農
地
を
変
え
て
も
よ
い

農
村
・
集
落
の
隣
地
で
あ
れ
ば

農
地
を
変
え
て
も
よ
い

市
街
地
の
隣
接
地
や
幹
線
道
路

沿
道
で
あ
れ
ば
農
地
を
変
え
て

も
よ
い

農
家
の
方
の
自
主
性
に
任
せ
た

方
が
よ
い

農
地
は
守
ら
な
く
て
よ
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 433 319 125 265 374 19 38 35 8 1,616
年齢別 20歳代 23 15 0 7 30 0 3 3 0 81

30歳代 58 46 7 32 66 2 8 5 0 224
40歳代 65 69 23 59 64 5 9 6 1 301
50歳代 138 105 46 74 111 8 11 13 5 511
60歳代 141 79 48 91 93 4 6 8 2 472
70歳以上 4 5 1 2 8 0 0 0 0 20

6 中央 319 246 81 197 283 14 32 26 4 1,202
地域 湖北 14 8 7 10 11 1 0 2 0 53

湖南 28 16 9 19 23 1 0 1 1 98
中海沿岸 16 15 11 9 14 1 1 0 0 67
島根半島 20 10 7 12 17 1 2 2 2 73
松南 24 22 8 13 17 1 2 4 1 92

12 中心市街地 90 66 22 54 86 1 11 6 1 337

地区
中心市街地
周辺

229 180 59 143 197 13 21 20 3 865

湖北 14 8 7 10 11 1 0 2 0 53
玉湯 10 7 6 8 13 0 0 0 1 45
宍道 18 9 3 11 10 1 0 1 0 53

本庄・朝酌 8 9 8 6 8 1 0 0 0 40
八束 8 6 3 3 6 0 1 0 0 27
鹿島 8 5 3 6 10 1 2 0 1 36
島根 4 3 3 3 4 0 0 2 0 19
美保関 8 2 1 3 3 0 0 0 1 18
忌部 3 8 0 0 3 0 0 1 0 15
八雲 21 14 8 13 14 1 2 3 1 77
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全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

 

（ｷ） 農村地域に今後望まれること 
 

 

 

全市では、[道路や公園、排水施設など快適な生活環境の整備]が 28.5％で最も多く、次

いで［無秩序な開発を防ぐルールの強化］が 25.8％となっており、基本的な、整備と制度

が望まれています。要望の上位 2～4 位までは要望の度合いに差はなく、3 位、4 位は［農

村環境と調和した住宅地の整備］［住民主体で取り組むまちづくりや地域おこしの支援］

となっています。 
年齢別には、70 代で公共交通に対する要望が高くなっています。 
地域別には、島根半島地域で［住民主体で取り組むまちづくりや地域おこしの支援］の

要望が強く、地域の活性化が希求されています。 
【全 市】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

農村地域について、今後望まれることはどのようなことですか？２つ以内で回答

28.5%

25.8%

25.6%

25.5%

18.4%

16.6%

16.5%

4.5%

4.0%

1.8%

0.7%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30%

道路や公園、排水施設など快適な生活環境の整備

無秩序な開発を防ぐルールの強化

農村環境と調和した住宅地の整備

住民主体で取り組むまちづくりや地域おこしの支援

農家レストランや農作物直売所などの整備

農業関連の産業施設（農産物加工所など）の整備

バス・鉄道などの公共交通の充実

雇用機会拡大のための工業団地の整備

わからない

その他

無回答または不明

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

今
あ
る
農
地
を
守
っ

た
方
が
よ

い 農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
産
物
加

工
所
な
ど
農
業
関
連
施
設
で
あ

れ
ば
農
地
を
変
え
て
も
よ
い

農
村
・
集
落
の
隣
地
で
あ
れ
ば

農
地
を
変
え
て
も
よ
い

市
街
地
の
隣
接
地
や
幹
線
道
路

沿
道
で
あ
れ
ば
農
地
を
変
え
て

も
よ
い

農
家
の
方
の
自
主
性
に
任
せ
た

方
が
よ
い

農
地
は
守
ら
な
く
て
よ
い

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 38.9% 28.7% 11.2% 23.8% 33.6% 1.7% 3.4% 3.1% 0.7%
年齢別 20歳代 37.1% 24.2% 0.0% 11.3% 48.4% 0.0% 4.8% 4.8% 0.0%

30歳代 36.0% 28.6% 4.3% 19.9% 41.0% 1.2% 5.0% 3.1% 0.0%
40歳代 30.2% 32.1% 10.7% 27.4% 29.8% 2.3% 4.2% 2.8% 0.5%
50歳代 40.6% 30.9% 13.5% 21.8% 32.6% 2.4% 3.2% 3.8% 1.5%
60歳代 44.9% 25.2% 15.3% 29.0% 29.6% 1.3% 1.9% 2.5% 0.6%
70歳以上 28.6% 35.7% 7.1% 14.3% 57.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

6 中央 38.7% 29.8% 9.8% 23.9% 34.3% 1.7% 3.9% 3.2% 0.5%
地域 湖北 35.9% 20.5% 17.9% 25.6% 28.2% 2.6% 0.0% 5.1% 0.0%

湖南 43.8% 25.0% 14.1% 29.7% 35.9% 1.6% 0.0% 1.6% 1.6%
中海沿岸 35.6% 33.3% 24.4% 20.0% 31.1% 2.2% 2.2% 0.0% 0.0%
島根半島 37.0% 18.5% 13.0% 22.2% 31.5% 1.9% 3.7% 3.7% 3.7%
松南 40.0% 36.7% 13.3% 21.7% 28.3% 1.7% 3.3% 6.7% 1.7%

12 中心市街地 38.5% 28.2% 9.4% 23.1% 36.8% 0.4% 4.7% 2.6% 0.4%

地区
中心市街地
周辺

38.7% 30.5% 10.0% 24.2% 33.3% 2.2% 3.6% 3.4% 0.5%

湖北 35.9% 20.5% 17.9% 25.6% 28.2% 2.6% 0.0% 5.1% 0.0%
玉湯 35.7% 25.0% 21.4% 28.6% 46.4% 0.0% 0.0% 0.0% 3.6%
宍道 50.0% 25.0% 8.3% 30.6% 27.8% 2.8% 0.0% 2.8% 0.0%

本庄・朝酌 30.8% 34.6% 30.8% 23.1% 30.8% 3.8% 0.0% 0.0% 0.0%
八束 42.1% 31.6% 15.8% 15.8% 31.6% 0.0% 5.3% 0.0% 0.0%
鹿島 30.8% 19.2% 11.5% 23.1% 38.5% 3.8% 7.7% 0.0% 3.8%
島根 28.6% 21.4% 21.4% 21.4% 28.6% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0%
美保関 57.1% 14.3% 7.1% 21.4% 21.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1%
忌部 33.3% 88.9% 0.0% 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0%
八雲 41.2% 27.5% 15.7% 25.5% 27.5% 2.0% 3.9% 5.9% 2.0%
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【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

内　訳

道
路
や
公
園
、

排
水
施
設
な
ど

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

農
業
関
連
の
産
業
施
設
（

農
産

物
加
工
所
な
ど
）

の
整
備

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
作
物
直

売
所
な
ど
の
整
備

農
村
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地

の
整
備

雇
用
機
会
拡
大
の
た
め
の
工
業

団
地
の
整
備

バ
ス
・
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通

の
充
実

住
民
主
体
で
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
お
こ
し
の
支
援

無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ
ル
ー

ル

の
強
化

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 317 185 205 285 50 184 284 287 44 20 8 1,869
年齢別 20歳代 18 10 8 14 3 13 18 12 4 3 0 103

30歳代 54 24 27 37 11 30 40 28 7 4 1 263
40歳代 64 30 52 43 10 44 49 46 11 7 1 357
50歳代 83 58 77 94 11 54 79 102 12 3 5 578
60歳代 93 60 41 89 14 38 94 96 10 2 0 537
70歳以上 5 2 0 5 1 4 3 2 0 0 1 23

6 中央 231 148 168 196 34 129 201 222 36 17 5 1,387
地域 湖北 12 5 8 10 0 7 11 10 1 0 1 65

湖南 19 6 7 26 4 12 21 14 0 0 0 109
中海沿岸 16 5 5 14 4 7 10 9 3 0 0 73
島根半島 13 9 4 12 4 12 21 14 1 1 1 92
松南 22 8 12 19 2 13 15 11 1 1 1 105

12 中心市街地 47 44 55 44 9 38 58 80 10 7 0 392

地区
中心市街地
周辺

184 104 113 152 25 91 143 142 26 10 5 995

湖北 12 5 8 10 0 7 11 10 1 0 1 65
玉湯 9 3 3 13 2 3 10 6 0 0 0 49
宍道 10 3 4 13 2 9 11 8 0 0 0 60

本庄・朝酌 7 2 4 10 4 3 6 3 3 0 0 42
八束 9 3 1 4 0 4 4 6 0 0 0 31
鹿島 4 5 1 7 1 5 9 8 1 0 1 42
島根 5 2 3 4 2 2 6 2 0 1 0 27
美保関 4 2 0 1 1 5 6 4 0 0 0 23
忌部 3 2 1 4 0 1 2 3 0 0 0 16
八雲 19 6 11 15 2 12 13 8 1 1 1 89

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

道
路
や
公
園
、

排
水
施
設
な
ど

快
適
な
生
活
環
境
の
整
備

農
業
関
連
の
産
業
施
設
（

農
産

物
加
工
所
な
ど
）

の
整
備

農
家
レ
ス
ト
ラ
ン
や
農
作
物
直

売
所
な
ど
の
整
備

農
村
環
境
と
調
和
し
た
住
宅
地

の
整
備

雇
用
機
会
拡
大
の
た
め
の
工
業

団
地
の
整
備

バ
ス
・
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通

の
充
実

住
民
主
体
で
取
り
組
む
ま
ち
づ

く
り
や
地
域
お
こ
し
の
支
援

無
秩
序
な
開
発
を
防
ぐ
ル
ー

ル

の
強
化

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 28.5% 16.6% 18.4% 25.6% 4.5% 16.5% 25.5% 25.8% 4.0% 1.8% 0.7%
年齢別 20歳代 29.0% 16.1% 12.9% 22.6% 4.8% 21.0% 29.0% 19.4% 6.5% 4.8% 0.0%

30歳代 33.5% 14.9% 16.8% 23.0% 6.8% 18.6% 24.8% 17.4% 4.3% 2.5% 0.6%
40歳代 29.8% 14.0% 24.2% 20.0% 4.7% 20.5% 22.8% 21.4% 5.1% 3.3% 0.5%
50歳代 24.4% 17.1% 22.6% 27.6% 3.2% 15.9% 23.2% 30.0% 3.5% 0.9% 1.5%
60歳代 29.6% 19.1% 13.1% 28.3% 4.5% 12.1% 29.9% 30.6% 3.2% 0.6% 0.0%
70歳以上 35.7% 14.3% 0.0% 35.7% 7.1% 28.6% 21.4% 14.3% 0.0% 0.0% 7.1%

6 中央 28.0% 17.9% 20.4% 23.8% 4.1% 15.6% 24.4% 26.9% 4.4% 2.1% 0.6%
地域 湖北 30.8% 12.8% 20.5% 25.6% 0.0% 17.9% 28.2% 25.6% 2.6% 0.0% 2.6%

湖南 29.7% 9.4% 10.9% 40.6% 6.3% 18.8% 32.8% 21.9% 0.0% 0.0% 0.0%
中海沿岸 35.6% 11.1% 11.1% 31.1% 8.9% 15.6% 22.2% 20.0% 6.7% 0.0% 0.0%
島根半島 24.1% 16.7% 7.4% 22.2% 7.4% 22.2% 38.9% 25.9% 1.9% 1.9% 1.9%
松南 36.7% 13.3% 20.0% 31.7% 3.3% 21.7% 25.0% 18.3% 1.7% 1.7% 1.7%

12 中心市街地 20.1% 18.8% 23.5% 18.8% 3.8% 16.2% 24.8% 34.2% 4.3% 3.0% 0.0%

地区
中心市街地
周辺

31.1% 17.6% 19.1% 25.7% 4.2% 15.4% 24.2% 24.0% 4.4% 1.7% 0.8%

湖北 30.8% 12.8% 20.5% 25.6% 0.0% 17.9% 28.2% 25.6% 2.6% 0.0% 2.6%
玉湯 32.1% 10.7% 10.7% 46.4% 7.1% 10.7% 35.7% 21.4% 0.0% 0.0% 0.0%
宍道 27.8% 8.3% 11.1% 36.1% 5.6% 25.0% 30.6% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0%

本庄・朝酌 26.9% 7.7% 15.4% 38.5% 15.4% 11.5% 23.1% 11.5% 11.5% 0.0% 0.0%
八束 47.4% 15.8% 5.3% 21.1% 0.0% 21.1% 21.1% 31.6% 0.0% 0.0% 0.0%
鹿島 15.4% 19.2% 3.8% 26.9% 3.8% 19.2% 34.6% 30.8% 3.8% 0.0% 3.8%
島根 35.7% 14.3% 21.4% 28.6% 14.3% 14.3% 42.9% 14.3% 0.0% 7.1% 0.0%
美保関 28.6% 14.3% 0.0% 7.1% 7.1% 35.7% 42.9% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0%
忌部 33.3% 22.2% 11.1% 44.4% 0.0% 11.1% 22.2% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0%
八雲 37.3% 11.8% 21.6% 29.4% 3.9% 23.5% 25.5% 15.7% 2.0% 2.0% 2.0%
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（ｸ） 大規模商業施設のあり方 
 

 

 

 

【全 市】 

全市では、[郊外の幹線道路沿

いや工場跡地に、大規模商業施

設を立地させる]が 30.0％で最

も多く、次いで[今のままで良

い]が 24.8％となっています。

既存の跡地や利便性の高い場所

の開発が望まれています。 

年齢別には、20 代で現状維持

の意見が多いのが特徴的です。 

地域別には、湖北地域で現状

維持の傾向が強いですが、湖南

地域では中心市街地までの距離

が遠いためか、旧町村の役場や

商店街周辺への大規模商業施設

の立地が望まれています。 

 

【年齢別・地域別】全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

 

 

大型スーパーなどの「大規模商業施設」は郊外に多く立地していますが、これからの

大規模商業施設のあり方について、どのようにお考えですか？

24.8%

21.9%

2.2%

12.4%

3.1%

30.0%

5.5%
今のままで良い

旧松江市の中心市街地に大規模商業施設を
立地させる

旧町村の役場や商店街周辺に大規模商業
施設を立地させる

郊外の幹線道路沿いや工場跡地に、大規模
商業施設を立地させる

わからない

その他

無回答または不明

回答数 性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

今
の
ま
ま
で
良
い

市
の
中
心
で
あ
る
旧
松
江
市

の
中
心
市
街
地
に
大
規
模
商

業
施
設
を
立
地
さ
せ
る

旧
町
村
の
役
場
や
商
店
街
周

辺
に
大
規
模
商
業
施
設
を
立

地
さ
せ
る

郊
外
の
幹
線
道
路
沿
い
や
工

場
跡
地
に
、

大
規
模
商
業
施

設
を
立
地
さ
せ
る

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

今
の
ま
ま
で
良
い

市
の
中
心
で
あ
る
旧
松
江
市

の
中
心
市
街
地
に
大
規
模
商

業
施
設
を
立
地
さ
せ
る

旧
町
村
の
役
場
や
商
店
街
周

辺
に
大
規
模
商
業
施
設
を
立

地
さ
せ
る

郊
外
の
幹
線
道
路
沿
い
や
工

場
跡
地
に
、

大
規
模
商
業
施

設
を
立
地
さ
せ
る

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 276 243 138 334 61 35 25 1,112 24.8% 21.9% 12.4% 30.0% 5.5% 3.1% 2.2%
年齢別 20歳代 23 13 7 11 4 4 0 62 37.1% 21.0% 11.3% 17.7% 6.5% 6.5% 0.0%

30歳代 46 34 8 60 8 2 3 161 28.6% 21.1% 5.0% 37.3% 5.0% 1.2% 1.9%
40歳代 48 45 32 66 12 11 1 215 22.3% 20.9% 14.9% 30.7% 5.6% 5.1% 0.5%
50歳代 90 79 35 101 14 11 10 340 26.5% 23.2% 10.3% 29.7% 4.1% 3.2% 2.9%
60歳代 64 68 54 92 20 5 11 314 20.4% 21.7% 17.2% 29.3% 6.4% 1.6% 3.5%
70歳以上 4 2 1 4 2 1 0 14 28.6% 14.3% 7.1% 28.6% 14.3% 7.1% 0.0%

6 中央 195 203 86 253 41 28 19 825 23.6% 24.6% 10.4% 30.7% 5.0% 3.4% 2.3%
地域 湖北 14 10 1 9 2 2 1 39 35.9% 25.6% 2.6% 23.1% 5.1% 5.1% 2.6%

湖南 17 3 18 25 0 1 0 64 26.6% 4.7% 28.1% 39.1% 0.0% 1.6% 0.0%
中海沿岸 12 7 5 15 4 1 1 45 26.7% 15.6% 11.1% 33.3% 8.9% 2.2% 2.2%
島根半島 13 9 12 11 6 1 2 54 24.1% 16.7% 22.2% 20.4% 11.1% 1.9% 3.7%
松南 17 5 13 17 6 1 1 60 28.3% 8.3% 21.7% 28.3% 10.0% 1.7% 1.7%

12 中心市街地 50 91 22 51 8 9 3 234 21.4% 38.9% 9.4% 21.8% 3.4% 3.8% 1.3%

地区
中心市街地
周辺

145 112 64 202 33 19 16 591 24.5% 19.0% 10.8% 34.2% 5.6% 3.2% 2.7%

湖北 14 10 1 9 2 2 1 39 35.9% 25.6% 2.6% 23.1% 5.1% 5.1% 2.6%
玉湯 9 1 7 11 0 0 0 28 32.1% 3.6% 25.0% 39.3% 0.0% 0.0% 0.0%
宍道 8 2 11 14 0 1 0 36 22.2% 5.6% 30.6% 38.9% 0.0% 2.8% 0.0%

本庄・朝酌 8 5 1 10 1 1 0 26 30.8% 19.2% 3.8% 38.5% 3.8% 3.8% 0.0%
八束 4 2 4 5 3 0 1 19 21.1% 10.5% 21.1% 26.3% 15.8% 0.0% 5.3%
鹿島 6 6 3 6 3 0 2 26 23.1% 23.1% 11.5% 23.1% 11.5% 0.0% 7.7%
島根 4 2 6 1 1 0 0 14 28.6% 14.3% 42.9% 7.1% 7.1% 0.0% 0.0%
美保関 3 1 3 4 2 1 0 14 21.4% 7.1% 21.4% 28.6% 14.3% 7.1% 0.0%
忌部 2 1 1 4 1 0 0 9 22.2% 11.1% 11.1% 44.4% 11.1% 0.0% 0.0%
八雲 15 4 12 13 5 1 1 51 29.4% 7.8% 23.5% 25.5% 9.8% 2.0% 2.0%
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（ｹ） 商店街について 
 

 

 

全市では、[駐車場や駐輪場を増やし、利便性の向上を図る]が 46.9％で最も多く、次い

で[様々な業種の商店を集積させ、商店街を 1 つのショッピングセンターのようにする]が

38.0％となっており、全市的にモータリゼーションが普及しています。 
年齢別では、高齢者（60 代、70 代）に行動範囲の中で必要なものが揃えられる商店街が

望まれています。 
地域別では、ほぼ全市と同様な傾向となっています。 

 
【全 市】 

 

【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

中心市街地にある商店街について、どのようなことを望まれますか？２つ以内で回答

46.9%

38.0%

31.2%

30.9%

10.3%

9.0%

2.1%

2.3%

1.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

駐車場や駐輪場を増やし、利便性の向上を図る

様々な業種の商店を集積させ、商店街を1つの

　　　　　ショッピングセンターのようにする
高齢者に対応した品揃えやサービスに特化し、

　　　　　　憩いの場を設けた商店街にする

日常生活に必要な品物が揃う生活利便性の高い商店街にする

個別商店の高級化・専門店化を推進する

商業イベントの開催や消費者サービスなど販売促進対策を充実する

現状のままでよい

その他

無回答または不明

回答数

内　訳

日
常
生
活
に
必
要
な
品
物
が
揃

う
生
活
利
便
性
の
高
い
商
店
街

に
す
る

個
別
商
店
の
高
級
化
・
専
門
店

化
を
推
進
す
る

高
齢
者
に
対
応
し
た
品
揃
え
や

サ
ー

ビ
ス
に
特
化
し
、

憩
い
の

場
を
設
け
た
商
店
街
に
す
る

商
業
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
消
費

者
サ
ー

ビ
ス
な
ど
販
売
促
進
対

策
を
充
実
す
る

様
々
な
業
種
の
商
店
を
集
積
さ

せ
、

商
店
街
を
1
つ
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
に
す

る 駐
車
場
や
駐
輪
場
を
増
や
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 344 115 347 100 423 521 23 26 13 1,912
年齢別 20歳代 15 12 18 8 24 30 1 1 0 109

30歳代 46 21 36 18 53 73 4 6 3 260
40歳代 54 27 53 23 84 119 3 8 2 373
50歳代 108 35 110 26 138 161 6 7 3 594
60歳代 113 19 121 24 121 130 8 4 5 545
70歳以上 8 1 7 0 1 5 1 0 0 23

6 中央 256 87 258 74 323 388 13 22 9 1,430
地域 湖北 10 6 10 1 13 17 3 0 0 60

湖南 19 3 22 9 19 30 4 1 0 107
中海沿岸 13 4 14 2 18 23 1 0 0 75
島根半島 20 4 15 8 20 22 1 1 2 93
松南 21 7 17 4 21 32 1 2 2 107

12 中心市街地 76 31 66 15 95 108 2 9 2 404

地区
中心市街地
周辺

180 56 192 59 228 280 11 13 7 1,026

湖北 10 6 10 1 13 17 3 0 0 60
玉湯 11 0 11 4 7 14 2 1 0 50
宍道 8 3 11 5 12 16 2 0 0 57

本庄・朝酌 8 1 8 1 7 16 1 0 0 42
八束 5 3 6 1 11 7 0 0 0 33
鹿島 9 2 7 4 9 12 1 0 1 45
島根 7 1 4 4 5 3 0 1 0 25
美保関 4 1 4 0 6 7 0 0 1 23
忌部 3 1 2 0 2 7 1 0 0 16
八雲 18 6 15 4 19 25 0 2 2 91
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全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（ｺ） 工業地のあり方について 
 

 
 
 

【全 市】 

全市では、[現状のままで良

い]が 38.8％で最も多く、次い

で[新たに工業用地を整備し、工

業地の範囲を広げる]が 31.0％

となっています。 

年齢別では、高齢者の開発志

向が強くなっています。 

地域別では、湖南地域で開発

志向が強いことがわかります。 

 
 

全国的に工場の新設、増設が活発化していますが、本市における工業地のあり方に

ついて、どのようなことを望まれますか？ 

38.8%

31.0%

3.5%

13.6%

3.1%

10.0%

現状のままで良い

新たに工業用地を整備し、工業地の範囲を広
げる

工業地を減らし、住宅地や商業地への転換を
図る

わからない

その他

無回答または不明

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

日
常
生
活
に
必
要
な
品
物
が
揃

う
生
活
利
便
性
の
高
い
商
店
街

に
す
る

個
別
商
店
の
高
級
化
・
専
門
店

化
を
推
進
す
る

高
齢
者
に
対
応
し
た
品
揃
え
や

サ
ー

ビ
ス
に
特
化
し
、

憩
い
の

場
を
設
け
た
商
店
街
に
す
る

商
業
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
や
消
費

者
サ
ー

ビ
ス
な
ど
販
売
促
進
対

策
を
充
実
す
る

様
々
な
業
種
の
商
店
を
集
積
さ

せ
、

商
店
街
を
1
つ
の
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

の
よ
う
に
す

る 駐
車
場
や
駐
輪
場
を
増
や
し
、

利
便
性
の
向
上
を
図
る

現
状
の
ま
ま
で
よ
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 30.9% 10.3% 31.2% 9.0% 38.0% 46.9% 2.1% 2.3% 1.2%
年齢別 20歳代 24.2% 19.4% 29.0% 12.9% 38.7% 48.4% 1.6% 1.6% 0.0%

30歳代 28.6% 13.0% 22.4% 11.2% 32.9% 45.3% 2.5% 3.7% 1.9%
40歳代 25.1% 12.6% 24.7% 10.7% 39.1% 55.3% 1.4% 3.7% 0.9%
50歳代 31.8% 10.3% 32.4% 7.6% 40.6% 47.4% 1.8% 2.1% 0.9%
60歳代 36.0% 6.1% 38.5% 7.6% 38.5% 41.4% 2.5% 1.3% 1.6%
70歳以上 57.1% 7.1% 50.0% 0.0% 7.1% 35.7% 7.1% 0.0% 0.0%

6 中央地域 31.0% 10.5% 31.3% 9.0% 39.2% 47.0% 1.6% 2.7% 1.1%
地域 湖北地域 25.6% 15.4% 25.6% 2.6% 33.3% 43.6% 7.7% 0.0% 0.0%

湖南地域 29.7% 4.7% 34.4% 14.1% 29.7% 46.9% 6.3% 1.6% 0.0%
中海地域 28.9% 8.9% 31.1% 4.4% 40.0% 51.1% 2.2% 0.0% 0.0%
日本海
沿岸地域

37.0% 7.4% 27.8% 14.8% 37.0% 40.7% 1.9% 1.9% 3.7%

松南地域 35.0% 11.7% 28.3% 6.7% 35.0% 53.3% 1.7% 3.3% 3.3%
12 松江中央 32.5% 13.2% 28.2% 6.4% 40.6% 46.2% 0.9% 3.8% 0.9%
地区 松江周辺 30.5% 9.5% 32.5% 10.0% 38.6% 47.4% 1.9% 2.2% 1.2%

湖北 25.6% 15.4% 25.6% 2.6% 33.3% 43.6% 7.7% 0.0% 0.0%
本庄 30.8% 3.8% 30.8% 3.8% 26.9% 61.5% 3.8% 0.0% 0.0%
忌部 33.3% 11.1% 22.2% 0.0% 22.2% 77.8% 11.1% 0.0% 0.0%
鹿島 34.6% 7.7% 26.9% 15.4% 34.6% 46.2% 3.8% 0.0% 3.8%
島根 50.0% 7.1% 28.6% 28.6% 35.7% 21.4% 0.0% 7.1% 0.0%
美保関 28.6% 7.1% 28.6% 0.0% 42.9% 50.0% 0.0% 0.0% 7.1%
八雲 35.3% 11.8% 29.4% 7.8% 37.3% 49.0% 0.0% 3.9% 3.9%
玉湯 39.3% 0.0% 39.3% 14.3% 25.0% 50.0% 7.1% 3.6% 0.0%
宍道 22.2% 8.3% 30.6% 13.9% 33.3% 44.4% 5.6% 0.0% 0.0%
八束 26.3% 15.8% 31.6% 5.3% 57.9% 36.8% 0.0% 0.0% 0.0%
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【年齢別・地域別】 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

 

（ｻ） 工業地として相応しい場所 
 

 

 

 

 

【全 市】 

全市では、[旧松江市橋南地区

の市街地近郊]が 28.4％で最も

多く、次いで[宍道町]が 18.6％

となっています。 

年齢別では、概ね全市と同じ

傾向が見られます。 

地域別では、各地域の活性化

を意図し、自地域への企業誘致

を望んでいます。 

 

 

 
 
 
 

前問で「2.新たに工業用地を整備し、工業地の範囲を広げる」とお答えになられた方

にお聞きします。工業地として相応しいのはどのあたりであるとお考えですか？ 

11.9%

4.9%

18.6%

5.2%
0.9%3.5%

2.9%

28.4%

2.6% 5.2%1.2%

14.8%

旧松江市中心部

旧松江市橋北地区の市街地近郊

旧松江市橋南地区の市街地近郊

鹿島町

島根町

美保関町

八束町

八雲町

玉湯町

宍道町

その他

無回答または不明

回答数 性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

現
状
の
ま
ま
で
良
い

新
た
に
工
業
用
地
を
整
備

し
、

工
業
地
の
範
囲
を
広
げ

る 工
業
地
を
減
ら
し
、

住
宅
地

や
商
業
地
へ
の
転
換
を
図
る

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

現
状
の
ま
ま
で
良
い

新
た
に
工
業
用
地
を
整
備

し
、

工
業
地
の
範
囲
を
広
げ

る 工
業
地
を
減
ら
し
、

住
宅
地

や
商
業
地
へ
の
転
換
を
図
る

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 432 345 111 151 39 34 1,112 38.8% 31.0% 10.0% 13.6% 3.5% 3.1%
年齢別 20歳代 27 14 6 15 0 0 62 43.5% 22.6% 9.7% 24.2% 0.0% 0.0%

30歳代 75 40 19 20 5 2 161 46.6% 24.8% 11.8% 12.4% 3.1% 1.2%
40歳代 81 61 31 30 9 3 215 37.7% 28.4% 14.4% 14.0% 4.2% 1.4%
50歳代 123 116 29 44 12 16 340 36.2% 34.1% 8.5% 12.9% 3.5% 4.7%
60歳代 121 106 24 38 12 13 314 38.5% 33.8% 7.6% 12.1% 3.8% 4.1%
70歳以上 4 6 1 3 0 0 14 28.6% 42.9% 7.1% 21.4% 0.0% 0.0%

6 中央 338 234 86 112 30 25 825 41.0% 28.4% 10.4% 13.6% 3.6% 3.0%
地域 湖北 16 13 3 5 2 0 39 41.0% 33.3% 7.7% 12.8% 5.1% 0.0%

湖南 15 32 5 7 2 3 64 23.4% 50.0% 7.8% 10.9% 3.1% 4.7%
中海沿岸 13 17 7 5 1 2 45 28.9% 37.8% 15.6% 11.1% 2.2% 4.4%
島根半島 15 20 5 10 2 2 54 27.8% 37.0% 9.3% 18.5% 3.7% 3.7%
松南 27 20 3 8 1 1 60 45.0% 33.3% 5.0% 13.3% 1.7% 1.7%

12 中心市街地 106 49 25 37 10 7 234 45.3% 20.9% 10.7% 15.8% 4.3% 3.0%

地区
中心市街地
周辺

232 185 61 75 20 18 591 39.3% 31.3% 10.3% 12.7% 3.4% 3.0%

湖北 16 13 3 5 2 0 39 41.0% 33.3% 7.7% 12.8% 5.1% 0.0%
玉湯 9 11 2 3 2 1 28 32.1% 39.3% 7.1% 10.7% 7.1% 3.6%
宍道 6 21 3 4 0 2 36 16.7% 58.3% 8.3% 11.1% 0.0% 5.6%

本庄・朝酌 8 12 1 4 1 0 26 30.8% 46.2% 3.8% 15.4% 3.8% 0.0%
八束 5 5 6 1 0 2 19 26.3% 26.3% 31.6% 5.3% 0.0% 10.5%
鹿島 8 9 4 4 0 1 26 30.8% 34.6% 15.4% 15.4% 0.0% 3.8%
島根 4 5 0 4 1 0 14 28.6% 35.7% 0.0% 28.6% 7.1% 0.0%
美保関 3 6 1 2 1 1 14 21.4% 42.9% 7.1% 14.3% 7.1% 7.1%
忌部 4 4 0 1 0 0 9 44.4% 44.4% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%
八雲 23 16 3 7 1 1 51 45.1% 31.4% 5.9% 13.7% 2.0% 2.0%



資料編第３ 市民の意向 
 

62 

【年齢別・地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

回答数

内　訳

旧
松
江
市
中
心
部

旧
松
江
市
橋
北
地
区
の
市
街

地
近
郊

旧
松
江
市
橋
南
地
区
の
市
街

地
近
郊

鹿
島
町

島
根
町

美
保
関
町

八
束
町

八
雲
町

玉
湯
町

宍
道
町

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 3 51 98 18 4 9 10 41 17 64 18 12 345
年齢別 20歳代 0 3 2 1 1 1 0 2 1 1 2 0 14

30歳代 1 5 12 2 0 0 0 5 1 7 6 1 40
40歳代 0 4 20 5 0 1 0 9 5 12 4 1 61
50歳代 0 18 33 2 2 4 5 10 6 26 3 7 116
60歳代 1 20 31 8 1 3 5 15 3 15 3 1 106
70歳以上 1 0 0 0 0 0 0 0 1 2 0 2 6

6 中央 3 30 73 12 3 4 6 30 13 40 13 7 234
地域 湖北 0 6 3 0 0 0 0 2 0 0 2 0 13

湖南 0 1 6 0 0 0 0 1 3 18 1 2 32
中海沿岸 0 8 2 1 0 1 2 0 0 1 0 2 17
島根半島 0 5 2 5 1 3 1 0 0 2 1 0 20
松南 0 0 11 0 0 0 0 6 0 1 1 1 20

12 中心市街地 0 8 12 5 1 0 2 4 3 8 3 3 49

地区
中心市街地
周辺

3 22 61 7 2 4 4 26 10 32 10 4 185

湖北 0 6 3 0 0 0 0 2 0 0 2 0 13
玉湯 0 1 4 0 0 0 0 0 2 2 1 1 11
宍道 0 0 2 0 0 0 0 1 1 16 0 1 21

本庄・朝酌 0 7 2 0 0 1 1 0 0 0 0 1 12
八束 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 5
鹿島 0 1 1 5 0 0 1 0 0 1 0 0 9
島根 0 2 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 5
美保関 0 2 0 0 0 3 0 0 0 1 0 0 6
忌部 0 0 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 4
八雲 0 0 8 0 0 0 0 5 0 1 1 1 16

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

旧
松
江
市
中
心
部

旧
松
江
市
橋
北
地
区
の
市
街
地

近
郊

旧
松
江
市
橋
南
地
区
の
市
街
地

近
郊

鹿
島
町

島
根
町

美
保
関
町

八
束
町

八
雲
町

玉
湯
町

宍
道
町

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 0.9% 14.8% 28.4% 5.2% 1.2% 2.6% 2.9% 11.9% 4.9% 18.6% 5.2% 3.5%
年齢別 20歳代 0.0% 21.4% 14.3% 7.1% 7.1% 7.1% 0.0% 14.3% 7.1% 7.1% 14.3% 0.0%

30歳代 2.5% 12.5% 30.0% 5.0% 0.0% 0.0% 0.0% 12.5% 2.5% 17.5% 15.0% 2.5%
40歳代 0.0% 6.6% 32.8% 8.2% 0.0% 1.6% 0.0% 14.8% 8.2% 19.7% 6.6% 1.6%
50歳代 0.0% 15.5% 28.4% 1.7% 1.7% 3.4% 4.3% 8.6% 5.2% 22.4% 2.6% 6.0%
60歳代 0.9% 18.9% 29.2% 7.5% 0.9% 2.8% 4.7% 14.2% 2.8% 14.2% 2.8% 0.9%
70歳以上 16.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 33.3% 0.0% 33.3%
年齢不明 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0%

6 中央 1.3% 12.8% 31.2% 5.1% 1.3% 1.7% 2.6% 12.8% 5.6% 17.1% 5.6% 3.0%
地域 湖北 0.0% 46.2% 23.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0%

湖南 0.0% 3.1% 18.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.1% 9.4% 56.3% 3.1% 6.3%
中海沿岸 0.0% 47.1% 11.8% 5.9% 0.0% 5.9% 11.8% 0.0% 0.0% 5.9% 0.0% 11.8%
島根半島 0.0% 25.0% 10.0% 25.0% 5.0% 15.0% 5.0% 0.0% 0.0% 10.0% 5.0% 0.0%
松南 0.0% 0.0% 55.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 30.0% 0.0% 5.0% 5.0% 5.0%

12 中心市街地 0.0% 16.3% 24.5% 10.2% 2.0% 0.0% 4.1% 8.2% 6.1% 16.3% 6.1% 6.1%

地区
中心市街地
周辺

1.6% 11.9% 33.0% 3.8% 1.1% 2.2% 2.2% 14.1% 5.4% 17.3% 5.4% 2.2%

湖北 0.0% 46.2% 23.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0% 0.0% 15.4% 0.0%
玉湯 0.0% 9.1% 36.4% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 18.2% 18.2% 9.1% 9.1%
宍道 0.0% 0.0% 9.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 4.8% 4.8% 76.2% 0.0% 4.8%

本庄・朝酌 0.0% 58.3% 16.7% 0.0% 0.0% 8.3% 8.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 8.3%
八束 0.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0% 20.0%
鹿島 0.0% 11.1% 11.1% 55.6% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%
島根 0.0% 40.0% 20.0% 0.0% 20.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 20.0% 0.0%
美保関 0.0% 33.3% 0.0% 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 16.7% 0.0% 0.0%
忌部 0.0% 0.0% 75.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 25.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
八雲 0.0% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 31.3% 0.0% 6.3% 6.3% 6.3%
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イ  「都市施設整備のあり方」について 

（ｱ） 道路や交通について 
 

 

 

 

【全 市】 

全市的には、[広域的

な幹線道路の整備（国道、

県道）]が 27.2％で最も

多く、次いで[地域間を

つなぐ道路網の整備（市

道）]が 15.1％となって

います。 

年齢別では概ね全市

と同様な傾向となって

います。 

地域別では、湖北、島

根半島の両地域で地域

間の連絡道路の整備が

望まれています。 

 

【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

道路整備や交通のあり方について、それぞれどのように思われますか？ 

・松江市に必要なのは 

27.2%

11.3%

6.5%
1.8% 3.1%

15.1%

6.6%

10.9%

4.3%

13.2%

広域的な幹線道路の整備（国道、県道）

地域間をつなぐ道路網の整備（市道）

狭い道路の多い地区の道路整備（生活道路）

歩行者や自転車の安全な通行のための道路整備（歩道の設置等）

街路樹の植栽、カラー舗装など都市景観のための道路整備

自動車利用を減少させるパークアンドライド等の推進

まちなかの駐車場整備

バス・鉄道などの公共交通の充実

その他

無回答または不明

回答数

内　訳

広
域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備

（

国
道
、

県
道
）

地
域
間
を
つ
な
ぐ
道
路
網
の
整

備
（

市
道
）

狭
い
道
路
の
多
い
地
区
の
道
路

整
備
（

生
活
道
路
）

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
な
通

行
の
た
め
の
道
路
整
備
（

歩
道

の
設
置
等
）

街
路
樹
の
植
栽
、

カ
ラ
ー

舗
装

な
ど
都
市
景
観
の
た
め
の
道
路

整
備

自
動
車
利
用
を
減
少
さ
せ
る

パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
の
推

進 ま
ち
な
か
の
駐
車
場
整
備

バ
ス
・
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通

の
充
実

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 303 168 147 121 73 48 126 72 20 34 1,112
年齢別 20歳代 15 5 8 9 2 4 10 8 1 0 62

30歳代 52 17 23 14 14 11 10 10 5 5 161
40歳代 70 31 25 18 14 8 17 24 5 3 215
50歳代 91 50 45 39 31 10 49 13 4 8 340
60歳代 72 58 42 39 11 15 40 15 5 17 314
70歳以上 3 5 1 2 1 0 0 1 0 1 14

6 中央 233 117 106 93 59 35 85 64 15 18 825
地域 湖北 12 10 6 3 2 2 2 0 0 2 39

湖南 17 9 4 8 2 3 15 3 1 2 64
中海沿岸 9 8 9 4 3 2 5 2 1 2 45
島根半島 14 14 4 3 1 4 6 1 1 6 54
松南 14 7 9 8 5 2 9 1 1 4 60

12 中心市街地 68 29 25 27 20 11 23 17 8 6 234

地区
中心市街地
周辺

165 88 81 66 39 24 62 47 7 12 591

湖北 12 10 6 3 2 2 2 0 0 2 39
玉湯 5 4 2 3 2 2 8 1 1 0 28
宍道 12 5 2 5 0 1 7 2 0 2 36

本庄・朝酌 5 4 6 3 2 0 4 1 0 1 26
八束 4 4 3 1 1 2 1 1 1 1 19
鹿島 8 8 3 1 0 1 3 1 0 1 26
島根 2 4 0 1 0 1 2 0 1 3 14
美保関 4 2 1 1 1 2 1 0 0 2 14
忌部 2 2 1 1 0 0 2 0 1 0 9
八雲 12 5 8 7 5 2 7 1 0 4 51
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全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

 
 

 

 

 

 

 

【全 市】 

全市では、[歩行者や

自転車の安全な通行の

ための道路整備（歩道の

設置等）]が 31.7％で最

も多く、次いで[狭い道

路の多い地区の道路整

備（生活道路）]が 22.6％

となっています。 

年齢別には概ね全市

と同じ傾向となってい

ます。 

地域別には、湖北と松南の両地域で地域間をつなぐ道路を要望しています。これらの地

域は、合併前から中心市街地との結びつきが強く、合併後も同様の生活様式が継続してい

る結果と考えられます。 

道路整備や交通のあり方について、それぞれどのように思われますか？ 

・あなたのお住まいの地域に必要なのは 

2.9%

2.2%

16.9%

2.3%
4.7%

22.6%

2.3%

31.7%

4.7%

9.6%
広域的な幹線道路の整備（国道、県道）

地域間をつなぐ道路網の整備（市道）

狭い道路の多い地区の道路整備（生活道路）

歩行者や自転車の安全な通行のための道路整備（歩道の設置等）

街路樹の植栽、カラー舗装など都市景観のための道路整備

自動車利用を減少させるパークアンドライド等の推進

まちなかの駐車場整備

バス・鉄道などの公共交通の充実

その他

無回答または不明

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

広
域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備

（

国
道
、

県
道
）

地
域
間
を
つ
な
ぐ
道
路
網
の
整

備
（

市
道
）

狭
い
道
路
の
多
い
地
区
の
道
路

整
備
（

生
活
道
路
）

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
な
通

行
の
た
め
の
道
路
整
備
（

歩
道

の
設
置
等
）

街
路
樹
の
植
栽
、

カ
ラ
ー

舗
装

な
ど
都
市
景
観
の
た
め
の
道
路

整
備

自
動
車
利
用
を
減
少
さ
せ
る

パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
の
推

進 ま
ち
な
か
の
駐
車
場
整
備

バ
ス
・
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通

の
充
実

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 27.2% 15.1% 13.2% 10.9% 6.6% 4.3% 11.3% 6.5% 1.8% 3.1%
年齢別 20歳代 24.2% 8.1% 12.9% 14.5% 3.2% 6.5% 16.1% 12.9% 1.6% 0.0%

30歳代 32.3% 10.6% 14.3% 8.7% 8.7% 6.8% 6.2% 6.2% 3.1% 3.1%
40歳代 32.6% 14.4% 11.6% 8.4% 6.5% 3.7% 7.9% 11.2% 2.3% 1.4%
50歳代 26.8% 14.7% 13.2% 11.5% 9.1% 2.9% 14.4% 3.8% 1.2% 2.4%
60歳代 22.9% 18.5% 13.4% 12.4% 3.5% 4.8% 12.7% 4.8% 1.6% 5.4%
70歳以上 21.4% 35.7% 7.1% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 7.1%

6 中央 28.2% 14.2% 12.8% 11.3% 7.2% 4.2% 10.3% 7.8% 1.8% 2.2%
地域 湖北 30.8% 25.6% 15.4% 7.7% 5.1% 5.1% 5.1% 0.0% 0.0% 5.1%

湖南 26.6% 14.1% 6.3% 12.5% 3.1% 4.7% 23.4% 4.7% 1.6% 3.1%
中海沿岸 20.0% 17.8% 20.0% 8.9% 6.7% 4.4% 11.1% 4.4% 2.2% 4.4%
島根半島 25.9% 25.9% 7.4% 5.6% 1.9% 7.4% 11.1% 1.9% 1.9% 11.1%
松南 23.3% 11.7% 15.0% 13.3% 8.3% 3.3% 15.0% 1.7% 1.7% 6.7%

12 中心市街地 29.1% 12.4% 10.7% 11.5% 8.5% 4.7% 9.8% 7.3% 3.4% 2.6%

地区
中心市街地
周辺

27.9% 14.9% 13.7% 11.2% 6.6% 4.1% 10.5% 8.0% 1.2% 2.0%

湖北 30.8% 25.6% 15.4% 7.7% 5.1% 5.1% 5.1% 0.0% 0.0% 5.1%
玉湯 17.9% 14.3% 7.1% 10.7% 7.1% 7.1% 28.6% 3.6% 3.6% 0.0%
宍道 33.3% 13.9% 5.6% 13.9% 0.0% 2.8% 19.4% 5.6% 0.0% 5.6%

本庄・朝酌 19.2% 15.4% 23.1% 11.5% 7.7% 0.0% 15.4% 3.8% 0.0% 3.8%
八束 21.1% 21.1% 15.8% 5.3% 5.3% 10.5% 5.3% 5.3% 5.3% 5.3%
鹿島 30.8% 30.8% 11.5% 3.8% 0.0% 3.8% 11.5% 3.8% 0.0% 3.8%
島根 14.3% 28.6% 0.0% 7.1% 0.0% 7.1% 14.3% 0.0% 7.1% 21.4%
美保関 28.6% 14.3% 7.1% 7.1% 7.1% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 14.3%
忌部 22.2% 22.2% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 22.2% 0.0% 11.1% 0.0%
八雲 23.5% 9.8% 15.7% 13.7% 9.8% 3.9% 13.7% 2.0% 0.0% 7.8%
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【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

回答数

内　訳

広
域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備

（

国
道
、

県
道
）

地
域
間
を
つ
な
ぐ
道
路
網
の
整

備
（

市
道
）

狭
い
道
路
の
多
い
地
区
の
道
路

整
備
（

生
活
道
路
）

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
な
通

行
の
た
め
の
道
路
整
備
（

歩
道

の
設
置
等
）

街
路
樹
の
植
栽
、

カ
ラ
ー

舗
装

な
ど
都
市
景
観
の
た
め
の
道
路

整
備

自
動
車
利
用
を
減
少
さ
せ
る

パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
の
推

進 ま
ち
な
か
の
駐
車
場
整
備

バ
ス
・
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通

の
充
実

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 32 107 251 353 52 26 25 188 26 52 1,112
年齢別 20歳代 1 10 10 17 3 4 1 12 2 2 62

30歳代 3 7 39 55 7 4 5 32 4 5 161
40歳代 8 16 51 76 11 4 4 36 5 4 215
50歳代 5 44 81 106 18 5 7 50 10 14 340
60歳代 13 28 68 88 13 9 8 56 5 26 314
70歳以上 2 2 2 7 0 0 0 0 0 1 14

6 中央 21 55 188 286 41 24 25 131 20 34 825
地域 湖北 0 12 6 5 2 0 0 12 0 2 39

湖南 1 10 16 18 1 1 0 15 0 2 64
中海沿岸 3 5 11 11 2 0 0 9 2 2 45
島根半島 5 10 14 12 1 0 0 6 0 6 54
松南 2 13 12 13 1 0 0 11 3 5 60

12 中心市街地 7 12 56 78 20 10 11 25 3 12 234

地区
中心市街地
周辺

14 43 132 208 21 14 14 106 17 22 591

湖北 0 12 6 5 2 0 0 12 0 2 39
玉湯 1 5 7 8 1 0 0 6 0 0 28
宍道 0 5 9 10 0 1 0 9 0 2 36

本庄・朝酌 2 5 6 9 1 0 0 1 1 1 26
八束 1 0 5 2 1 0 0 8 1 1 19
鹿島 2 6 7 7 0 0 0 3 0 1 26
島根 0 2 4 2 1 0 0 2 0 3 14
美保関 3 2 3 3 0 0 0 1 0 2 14
忌部 0 2 1 4 0 0 0 1 1 0 9
八雲 2 11 11 9 1 0 0 10 2 5 51

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

広
域
的
な
幹
線
道
路
の
整
備

（

国
道
、

県
道
）

地
域
間
を
つ
な
ぐ
道
路
網
の
整

備
（

市
道
）

狭
い
道
路
の
多
い
地
区
の
道
路

整
備
（

生
活
道
路
）

歩
行
者
や
自
転
車
の
安
全
な
通

行
の
た
め
の
道
路
整
備
（

歩
道

の
設
置
等
）

街
路
樹
の
植
栽
、

カ
ラ
ー

舗
装

な
ど
都
市
景
観
の
た
め
の
道
路

整
備

自
動
車
利
用
を
減
少
さ
せ
る

パ
ー

ク
ア
ン
ド
ラ
イ
ド
等
の
推

進 ま
ち
な
か
の
駐
車
場
整
備

バ
ス
・
鉄
道
な
ど
の
公
共
交
通

の
充
実

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 2.9% 9.6% 22.6% 31.7% 4.7% 2.3% 2.2% 16.9% 2.3% 4.7%
年齢別 20歳代 1.6% 16.1% 16.1% 27.4% 4.8% 6.5% 1.6% 19.4% 3.2% 3.2%

30歳代 1.9% 4.3% 24.2% 34.2% 4.3% 2.5% 3.1% 19.9% 2.5% 3.1%
40歳代 3.7% 7.4% 23.7% 35.3% 5.1% 1.9% 1.9% 16.7% 2.3% 1.9%
50歳代 1.5% 12.9% 23.8% 31.2% 5.3% 1.5% 2.1% 14.7% 2.9% 4.1%
60歳代 4.1% 8.9% 21.7% 28.0% 4.1% 2.9% 2.5% 17.8% 1.6% 8.3%
70歳以上 14.3% 14.3% 14.3% 50.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1%

6 中央 2.5% 6.7% 22.8% 34.7% 5.0% 2.9% 3.0% 15.9% 2.4% 4.1%
地域 湖北 0.0% 30.8% 15.4% 12.8% 5.1% 0.0% 0.0% 30.8% 0.0% 5.1%

湖南 1.6% 15.6% 25.0% 28.1% 1.6% 1.6% 0.0% 23.4% 0.0% 3.1%
中海沿岸 6.7% 11.1% 24.4% 24.4% 4.4% 0.0% 0.0% 20.0% 4.4% 4.4%
島根半島 9.3% 18.5% 25.9% 22.2% 1.9% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1%
松南 3.3% 21.7% 20.0% 21.7% 1.7% 0.0% 0.0% 18.3% 5.0% 8.3%

12 中心市街地 3.0% 5.1% 23.9% 33.3% 8.5% 4.3% 4.7% 10.7% 1.3% 5.1%

地区
中心市街地
周辺

2.4% 7.3% 22.3% 35.2% 3.6% 2.4% 2.4% 17.9% 2.9% 3.7%

湖北 0.0% 30.8% 15.4% 12.8% 5.1% 0.0% 0.0% 30.8% 0.0% 5.1%
玉湯 3.6% 17.9% 25.0% 28.6% 3.6% 0.0% 0.0% 21.4% 0.0% 0.0%
宍道 0.0% 13.9% 25.0% 27.8% 0.0% 2.8% 0.0% 25.0% 0.0% 5.6%

本庄・朝酌 7.7% 19.2% 23.1% 34.6% 3.8% 0.0% 0.0% 3.8% 3.8% 3.8%
八束 5.3% 0.0% 26.3% 10.5% 5.3% 0.0% 0.0% 42.1% 5.3% 5.3%
鹿島 7.7% 23.1% 26.9% 26.9% 0.0% 0.0% 0.0% 11.5% 0.0% 3.8%
島根 0.0% 14.3% 28.6% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 14.3% 0.0% 21.4%
美保関 21.4% 14.3% 21.4% 21.4% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 14.3%
忌部 0.0% 22.2% 11.1% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 11.1% 0.0%
八雲 3.9% 21.6% 21.6% 17.6% 2.0% 0.0% 0.0% 19.6% 3.9% 9.8%
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（ｲ） 公園や緑地について 
 

 
 
 
 

【全 市】 

全市では、[日常の

憩いのための身近な

広場や公園の整備]

が 21.9％で最も多

く、次いで[山林や海

岸などの自然を生か

した公園の整備]が

17.4％となっていま

す。3 位に［スポー

ツ施設などがある大

きな公園の整備］と

なっており、市民は活動的なものよりも閑静で心が和らぐ公園や緑地を望んでいます。 

年齢別、地域別とも全市と同様な傾向となっています。 

 
【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

公園・緑地などの整備について、それぞれどのように思われますか？ 

・松江市に必要なのは 

21.9%

6.1%

4.8%
2.2% 4.0%

12.1%

10.6%

11.2%

9.9%

17.4%

日常の憩いのための身近な広場や公園の整備

スポーツ施設などがある大きな公園の整備

山林や海岸などの自然を活かした公園の整備

都市防災の避難地となる大きな公園の整備

動物園や植物園等のある公園の整備

ジョギングや散歩が楽しめる緑道などの整備

ベンチ・植裁等を施した街角に点在する小さな広場（ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ等）の整備

特になし

その他

無回答または不明

回答数

内　訳

日
常
の
憩
い
の
た
め
の
身
近
な

広
場
や
公
園
の
整
備

ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
が
あ
る
大

き
な
公
園
の
整
備

山
林
や
海
岸
な
ど
の
自
然
を
活

か
し
た
公
園
の
整
備

都
市
防
災
の
避
難
地
と
な
る
大

き
な
公
園
の
整
備

動
物
園
や
植
物
園
等
の
あ
る
公

園
の
整
備

ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
散
歩
が
楽
し
め

る
緑
道
な
ど
の
整
備

ベ
ン
チ
・
植
裁
等
を
施
し
た
街

角
に
点
在
す
る
小
さ
な
広
場

（

ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー

ク
等
）

の
整

備 特
に
な
し

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 243 134 193 124 118 110 68 53 25 44 1,112
年齢別 20歳代 11 9 9 5 9 6 5 5 2 1 62

30歳代 32 15 29 14 31 16 9 5 5 5 161
40歳代 37 37 38 12 29 33 6 11 9 3 215
50歳代 89 38 57 49 21 30 24 18 4 10 340
60歳代 70 33 54 41 27 23 24 14 5 23 314
70歳以上 3 2 4 2 1 0 0 0 0 2 14

6 中央 176 100 147 89 92 86 49 36 22 28 825
地域 湖北 8 3 9 3 5 5 3 2 0 1 39

湖南 17 4 11 12 5 1 5 6 1 2 64
中海沿岸 11 5 9 6 3 2 3 4 0 2 45
島根半島 15 7 4 4 4 7 2 2 2 7 54
松南 10 12 7 7 7 6 4 3 0 4 60

12 中心市街地 51 30 28 28 22 27 12 20 5 11 234

地区
中心市街地
周辺

125 70 119 61 70 59 37 16 17 17 591

湖北 8 3 9 3 5 5 3 2 0 1 39
玉湯 8 2 6 5 1 0 3 2 1 0 28
宍道 9 2 5 7 4 1 2 4 0 2 36

本庄・朝酌 4 5 6 4 2 1 1 2 0 1 26
八束 7 0 3 2 1 1 2 2 0 1 19
鹿島 8 4 3 0 3 2 1 2 1 2 26
島根 5 1 0 2 0 1 1 0 1 3 14
美保関 2 2 1 2 1 4 0 0 0 2 14
忌部 1 2 2 2 0 1 0 1 0 0 9
八雲 9 10 5 5 7 5 4 2 0 4 51
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全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

 
 

 

 

 

【全 市】 

全市では、[日常の

憩いのための身近な

広場や公園の整備]

が 26.4％で最も多

く、次いで[ジョギン

グや散歩が楽しめる

緑道などの整備]が

24.1％となっており、

近年の健康志向を反

映した結果となって

います。 

年齢別には、各年代とも概ね全市と同様の傾向を示しています。 

地域別には、中心市街地から離れた中海沿岸、島根半島、松南の各地域で地域の自然を

生かした公園整備を望んでいます。 
 
 

公園・緑地などの整備について、それぞれどのように思われますか？ 

・あなたのお住まいの地域に必要なのは 

26.4%

12.6%

12.1%

2.4% 4.0%

6.8%

24.1%
5.8%

2.0%

3.8%

日常の憩いのための身近な広場や公園の整備

スポーツ施設などがある大きな公園の整備

山林や海岸などの自然を活かした公園の整備

都市防災の避難地となる大きな公園の整備

動物園や植物園等のある公園の整備

ジョギングや散歩が楽しめる緑道などの整備

ベンチ・植裁等を施した街角に点在する小さな広場（ﾎﾟｹｯﾄﾊﾟｰｸ等）の整備

特になし

その他

無回答または不明

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

日
常
の
憩
い
の
た
め
の
身
近
な

広
場
や
公
園
の
整
備

ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
が
あ
る
大

き
な
公
園
の
整
備

山
林
や
海
岸
な
ど
の
自
然
を
活

か
し
た
公
園
の
整
備

都
市
防
災
の
避
難
地
と
な
る
大

き
な
公
園
の
整
備

動
物
園
や
植
物
園
等
の
あ
る
公

園
の
整
備

ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
散
歩
が
楽
し
め

る
緑
道
な
ど
の
整
備

ベ
ン
チ
・
植
裁
等
を
施
し
た
街

角
に
点
在
す
る
小
さ
な
広
場

（

ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー

ク
等
）

の
整

備 特
に
な
し

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 21.9% 12.1% 17.4% 11.2% 10.6% 9.9% 6.1% 4.8% 2.2% 4.0%
年齢別 20歳代 17.7% 14.5% 14.5% 8.1% 14.5% 9.7% 8.1% 8.1% 3.2% 1.6%

30歳代 19.9% 9.3% 18.0% 8.7% 19.3% 9.9% 5.6% 3.1% 3.1% 3.1%
40歳代 17.2% 17.2% 17.7% 5.6% 13.5% 15.3% 2.8% 5.1% 4.2% 1.4%
50歳代 26.2% 11.2% 16.8% 14.4% 6.2% 8.8% 7.1% 5.3% 1.2% 2.9%
60歳代 22.3% 10.5% 17.2% 13.1% 8.6% 7.3% 7.6% 4.5% 1.6% 7.3%
70歳以上 21.4% 14.3% 28.6% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3%

6 中央 21.3% 12.1% 17.8% 10.8% 11.2% 10.4% 5.9% 4.4% 2.7% 3.4%
地域 湖北 20.5% 7.7% 23.1% 7.7% 12.8% 12.8% 7.7% 5.1% 0.0% 2.6%

湖南 26.6% 6.3% 17.2% 18.8% 7.8% 1.6% 7.8% 9.4% 1.6% 3.1%
中海沿岸 24.4% 11.1% 20.0% 13.3% 6.7% 4.4% 6.7% 8.9% 0.0% 4.4%
島根半島 27.8% 13.0% 7.4% 7.4% 7.4% 13.0% 3.7% 3.7% 3.7% 13.0%
松南 16.7% 20.0% 11.7% 11.7% 11.7% 10.0% 6.7% 5.0% 0.0% 6.7%

12 中心市街地 21.8% 12.8% 12.0% 12.0% 9.4% 11.5% 5.1% 8.5% 2.1% 4.7%

地区
中心市街地
周辺

21.2% 11.8% 20.1% 10.3% 11.8% 10.0% 6.3% 2.7% 2.9% 2.9%

湖北 20.5% 7.7% 23.1% 7.7% 12.8% 12.8% 7.7% 5.1% 0.0% 2.6%
玉湯 28.6% 7.1% 21.4% 17.9% 3.6% 0.0% 10.7% 7.1% 3.6% 0.0%
宍道 25.0% 5.6% 13.9% 19.4% 11.1% 2.8% 5.6% 11.1% 0.0% 5.6%

本庄・朝酌 15.4% 19.2% 23.1% 15.4% 7.7% 3.8% 3.8% 7.7% 0.0% 3.8%
八束 36.8% 0.0% 15.8% 10.5% 5.3% 5.3% 10.5% 10.5% 0.0% 5.3%
鹿島 30.8% 15.4% 11.5% 0.0% 11.5% 7.7% 3.8% 7.7% 3.8% 7.7%
島根 35.7% 7.1% 0.0% 14.3% 0.0% 7.1% 7.1% 0.0% 7.1% 21.4%
美保関 14.3% 14.3% 7.1% 14.3% 7.1% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 14.3%
忌部 11.1% 22.2% 22.2% 22.2% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%
八雲 17.6% 19.6% 9.8% 9.8% 13.7% 9.8% 7.8% 3.9% 0.0% 7.8%
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【年齢別・地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

回答数

内　訳

日
常
の
憩
い
の
た
め
の
身
近
な

広
場
や
公
園
の
整
備

ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
が
あ
る
大

き
な
公
園
の
整
備

山
林
や
海
岸
な
ど
の
自
然
を
活

か
し
た
公
園
の
整
備

都
市
防
災
の
避
難
地
と
な
る
大

き
な
公
園
の
整
備

動
物
園
や
植
物
園
等
の
あ
る
公

園
の
整
備

ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
散
歩
が
楽
し
め

る
緑
道
な
ど
の
整
備

ベ
ン
チ
・
植
裁
等
を
施
し
た
街

角
に
点
在
す
る
小
さ
な
広
場

（

ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー

ク
等
）

の
整

備 特
に
な
し

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 294 42 76 64 22 268 140 135 27 44 1,112
年齢別 20歳代 19 2 6 2 0 12 11 9 1 0 62

30歳代 49 5 8 8 10 38 15 16 7 5 161
40歳代 62 11 13 13 4 50 21 27 10 4 215
50歳代 80 14 23 18 4 92 49 46 5 9 340
60歳代 80 8 24 21 4 71 44 35 3 24 314
70歳以上 3 2 1 2 0 2 0 2 0 2 14

6 中央 224 28 21 55 15 213 118 102 19 30 825
地域 湖北 11 2 4 0 3 11 0 7 0 1 39

湖南 17 3 7 3 1 13 8 9 1 2 64
中海沿岸 12 2 11 2 1 5 3 8 0 1 45
島根半島 8 1 17 2 1 10 5 3 2 5 54
松南 15 6 14 2 1 7 5 2 4 4 60

12 中心市街地 58 11 2 14 0 43 53 37 6 10 234

地区
中心市街地
周辺

166 17 19 41 15 170 65 65 13 20 591

湖北 11 2 4 0 3 11 0 7 0 1 39
玉湯 7 2 4 1 0 5 4 4 1 0 28
宍道 10 1 3 2 1 8 4 5 0 2 36

本庄・朝酌 6 1 6 2 0 3 2 6 0 0 26
八束 6 1 5 0 1 2 1 2 0 1 19
鹿島 7 0 5 2 1 6 2 1 1 1 26
島根 1 0 7 0 0 1 1 0 1 3 14
美保関 0 1 5 0 0 3 2 2 0 1 14
忌部 2 2 2 2 0 0 0 1 0 0 9
八雲 13 4 12 0 1 7 5 1 4 4 51

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

日
常
の
憩
い
の
た
め
の
身
近
な

広
場
や
公
園
の
整
備

ス
ポ
ー

ツ
施
設
な
ど
が
あ
る
大

き
な
公
園
の
整
備

山
林
や
海
岸
な
ど
の
自
然
を
活

か
し
た
公
園
の
整
備

都
市
防
災
の
避
難
地
と
な
る
大

き
な
公
園
の
整
備

動
物
園
や
植
物
園
等
の
あ
る
公

園
の
整
備

ジ
ョ

ギ
ン
グ
や
散
歩
が
楽
し
め

る
緑
道
な
ど
の
整
備

ベ
ン
チ
・
植
裁
等
を
施
し
た
街

角
に
点
在
す
る
小
さ
な
広
場

（

ポ
ケ
ッ

ト
パ
ー

ク
等
）

の
整

備 特
に
な
し

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 26.4% 3.8% 6.8% 5.8% 2.0% 24.1% 12.6% 12.1% 2.4% 4.0%
年齢別 20歳代 30.6% 3.2% 9.7% 3.2% 0.0% 19.4% 17.7% 14.5% 1.6% 0.0%

30歳代 30.4% 3.1% 5.0% 5.0% 6.2% 23.6% 9.3% 9.9% 4.3% 3.1%
40歳代 28.8% 5.1% 6.0% 6.0% 1.9% 23.3% 9.8% 12.6% 4.7% 1.9%
50歳代 23.5% 4.1% 6.8% 5.3% 1.2% 27.1% 14.4% 13.5% 1.5% 2.6%
60歳代 25.5% 2.5% 7.6% 6.7% 1.3% 22.6% 14.0% 11.1% 1.0% 7.6%
70歳以上 21.4% 14.3% 7.1% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% 14.3%

6 中央 27.2% 3.4% 2.5% 6.7% 1.8% 25.8% 14.3% 12.4% 2.3% 3.6%
地域 湖北 28.2% 5.1% 10.3% 0.0% 7.7% 28.2% 0.0% 17.9% 0.0% 2.6%

湖南 26.6% 4.7% 10.9% 4.7% 1.6% 20.3% 12.5% 14.1% 1.6% 3.1%
中海沿岸 26.7% 4.4% 24.4% 4.4% 2.2% 11.1% 6.7% 17.8% 0.0% 2.2%
島根半島 14.8% 1.9% 31.5% 3.7% 1.9% 18.5% 9.3% 5.6% 3.7% 9.3%
松南 25.0% 10.0% 23.3% 3.3% 1.7% 11.7% 8.3% 3.3% 6.7% 6.7%

12 中心市街地 24.8% 4.7% 0.9% 6.0% 0.0% 18.4% 22.6% 15.8% 2.6% 4.3%

地区
中心市街地
周辺

28.1% 2.9% 3.2% 6.9% 2.5% 28.8% 11.0% 11.0% 2.2% 3.4%

湖北 28.2% 5.1% 10.3% 0.0% 7.7% 28.2% 0.0% 17.9% 0.0% 2.6%
玉湯 25.0% 7.1% 14.3% 3.6% 0.0% 17.9% 14.3% 14.3% 3.6% 0.0%
宍道 27.8% 2.8% 8.3% 5.6% 2.8% 22.2% 11.1% 13.9% 0.0% 5.6%

本庄・朝酌 23.1% 3.8% 23.1% 7.7% 0.0% 11.5% 7.7% 23.1% 0.0% 0.0%
八束 31.6% 5.3% 26.3% 0.0% 5.3% 10.5% 5.3% 10.5% 0.0% 5.3%
鹿島 26.9% 0.0% 19.2% 7.7% 3.8% 23.1% 7.7% 3.8% 3.8% 3.8%
島根 7.1% 0.0% 50.0% 0.0% 0.0% 7.1% 7.1% 0.0% 7.1% 21.4%
美保関 0.0% 7.1% 35.7% 0.0% 0.0% 21.4% 14.3% 14.3% 0.0% 7.1%
忌部 22.2% 22.2% 22.2% 22.2% 0.0% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0%
八雲 25.5% 7.8% 23.5% 0.0% 2.0% 13.7% 9.8% 2.0% 7.8% 7.8%
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30.8%

3.9%

2.3%
1.4%

4.0%

6.0%

8.6%

7.7%

4.0%
3.7%

23.7% 3.8%

スポーツ・レクリエーション施設

文化ホールや資料館

図書館・児童文庫

幼稚園・保育園

教育施設（大学、高校、小中学校など）

福祉施設（保健センター、老人ホームなど）

診療所・病院

集会所・市民センター

墓地・墓園

下水道

その他

無回答または不明

（ｳ） その他の都市施設について 
 

 
 
 
 

【全 市】 

全市では、[スポーツ・レ

クリエーション施設]が

30.8％で最も多く、次いで

[福祉施設（保健センター、

老 人 ホ ー ム な ど ） ] が

23.7％となっており、全市

的に、健康や高齢化社会に

対する意識が高いことがわ

かります。 

年齢別には、活動的な 20

代、30 代でスポーツ・レク

リエーション施設の要望が高くなっています。 
地域別には、湖南地域で福祉施設の要望が高くなっています。 

 
【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

 
 
 

道路、公園・緑地以外の都市施設の整備について、それぞれどのように思われますか？

・松江市に必要なのは 

回答数

内　訳

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
施
設

文
化
ホ
ー

ル
や
資
料
館

図
書
館
・
児
童
文
庫

幼
稚
園
・
保
育
園

教
育
施
設
（

大
学
、

高
校
、

小

中
学
校
な
ど
）

福
祉
施
設
（

保
健
セ
ン
タ
ー
、

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
）

診
療
所
・
病
院

集
会
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー

墓
地
・
墓
園

下
水
道

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 343 86 42 41 45 263 43 26 16 44 67 96 1,112
年齢別 20歳代 26 8 3 4 1 12 1 0 0 3 3 1 62

30歳代 74 7 6 14 8 21 3 6 2 7 6 7 161
40歳代 72 19 14 7 12 41 11 3 2 10 14 10 215
50歳代 89 28 11 9 13 90 15 7 5 16 29 28 340
60歳代 77 23 8 7 9 94 13 9 6 8 14 46 314
70歳以上 4 1 0 0 2 3 0 0 1 0 0 3 14

6 中央 264 65 30 30 35 190 30 20 12 37 49 63 825
地域 湖北 13 0 1 3 3 10 0 0 0 1 6 2 39

湖南 10 6 0 4 2 23 4 1 1 3 2 8 64
中海沿岸 15 5 3 1 1 7 0 0 2 2 3 6 45
島根半島 14 3 3 2 2 12 4 1 0 1 2 10 54
松南 20 3 4 1 2 16 4 2 0 0 3 5 60

12 中心市街地 62 20 6 4 11 61 5 7 5 13 18 22 234

地区
中心市街地
周辺

202 45 24 26 24 129 25 13 7 24 31 41 591

湖北 13 0 1 3 3 10 0 0 0 1 6 2 39
玉湯 5 4 0 3 1 8 2 0 0 2 1 2 28
宍道 5 2 0 1 1 15 2 1 1 1 1 6 36

本庄・朝酌 10 3 2 0 1 5 0 0 1 0 0 4 26
八束 5 2 1 1 0 2 0 0 1 2 3 2 19
鹿島 7 3 1 1 1 6 2 0 0 0 2 3 26
島根 3 0 2 0 0 3 2 0 0 0 0 4 14
美保関 4 0 0 1 1 3 0 1 0 1 0 3 14
忌部 6 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 9
八雲 14 3 3 1 1 16 3 2 0 0 3 5 51
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19.2%

12.6%

6.7%

2.9%

2.4%

6.6%

10.9%

12.8%

15.6%

3.1%
1.8%

5.6%

スポーツ・レクリエーション施設

文化ホールや資料館

図書館・児童文庫

幼稚園・保育園

教育施設（大学、高校、小中学校など）

福祉施設（保健センター、老人ホームなど）

診療所・病院

集会所・市民センター

墓地・墓園

下水道

その他

無回答または不明

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

 
 
 

 

 

 

【全 市】 

全市では、[スポーツ・

レクリエーション施設]

が 19.2％で最も多く、次

いで[福祉施設（保健セン

ター、老人ホームなど）]

が 15.6％となっており、

上位 1，2位は松江市に望

むものと同じですが、3

位、4位は、[図書館・児

童文庫］［診療所・病院］

となっており、健康を保

ちつつ、文化や教養を育み、豊かな生活を実現しようとする意図が読み取れます。 

年齢別には全市と概ね同様な傾向ですが、地域別では、湖北、湖南、中海沿岸、島根半

島の各地域で医療機関が求められています。 

 

 

 

 

道路、公園・緑地以外の都市施設の整備について、それぞれどのように思われますか？

・あなたのお住まいの地域に必要なのは 

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
施
設

文
化
ホ
ー

ル
や
資
料
館

図
書
館
・
児
童
文
庫

幼
稚
園
・
保
育
園

教
育
施
設
（

大
学
、

高
校
、

小

中
学
校
な
ど
）

福
祉
施
設
（

保
健
セ
ン
タ
ー
、

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
）

診
療
所
・
病
院

集
会
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー

墓
地
・
墓
園

下
水
道

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 30.8% 7.7% 3.8% 3.7% 4.0% 23.7% 3.9% 2.3% 1.4% 4.0% 6.0% 8.6%
年齢別 20歳代 41.9% 12.9% 4.8% 6.5% 1.6% 19.4% 1.6% 0.0% 0.0% 4.8% 4.8% 1.6%

30歳代 46.0% 4.3% 3.7% 8.7% 5.0% 13.0% 1.9% 3.7% 1.2% 4.3% 3.7% 4.3%
40歳代 33.5% 8.8% 6.5% 3.3% 5.6% 19.1% 5.1% 1.4% 0.9% 4.7% 6.5% 4.7%
50歳代 26.2% 8.2% 3.2% 2.6% 3.8% 26.5% 4.4% 2.1% 1.5% 4.7% 8.5% 8.2%
60歳代 24.5% 7.3% 2.5% 2.2% 2.9% 29.9% 4.1% 2.9% 1.9% 2.5% 4.5% 14.6%
70歳以上 28.6% 7.1% 0.0% 0.0% 14.3% 21.4% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0% 0.0% 21.4%

6 中央 32.0% 7.9% 3.6% 3.6% 4.2% 23.0% 3.6% 2.4% 1.5% 4.5% 5.9% 7.6%
地域 湖北 33.3% 0.0% 2.6% 7.7% 7.7% 25.6% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 15.4% 5.1%

湖南 15.6% 9.4% 0.0% 6.3% 3.1% 35.9% 6.3% 1.6% 1.6% 4.7% 3.1% 12.5%
中海沿岸 33.3% 11.1% 6.7% 2.2% 2.2% 15.6% 0.0% 0.0% 4.4% 4.4% 6.7% 13.3%
島根半島 25.9% 5.6% 5.6% 3.7% 3.7% 22.2% 7.4% 1.9% 0.0% 1.9% 3.7% 18.5%
松南 33.3% 5.0% 6.7% 1.7% 3.3% 26.7% 6.7% 3.3% 0.0% 0.0% 5.0% 8.3%

12 中心市街地 26.5% 8.5% 2.6% 1.7% 4.7% 26.1% 2.1% 3.0% 2.1% 5.6% 7.7% 9.4%

地区
中心市街地
周辺

34.2% 7.6% 4.1% 4.4% 4.1% 21.8% 4.2% 2.2% 1.2% 4.1% 5.2% 6.9%

湖北 33.3% 0.0% 2.6% 7.7% 7.7% 25.6% 0.0% 0.0% 0.0% 2.6% 15.4% 5.1%
玉湯 17.9% 14.3% 0.0% 10.7% 3.6% 28.6% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1% 3.6% 7.1%
宍道 13.9% 5.6% 0.0% 2.8% 2.8% 41.7% 5.6% 2.8% 2.8% 2.8% 2.8% 16.7%

本庄・朝酌 38.5% 11.5% 7.7% 0.0% 3.8% 19.2% 0.0% 0.0% 3.8% 0.0% 0.0% 15.4%
八束 26.3% 10.5% 5.3% 5.3% 0.0% 10.5% 0.0% 0.0% 5.3% 10.5% 15.8% 10.5%
鹿島 26.9% 11.5% 3.8% 3.8% 3.8% 23.1% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0% 7.7% 11.5%
島根 21.4% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 21.4% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6%
美保関 28.6% 0.0% 0.0% 7.1% 7.1% 21.4% 0.0% 7.1% 0.0% 7.1% 0.0% 21.4%
忌部 66.7% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
八雲 27.5% 5.9% 5.9% 2.0% 2.0% 31.4% 5.9% 3.9% 0.0% 0.0% 5.9% 9.8%
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【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

回答数

内　訳

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
施
設

文
化
ホ
ー

ル
や
資
料
館

図
書
館
・
児
童
文
庫

幼
稚
園
・
保
育
園

教
育
施
設
（

大
学
、

高
校
、

小

中
学
校
な
ど
）

福
祉
施
設
（

保
健
セ
ン
タ
ー
、

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
）

診
療
所
・
病
院

集
会
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー

墓
地
・
墓
園

下
水
道

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 213 62 142 34 20 173 140 75 32 27 73 121 1,112
年齢別 20歳代 21 2 10 6 0 6 6 2 1 1 4 3 62

30歳代 42 11 32 11 2 16 14 3 4 4 12 10 161
40歳代 46 14 34 6 9 24 28 15 4 5 16 14 215
50歳代 50 21 36 5 6 65 47 25 15 9 23 38 340
60歳代 50 12 29 6 3 58 44 27 7 8 17 53 314
70歳以上 2 2 0 0 0 4 1 2 1 0 0 2 14

6 中央 167 53 101 27 13 123 76 70 21 22 60 92 825
地域 湖北 8 1 5 0 2 4 9 0 1 2 5 2 39

湖南 6 2 11 4 2 14 15 1 2 1 1 5 64
中海沿岸 11 1 2 1 1 4 12 0 2 0 2 9 45
島根半島 4 0 11 1 1 13 14 1 2 1 1 5 54
松南 11 4 6 1 1 14 11 1 4 1 2 4 60

12 中心市街地 49 14 23 7 5 42 20 18 4 1 18 33 234

地区
中心市街地
周辺

118 39 78 20 8 81 56 52 17 21 42 59 591

湖北 8 1 5 0 2 4 9 0 1 2 5 2 39
玉湯 5 0 6 1 0 6 6 1 0 1 0 2 28
宍道 1 2 5 3 2 8 9 0 2 0 1 3 36

本庄・朝酌 7 1 0 1 1 1 5 0 2 0 1 7 26
八束 4 0 2 0 0 3 7 0 0 0 1 2 19
鹿島 1 0 5 1 1 9 8 0 0 0 0 1 26
島根 2 0 2 0 0 4 2 0 1 0 1 2 14
美保関 1 0 4 0 0 0 4 1 1 1 0 2 14
忌部 1 1 1 1 0 2 1 1 0 0 1 0 9
八雲 10 3 5 0 1 12 10 0 4 1 1 4 51

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ

ン
施
設

文
化
ホ
ー

ル
や
資
料
館

図
書
館
・
児
童
文
庫

幼
稚
園
・
保
育
園

教
育
施
設
（

大
学
、

高
校
、

小

中
学
校
な
ど
）

福
祉
施
設
（

保
健
セ
ン
タ
ー
、

老
人
ホ
ー

ム
な
ど
）

診
療
所
・
病
院

集
会
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー

墓
地
・
墓
園

下
水
道

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 19.2% 5.6% 12.8% 3.1% 1.8% 15.6% 12.6% 6.7% 2.9% 2.4% 6.6% 10.9%
年齢別 20歳代 33.9% 3.2% 16.1% 9.7% 0.0% 9.7% 9.7% 3.2% 1.6% 1.6% 6.5% 4.8%

30歳代 26.1% 6.8% 19.9% 6.8% 1.2% 9.9% 8.7% 1.9% 2.5% 2.5% 7.5% 6.2%
40歳代 21.4% 6.5% 15.8% 2.8% 4.2% 11.2% 13.0% 7.0% 1.9% 2.3% 7.4% 6.5%
50歳代 14.7% 6.2% 10.6% 1.5% 1.8% 19.1% 13.8% 7.4% 4.4% 2.6% 6.8% 11.2%
60歳代 15.9% 3.8% 9.2% 1.9% 1.0% 18.5% 14.0% 8.6% 2.2% 2.5% 5.4% 16.9%
70歳以上 14.3% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 7.1% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 14.3%

6 中央 20.2% 6.4% 12.2% 3.3% 1.6% 14.9% 9.2% 8.5% 2.5% 2.7% 7.3% 11.2%
地域 湖北 20.5% 2.6% 12.8% 0.0% 5.1% 10.3% 23.1% 0.0% 2.6% 5.1% 12.8% 5.1%

湖南 9.4% 3.1% 17.2% 6.3% 3.1% 21.9% 23.4% 1.6% 3.1% 1.6% 1.6% 7.8%
中海沿岸 24.4% 2.2% 4.4% 2.2% 2.2% 8.9% 26.7% 0.0% 4.4% 0.0% 4.4% 20.0%
島根半島 7.4% 0.0% 20.4% 1.9% 1.9% 24.1% 25.9% 1.9% 3.7% 1.9% 1.9% 9.3%
松南 18.3% 6.7% 10.0% 1.7% 1.7% 23.3% 18.3% 1.7% 6.7% 1.7% 3.3% 6.7%

12 中心市街地 20.9% 6.0% 9.8% 3.0% 2.1% 17.9% 8.5% 7.7% 1.7% 0.4% 7.7% 14.1%

地区
中心市街地
周辺

20.0% 6.6% 13.2% 3.4% 1.4% 13.7% 9.5% 8.8% 2.9% 3.6% 7.1% 10.0%

湖北 20.5% 2.6% 12.8% 0.0% 5.1% 10.3% 23.1% 0.0% 2.6% 5.1% 12.8% 5.1%
玉湯 17.9% 0.0% 21.4% 3.6% 0.0% 21.4% 21.4% 3.6% 0.0% 3.6% 0.0% 7.1%
宍道 2.8% 5.6% 13.9% 8.3% 5.6% 22.2% 25.0% 0.0% 5.6% 0.0% 2.8% 8.3%

本庄・朝酌 26.9% 3.8% 0.0% 3.8% 3.8% 3.8% 19.2% 0.0% 7.7% 0.0% 3.8% 26.9%
八束 21.1% 0.0% 10.5% 0.0% 0.0% 15.8% 36.8% 0.0% 0.0% 0.0% 5.3% 10.5%
鹿島 3.8% 0.0% 19.2% 3.8% 3.8% 34.6% 30.8% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 3.8%
島根 14.3% 0.0% 14.3% 0.0% 0.0% 28.6% 14.3% 0.0% 7.1% 0.0% 7.1% 14.3%
美保関 7.1% 0.0% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 28.6% 7.1% 7.1% 7.1% 0.0% 14.3%
忌部 11.1% 11.1% 11.1% 11.1% 0.0% 22.2% 11.1% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0%
八雲 19.6% 5.9% 9.8% 0.0% 2.0% 23.5% 19.6% 0.0% 7.8% 2.0% 2.0% 7.8%
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（ｴ） 防災対策について 
 

 

 

 

 

全市では、[狭い道路の整備・解消]が 43.1％で最も多く、次いで[避難地・避難路の整備]

が 27.4％となっており、現状では多くの市民が災害時の避難に対して不安を抱えているよ

うです。 
年齢別、地域別でも全市と同様の傾向が伺えますが、さらに細かく、地区別にみると島

根半島地域の地区で防災意識が高くなっています。 
【全 市】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【年齢別・地域別】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

防災対策について、特にどのようなことをしておけばよいと思われますか？ 
２つ以内で回答 

43.1%

27.4%

25.6%

20.1%

14.3%

10.4%

10.3%

9.5%

9.1%

1.7%

2.6%

2.2%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

狭い道路の整備・解消

避難地・避難路の整備

広報活動、情報提供の充実

建築物の不燃化・耐震化

自主防災組織の育成

防災拠点(防災センター等)の整備

ボランティアグループの育成

防災訓練の実施

防火水槽・消火栓の設置

特に必要性を感じない

その他

無回答または不明

回答数

内　訳

建
築
物
の
不
燃
化
・
耐
震
化

狭
い
道
路
の
整
備
・
解
消

避
難
地
・
避
難
路
の
整
備

防
火
水
槽
・
消
火
栓
の
設
置

防
災
拠
点
（

防
災
セ
ン
タ
ー

等
）

の
整
備

自
主
防
災
組
織
の
育
成

広
報
活
動
、

情
報
提
供
の
充
実

防
災
訓
練
の
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー

プ
の
育

成 特
に
必
要
性
を
感
じ
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 224 479 305 101 116 159 285 106 114 19 29 25 1,962
年齢別 20歳代 15 24 18 5 6 5 20 6 9 1 1 1 111

30歳代 35 82 46 8 18 20 39 14 13 1 5 3 284
40歳代 43 97 66 15 26 21 50 14 18 6 7 3 366
50歳代 68 147 82 42 35 53 84 38 33 5 6 10 603
60歳代 61 118 90 27 31 57 87 32 38 6 9 6 562
70歳以上 1 7 3 4 0 2 3 1 2 0 0 2 25

6 中央 176 356 228 65 85 112 219 76 82 14 23 19 1,455
地域 湖北 8 17 6 3 6 7 8 4 6 1 0 1 67

湖南 10 26 23 9 7 10 13 6 6 2 0 1 113
中海沿岸 9 19 11 5 5 7 10 4 3 0 0 2 75
島根半島 6 23 16 9 6 12 16 4 5 0 2 0 99
松南 9 25 18 7 6 9 12 9 6 2 1 2 106

12 中心市街地 50 93 72 17 29 27 64 14 23 5 8 7 409

地区
中心市街地
周辺

126 263 156 48 56 85 155 62 59 9 15 12 1,046

湖北 8 17 6 3 6 7 8 4 6 1 0 1 67
玉湯 4 14 9 4 1 5 6 2 3 1 0 0 49
宍道 6 12 14 5 6 5 7 4 3 1 0 1 64

本庄・朝酌 5 10 7 2 3 5 4 3 2 0 0 2 43
八束 4 9 4 3 2 2 6 1 1 0 0 0 32
鹿島 3 12 5 4 2 7 7 3 3 0 1 0 47
島根 1 6 6 3 2 1 4 0 0 0 1 0 24
美保関 2 5 5 2 2 4 5 1 2 0 0 0 28
忌部 0 4 4 1 0 0 3 2 1 0 0 0 15
八雲 9 21 14 6 6 9 9 7 5 2 1 2 91
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全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（ｵ） 防犯対策について 
 

 

 

 

全市では、[防犯灯の設置]が 46.9％で最も多く、次いで[暗がり等の危険箇所の点検]が

41.7％となっており、夜間に人通りが少なく暗い場所などの危険箇所を減らすことが望ま

れています。 
年齢別では、全市とほぼ同様な傾向となっています。 
地域別では、危険箇所が他の地域に比べて少ないと思われる湖南、松南の両地域で、地

域住民による監視が重要と考えられています。 
【全 市】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

防犯対策について、特にどのようなことをしておけばよいと思われますか？ 

２つ以内で回答 

46.9%

41.7%

28.7%

15.6%

11.9%

11.3%

7.7%

6.0%

4.8%

4.4%

1.3%

2.0%

1.8%

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45% 50%

防犯灯の設置

暗がり等の危険箇所の点検

家庭や学校、警察との連絡体制の充実

地域住民による防犯パトロールの実施

防犯団体・ボランティアグループの育成

商店街での防犯カメラの設置

犯罪マップの作成による情報共有

児童・生徒への防犯ブザーの配布

防犯意識高揚のための講習会の実施

有害ビラや落書消去活動の実施

特に必要性を感じない

その他

無回答または不明

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

建
築
物
の
不
燃
化
・
耐
震
化

狭
い
道
路
の
整
備
・
解
消

避
難
地
・
避
難
路
の
整
備

防
火
水
槽
・
消
火
栓
の
設
置

防
災
拠
点
（

防
災
セ
ン
タ
ー

等
）

の
整
備

自
主
防
災
組
織
の
育
成

広
報
活
動
、

情
報
提
供
の
充
実

防
災
訓
練
の
実
施

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ
ル
ー

プ
の
育

成 特
に
必
要
性
を
感
じ
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 20.1% 43.1% 27.4% 9.1% 10.4% 14.3% 25.6% 9.5% 10.3% 1.7% 2.6% 2.2%
年齢別 20歳代 24.2% 38.7% 29.0% 8.1% 9.7% 8.1% 32.3% 9.7% 14.5% 1.6% 1.6% 1.6%

30歳代 21.7% 50.9% 28.6% 5.0% 11.2% 12.4% 24.2% 8.7% 8.1% 0.6% 3.1% 1.9%
40歳代 20.0% 45.1% 30.7% 7.0% 12.1% 9.8% 23.3% 6.5% 8.4% 2.8% 3.3% 1.4%
50歳代 20.0% 43.2% 24.1% 12.4% 10.3% 15.6% 24.7% 11.2% 9.7% 1.5% 1.8% 2.9%
60歳代 19.4% 37.6% 28.7% 8.6% 9.9% 18.2% 27.7% 10.2% 12.1% 1.9% 2.9% 1.9%
70歳以上 7.1% 50.0% 21.4% 28.6% 0.0% 14.3% 21.4% 7.1% 14.3% 0.0% 0.0% 14.3%

6 中央 21.3% 43.2% 27.6% 7.9% 10.3% 13.6% 26.5% 9.2% 9.9% 1.7% 2.8% 2.3%
地域 湖北 20.5% 43.6% 15.4% 7.7% 15.4% 17.9% 20.5% 10.3% 15.4% 2.6% 0.0% 2.6%

湖南 15.6% 40.6% 35.9% 14.1% 10.9% 15.6% 20.3% 9.4% 9.4% 3.1% 0.0% 1.6%
中海沿岸 20.0% 42.2% 24.4% 11.1% 11.1% 15.6% 22.2% 8.9% 6.7% 0.0% 0.0% 4.4%
島根半島 11.1% 42.6% 29.6% 16.7% 11.1% 22.2% 29.6% 7.4% 9.3% 0.0% 3.7% 0.0%
松南 15.0% 41.7% 30.0% 11.7% 10.0% 15.0% 20.0% 15.0% 10.0% 3.3% 1.7% 3.3%

12 中心市街地 21.4% 39.7% 30.8% 7.3% 12.4% 11.5% 27.4% 6.0% 9.8% 2.1% 3.4% 3.0%

地区
中心市街地
周辺

21.3% 44.5% 26.4% 8.1% 9.5% 14.4% 26.2% 10.5% 10.0% 1.5% 2.5% 2.0%

湖北 20.5% 43.6% 15.4% 7.7% 15.4% 17.9% 20.5% 10.3% 15.4% 2.6% 0.0% 2.6%
玉湯 14.3% 50.0% 32.1% 14.3% 3.6% 17.9% 21.4% 7.1% 10.7% 3.6% 0.0% 0.0%
宍道 16.7% 33.3% 38.9% 13.9% 16.7% 13.9% 19.4% 11.1% 8.3% 2.8% 0.0% 2.8%

本庄・朝酌 19.2% 38.5% 26.9% 7.7% 11.5% 19.2% 15.4% 11.5% 7.7% 0.0% 0.0% 7.7%
八束 21.1% 47.4% 21.1% 15.8% 10.5% 10.5% 31.6% 5.3% 5.3% 0.0% 0.0% 0.0%
鹿島 11.5% 46.2% 19.2% 15.4% 7.7% 26.9% 26.9% 11.5% 11.5% 0.0% 3.8% 0.0%
島根 7.1% 42.9% 42.9% 21.4% 14.3% 7.1% 28.6% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 0.0%
美保関 14.3% 35.7% 35.7% 14.3% 14.3% 28.6% 35.7% 7.1% 14.3% 0.0% 0.0% 0.0%
忌部 0.0% 44.4% 44.4% 11.1% 0.0% 0.0% 33.3% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0%
八雲 17.6% 41.2% 27.5% 11.8% 11.8% 17.6% 17.6% 13.7% 9.8% 3.9% 2.0% 3.9%
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【年齢別・地域別】 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

回答数

内　訳

防
犯
灯
の
設
置

商
店
街
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置 児
童
・
生
徒
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー

の
配
布

地
域
住
民
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー

ル
の
実
施

有
害
ビ
ラ
や
落
書
消
去
活
動
の

実
施

暗
が
り
等
の
危
険
箇
所
の
点
検

家
庭
や
学
校
、

警
察
と
の
連
絡

体
制
の
充
実

犯
罪
マ
ッ

プ
の
作
成
に
よ
る
情

報
共
有

防
犯
意
識
高
揚
の
た
め
の
講
習

会
の
実
施

防
犯
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
の
育
成

特
に
必
要
性
を
感
じ
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 521 126 67 174 49 464 319 86 53 132 14 22 20 2,047
年齢別 20歳代 29 1 5 9 1 32 23 5 2 5 1 1 0 114

30歳代 70 20 12 36 8 67 42 14 5 18 2 3 3 300
40歳代 111 20 14 32 9 89 63 13 13 24 3 4 2 397
50歳代 163 49 16 46 16 139 81 26 16 45 3 9 9 618
60歳代 138 34 20 46 14 133 100 26 16 39 5 5 5 581
70歳以上 7 2 0 2 1 3 6 1 1 1 0 0 1 25

6 中央 388 100 50 113 40 359 229 65 35 102 12 17 14 1,524
地域 湖北 19 3 3 8 2 14 8 5 3 7 0 0 0 72

湖南 27 7 8 16 3 19 22 3 4 8 1 0 1 119
中海沿岸 17 5 3 7 1 15 15 2 2 5 1 1 1 75
島根半島 27 4 0 7 0 27 19 4 5 6 0 1 2 102
松南 30 7 3 18 3 17 16 4 3 3 0 2 2 108

12 中心市街地 112 41 5 25 10 99 60 20 8 22 6 5 5 418

地区
中心市街地
周辺

276 59 45 88 30 260 169 45 27 80 6 12 9 1,106

湖北 19 3 3 8 2 14 8 5 3 7 0 0 0 72
玉湯 13 2 5 5 1 11 9 2 2 2 0 0 0 52
宍道 14 5 3 11 2 8 13 1 2 6 1 0 1 67

本庄・朝酌 10 3 0 5 1 7 7 0 2 5 1 1 1 43
八束 7 2 3 2 0 8 8 2 0 0 0 0 0 32
鹿島 13 2 0 2 0 15 9 4 2 2 0 0 0 49
島根 7 1 0 3 0 7 4 0 2 1 0 0 1 26
美保関 7 1 0 2 0 5 6 0 1 3 0 1 1 27
忌部 3 2 0 4 1 0 4 0 1 0 0 1 0 16
八雲 27 5 3 14 2 17 12 4 2 3 0 1 2 92

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

防
犯
灯
の
設
置

商
店
街
で
の
防
犯
カ
メ
ラ
の
設

置 児
童
・
生
徒
へ
の
防
犯
ブ
ザ
ー

の
配
布

地
域
住
民
に
よ
る
防
犯
パ
ト

ロ
ー

ル
の
実
施

有
害
ビ
ラ
や
落
書
消
去
活
動
の

実
施

暗
が
り
等
の
危
険
箇
所
の
点
検

家
庭
や
学
校
、

警
察
と
の
連
絡

体
制
の
充
実

犯
罪
マ
ッ

プ
の
作
成
に
よ
る
情

報
共
有

防
犯
意
識
高
揚
の
た
め
の
講
習

会
の
実
施

防
犯
団
体
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
グ

ル
ー

プ
の
育
成

特
に
必
要
性
を
感
じ
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 46.9% 11.3% 6.0% 15.6% 4.4% 41.7% 28.7% 7.7% 4.8% 11.9% 1.3% 2.0% 1.8%
年齢別 20歳代 46.8% 1.6% 8.1% 14.5% 1.6% 51.6% 37.1% 8.1% 3.2% 8.1% 1.6% 1.6% 0.0%

30歳代 43.5% 12.4% 7.5% 22.4% 5.0% 41.6% 26.1% 8.7% 3.1% 11.2% 1.2% 1.9% 1.9%
40歳代 51.6% 9.3% 6.5% 14.9% 4.2% 41.4% 29.3% 6.0% 6.0% 11.2% 1.4% 1.9% 0.9%
50歳代 47.9% 14.4% 4.7% 13.5% 4.7% 40.9% 23.8% 7.6% 4.7% 13.2% 0.9% 2.6% 2.6%
60歳代 43.9% 10.8% 6.4% 14.6% 4.5% 42.4% 31.8% 8.3% 5.1% 12.4% 1.6% 1.6% 1.6%
70歳以上 50.0% 14.3% 0.0% 14.3% 7.1% 21.4% 42.9% 7.1% 7.1% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1%

6 中央 47.0% 12.1% 6.1% 13.7% 4.8% 43.5% 27.8% 7.9% 4.2% 12.4% 1.5% 2.1% 1.7%
地域 湖北 48.7% 7.7% 7.7% 20.5% 5.1% 35.9% 20.5% 12.8% 7.7% 17.9% 0.0% 0.0% 0.0%

湖南 42.2% 10.9% 12.5% 25.0% 4.7% 29.7% 34.4% 4.7% 6.3% 12.5% 1.6% 0.0% 1.6%
中海沿岸 37.8% 11.1% 6.7% 15.6% 2.2% 33.3% 33.3% 4.4% 4.4% 11.1% 2.2% 2.2% 2.2%
島根半島 50.0% 7.4% 0.0% 13.0% 0.0% 50.0% 35.2% 7.4% 9.3% 11.1% 0.0% 1.9% 3.7%
松南 50.0% 11.7% 5.0% 30.0% 5.0% 28.3% 26.7% 6.7% 5.0% 5.0% 0.0% 3.3% 3.3%

12 中心市街地 47.9% 17.5% 2.1% 10.7% 4.3% 42.3% 25.6% 8.5% 3.4% 9.4% 2.6% 2.1% 2.1%

地区
中心市街地
周辺

46.7% 10.0% 7.6% 14.9% 5.1% 44.0% 28.6% 7.6% 4.6% 13.5% 1.0% 2.0% 1.5%

湖北 48.7% 7.7% 7.7% 20.5% 5.1% 35.9% 20.5% 12.8% 7.7% 17.9% 0.0% 0.0% 0.0%
玉湯 46.4% 7.1% 17.9% 17.9% 3.6% 39.3% 32.1% 7.1% 7.1% 7.1% 0.0% 0.0% 0.0%
宍道 38.9% 13.9% 8.3% 30.6% 5.6% 22.2% 36.1% 2.8% 5.6% 16.7% 2.8% 0.0% 2.8%

本庄・朝酌 38.5% 11.5% 0.0% 19.2% 3.8% 26.9% 26.9% 0.0% 7.7% 19.2% 3.8% 3.8% 3.8%
八束 36.8% 10.5% 15.8% 10.5% 0.0% 42.1% 42.1% 10.5% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
鹿島 50.0% 7.7% 0.0% 7.7% 0.0% 57.7% 34.6% 15.4% 7.7% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0%
島根 50.0% 7.1% 0.0% 21.4% 0.0% 50.0% 28.6% 0.0% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 7.1%
美保関 50.0% 7.1% 0.0% 14.3% 0.0% 35.7% 42.9% 0.0% 7.1% 21.4% 0.0% 7.1% 7.1%
忌部 33.3% 22.2% 0.0% 44.4% 11.1% 0.0% 44.4% 0.0% 11.1% 0.0% 0.0% 11.1% 0.0%
八雲 52.9% 9.8% 5.9% 27.5% 3.9% 33.3% 23.5% 7.8% 3.9% 5.9% 0.0% 2.0% 3.9%
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53.3%

48.3%

47.1%

27.8%

22.9%

18.8%

18.7%

13.0%

0.4%

1.3%

1.6%

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60%

山や丘陵、水辺等に自然景観を残す

電柱を地中化し、道路をすっきりきれいにする

古い街並みなど特色ある地域・建物を指定し、保全・再生していく

建物の高さや立地を規制し、山並みなどの眺望を確保する

田畑等、農地を残し田園的風景を守っていく

屋外広告物を規制して、道路沿いの景観をきれいにする

敷地内の緑の保護や生垣等の身近な緑を増やす

建物の大きさや外観の色などを統一し、美しい街並みを創る

わからない

その他

無回答または不明

（ｶ） 景観形成について 
 

 
 
 
全市では、［山や丘陵、水辺等に自然景観を残す］が 53.3％で最も多く、次いで［電柱

を地中化し、道路をすっきりきれいにする］が 48.3％となっています。現在の自然環境を

保全すると共に都市景観についても改善することが望まれています。 
年齢別には、若い世代が、現存する自然景観や歴史的な景観を保全する意識が高くなっ

ています。一方で、高齢になればなるほど視点が都市景観の保全・改善へと変わっていま

す。 
地域別では、湖北、島根半島の両地域で自然景観への関心が高くなっています。 

【全 市】 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【年齢別・地域別】 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

自然環境や美しいまち街並み景観を守り・育て・創るためには、どのようなことを望ま

れますか？３つ以内で回答 

回答数

内　訳

山
や
丘
陵
、

水
辺
等
に
自
然
景

観
を
残
す

田
畑
等
、

農
地
を
残
し
田
園
的

風
景
を
守
っ

て
い
く

敷
地
内
の
緑
の
保
護
や
生
垣
等

の
身
近
な
緑
を
増
や
す

古
い
街
並
み
な
ど
特
色
あ
る
地

域
・
建
物
を
指
定
し
、

保
全
・

再
生
し
て
い
く

建
物
の
高
さ
や
立
地
を
規
制

し
、

山
並
み
な
ど
の
眺
望
を
確

保
す
る

建
物
の
大
き
さ
や
外
観
の
色
な

ど
を
統
一
し
、

美
し
い
街
並
み

を
創
る

屋
外
広
告
物
を
規
制
し
て
、

道

路
沿
い
の
景
観
を
き
れ
い
に
す

る 電
柱
を
地
中
化
し
、

道
路
を

す
っ

き
り
き
れ
い
に
す
る

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

全　体 593 255 208 524 309 145 209 537 5 15 18 2,818
年齢別 20歳代 38 16 15 38 12 10 8 24 0 1 0 162

30歳代 87 40 24 89 26 25 23 75 1 3 2 395
40歳代 108 42 33 116 63 37 34 96 0 7 4 540
50歳代 177 71 71 139 93 43 68 180 1 3 7 853
60歳代 172 82 63 136 109 27 73 156 2 1 4 825
70歳以上 7 2 2 4 4 1 1 5 1 0 1 28

6 中央 422 173 153 404 246 116 162 396 2 12 13 2,099
地域 湖北 30 9 8 17 5 7 3 14 0 0 1 94

湖南 27 21 13 29 9 8 15 31 0 0 2 155
中海沿岸 28 5 6 18 9 0 2 31 1 1 1 102
島根半島 37 20 13 21 12 5 8 25 0 1 0 142
松南 36 18 12 21 21 6 13 28 2 1 1 159

12 中心市街地 98 37 40 126 80 35 54 118 0 4 5 597

地区
中心市街地
周辺

324 136 113 278 166 81 108 278 2 8 8 1,502

湖北 30 9 8 17 5 7 3 14 0 0 1 94
玉湯 13 3 5 8 6 0 1 17 1 1 1 56
宍道 4 4 1 2 2 0 2 5 0 1 0 21

本庄・朝酌 19 11 3 9 8 1 5 10 0 0 0 66
八束 9 5 6 5 3 1 1 5 0 1 0 36
鹿島 9 4 4 7 1 3 2 10 0 0 0 40
島根 32 14 11 19 19 6 11 23 2 0 1 138
美保関 12 11 4 13 6 3 6 13 0 0 1 69
忌部 15 10 9 16 3 5 9 18 0 0 1 86
八雲 15 2 1 10 3 0 1 14 0 0 0 46
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全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

山
や
丘
陵
、

水
辺
等
に
自
然
景

観
を
残
す

田
畑
等
、

農
地
を
残
し
田
園
的

風
景
を
守
っ

て
い
く

敷
地
内
の
緑
の
保
護
や
生
垣
等

の
身
近
な
緑
を
増
や
す

古
い
街
並
み
な
ど
特
色
あ
る
地

域
・
建
物
を
指
定
し
、

保
全
・

再
生
し
て
い
く

建
物
の
高
さ
や
立
地
を
規
制

し
、

山
並
み
な
ど
の
眺
望
を
確

保
す
る

建
物
の
大
き
さ
や
外
観
の
色
な

ど
を
統
一
し
、

美
し
い
街
並
み

を
創
る

屋
外
広
告
物
を
規
制
し
て
、

道

路
沿
い
の
景
観
を
き
れ
い
に
す

る 電
柱
を
地
中
化
し
、

道
路
を

す
っ

き
り
き
れ
い
に
す
る

わ
か
ら
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 53.3% 22.9% 18.7% 47.1% 27.8% 13.0% 18.8% 48.3% 0.4% 1.3% 1.6%
年齢別 20歳代 61.3% 25.8% 24.2% 61.3% 19.4% 16.1% 12.9% 38.7% 0.0% 1.6% 0.0%

30歳代 54.0% 24.8% 14.9% 55.3% 16.1% 15.5% 14.3% 46.6% 0.6% 1.9% 1.2%
40歳代 50.2% 19.5% 15.3% 54.0% 29.3% 17.2% 15.8% 44.7% 0.0% 3.3% 1.9%
50歳代 52.1% 20.9% 20.9% 40.9% 27.4% 12.6% 20.0% 52.9% 0.3% 0.9% 2.1%
60歳代 54.8% 26.1% 20.1% 43.3% 34.7% 8.6% 23.2% 49.7% 0.6% 0.3% 1.3%
70歳以上 50.0% 14.3% 14.3% 28.6% 28.6% 7.1% 7.1% 35.7% 7.1% 0.0% 7.1%

6 中央 51.2% 21.0% 18.5% 49.0% 29.8% 14.1% 19.6% 48.0% 0.2% 1.5% 1.6%
地域 湖北 76.9% 23.1% 20.5% 43.6% 12.8% 17.9% 7.7% 35.9% 0.0% 0.0% 2.6%

湖南 42.2% 32.8% 20.3% 45.3% 14.1% 12.5% 23.4% 48.4% 0.0% 0.0% 3.1%
中海沿岸 62.2% 11.1% 13.3% 40.0% 20.0% 0.0% 4.4% 68.9% 2.2% 2.2% 2.2%
島根半島 68.5% 37.0% 24.1% 38.9% 22.2% 9.3% 14.8% 46.3% 0.0% 1.9% 0.0%
松南 60.0% 30.0% 20.0% 35.0% 35.0% 10.0% 21.7% 46.7% 3.3% 1.7% 1.7%

12 中心市街地 41.9% 15.8% 17.1% 53.8% 34.2% 15.0% 23.1% 50.4% 0.0% 1.7% 2.1%

地区
中心市街地
周辺

54.8% 23.0% 19.1% 47.0% 28.1% 13.7% 18.3% 47.0% 0.3% 1.4% 1.4%

湖北 76.9% 23.1% 20.5% 43.6% 12.8% 17.9% 7.7% 35.9% 0.0% 0.0% 2.6%
玉湯 46.4% 10.7% 17.9% 28.6% 21.4% 0.0% 3.6% 60.7% 3.6% 3.6% 3.6%
宍道 11.1% 11.1% 2.8% 5.6% 5.6% 0.0% 5.6% 13.9% 0.0% 2.8% 0.0%

本庄・朝酌 73.1% 42.3% 11.5% 34.6% 30.8% 3.8% 19.2% 38.5% 0.0% 0.0% 0.0%
八束 47.4% 26.3% 31.6% 26.3% 15.8% 5.3% 5.3% 26.3% 0.0% 5.3% 0.0%
鹿島 34.6% 15.4% 15.4% 26.9% 3.8% 11.5% 7.7% 38.5% 0.0% 0.0% 0.0%
島根 228.6% 100.0% 78.6% 135.7% 135.7% 42.9% 78.6% 164.3% 14.3% 0.0% 7.1%
美保関 85.7% 78.6% 28.6% 92.9% 42.9% 21.4% 42.9% 92.9% 0.0% 0.0% 7.1%
忌部 166.7% 111.1% 100.0% 177.8% 33.3% 55.6% 100.0% 200.0% 0.0% 0.0% 11.1%
八雲 29.4% 3.9% 2.0% 19.6% 5.9% 0.0% 2.0% 27.5% 0.0% 0.0% 0.0%
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ウ  まちづくりへの関わり 

（ｱ） まちづくりへの参加について 
 

 

 

 

 

【全 市】 

全市では、［アンケート

等であれば参加してみた

い］が 43.3％で最も多く、

次いで［できれば参加した

い］が 22.7％となっていま

す。 

年齢別では、若い世代で

は間接的なアンケート等で

の参加が多く、高齢になれ

ばなるほど、直接的な参加

を望んでいます。 

地域別では、概ね全市と同様の傾向を示しています。 

 
【年齢別・地域別】全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

 

今後、計画的なまちづくりを進めて行くためには、住民のみなさんの協力が必要

となります。あなたの地域で、まちづくりについて話し合ったり、考えたりする

機会があれば、どのようにしたいとお考えですか？ 

8.5%
1.2% 2.0%

22.7%

4.5%

43.3%

3.0%

14.9%

是非参加したい

できれば参加したい

誘われれば参加してみたい

アンケート等であれば参加してみたい

あまり参加したくない

参加したくない

その他

無回答または不明

回答数 性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

是
非
参
加
し
た
い

で
き
れ
ば
参
加
し
た
い

誘
わ
れ
れ
ば
参
加
し
て
み
た

い ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
あ
れ
ば
参

加
し
て
み
た
い

あ
ま
り
参
加
し
た
く
な
い

参
加
し
た
く
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

是
非
参
加
し
た
い

で
き
れ
ば
参
加
し
た
い

誘
わ
れ
れ
ば
参
加
し
て
み
た

い ア
ン
ケ
ー

ト
等
で
あ
れ
ば
参

加
し
て
み
た
い

あ
ま
り
参
加
し
た
く
な
い

参
加
し
た
く
な
い

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 95 252 166 481 50 33 13 22 1,112 8.5% 22.7% 14.9% 43.3% 4.5% 3.0% 1.2% 2.0%
年齢別 20歳代 2 8 5 41 3 2 0 1 62 3.2% 12.9% 8.1% 66.1% 4.8% 3.2% 0.0% 1.6%

30歳代 12 21 20 91 10 5 2 0 161 7.5% 13.0% 12.4% 56.5% 6.2% 3.1% 1.2% 0.0%
40歳代 16 43 36 96 11 5 6 2 215 7.4% 20.0% 16.7% 44.7% 5.1% 2.3% 2.8% 0.9%
50歳代 21 81 50 146 15 15 5 7 340 6.2% 23.8% 14.7% 42.9% 4.4% 4.4% 1.5% 2.1%
60歳代 42 95 47 101 11 6 0 12 314 13.4% 30.3% 15.0% 32.2% 3.5% 1.9% 0.0% 3.8%
70歳以上 1 3 5 5 0 0 0 0 14 7.1% 21.4% 35.7% 35.7% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%

6 中央 63 171 117 384 38 27 11 14 825 7.6% 20.7% 14.2% 46.5% 4.6% 3.3% 1.3% 1.7%
地域 湖北 7 8 8 11 4 1 0 0 39 17.9% 20.5% 20.5% 28.2% 10.3% 2.6% 0.0% 0.0%

湖南 5 21 11 20 4 1 0 2 64 7.8% 32.8% 17.2% 31.3% 6.3% 1.6% 0.0% 3.1%
中海沿岸 5 15 6 15 2 0 0 2 45 11.1% 33.3% 13.3% 33.3% 4.4% 0.0% 0.0% 4.4%
島根半島 5 14 8 23 1 0 1 2 54 9.3% 25.9% 14.8% 42.6% 1.9% 0.0% 1.9% 3.7%
松南 8 17 11 18 0 3 1 2 60 13.3% 28.3% 18.3% 30.0% 0.0% 5.0% 1.7% 3.3%

12 中心市街地 22 47 32 104 13 7 5 4 234 9.4% 20.1% 13.7% 44.4% 5.6% 3.0% 2.1% 1.7%

地区
中心市街地
周辺

41 124 85 280 25 20 6 10 591 6.9% 21.0% 14.4% 47.4% 4.2% 3.4% 1.0% 1.7%

湖北 7 8 8 11 4 1 0 0 39 17.9% 20.5% 20.5% 28.2% 10.3% 2.6% 0.0% 0.0%
玉湯 3 9 3 8 3 1 0 1 28 10.7% 32.1% 10.7% 28.6% 10.7% 3.6% 0.0% 3.6%
宍道 2 12 8 12 1 0 0 1 36 5.6% 33.3% 22.2% 33.3% 2.8% 0.0% 0.0% 2.8%

本庄・朝酌 2 11 2 9 2 0 0 0 26 7.7% 42.3% 7.7% 34.6% 7.7% 0.0% 0.0% 0.0%
八束 3 4 4 6 0 0 0 2 19 15.8% 21.1% 21.1% 31.6% 0.0% 0.0% 0.0% 10.5%
鹿島 3 8 5 7 1 0 1 1 26 11.5% 30.8% 19.2% 26.9% 3.8% 0.0% 3.8% 3.8%
島根 1 2 2 8 0 0 0 1 14 7.1% 14.3% 14.3% 57.1% 0.0% 0.0% 0.0% 7.1%
美保関 1 4 1 8 0 0 0 0 14 7.1% 28.6% 7.1% 57.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
忌部 3 3 2 1 0 0 0 0 9 33.3% 33.3% 22.2% 11.1% 0.0% 0.0% 0.0% 0.0%
八雲 5 14 9 17 0 3 1 2 51 9.8% 27.5% 17.6% 33.3% 0.0% 5.9% 2.0% 3.9%
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27.0%

4.9%1.0%

7.9%

0.9%

27.3%

19.0%

12.1%

まちづくりに関する計画を提案する

まちづくりに関する広報活動を充実させる

各地域でまちづくり懇談会などを行う

地域住民の要望・意見を整理する

まちづくりの関心を高めるしくみづくりをする

コミュニティ活動を充実させる

その他

無回答または不明

（ｲ） まちづくりの進め方について 
 

 
 
 

【全 市】 

全市では、[地域住民の要

望 ・ 意 見 を 整 理 す る ] が

27.3％で最も多く、次いで[ま

ちづくりに関する計画を提案

する]が 27.0％となっており、

行政へまちづくりのリーダー

としての役割を期待していま

す。 

年齢別では、全市と概ね同

様の傾向を示していますが、

20 代、30 代で市民の要望・意

見を整理することを市に求めています。 

地域別では、ほぼ全市と同じ傾向ですが、松南地域ではより積極的な市民参加の形態を

望んでいます。 

 

【年齢別・地域別】全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

 

 

まちづくりを進めていくために、やっていけば良いと思われることは何ですか？ 

・行政がやっていけば良いと思われること 

回答数 性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
計
画
を

提
案
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
広
報
活

動
を
充
実
さ
せ
る

各
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

な
ど
を
行
う

地
域
住
民
の
要
望
・
意
見
を
整

理
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
関
心
を
高
め
る

し
く
み
づ
く
り
を
す
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
を
充
実
さ

せ
る

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
計
画
を

提
案
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
広
報
活

動
を
充
実
さ
せ
る

各
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

な
ど
を
行
う

地
域
住
民
の
要
望
・
意
見
を
整

理
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
関
心
を
高
め
る

し
く
み
づ
く
り
を
す
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
を
充
実
さ

せ
る

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 300 134 88 304 211 10 11 54 1,112 27.0% 12.1% 7.9% 27.3% 19.0% 0.9% 1.0% 4.9%
年齢別 20歳代 12 4 1 24 15 3 1 2 62 19.4% 6.5% 1.6% 38.7% 24.2% 4.8% 1.6% 3.2%

30歳代 34 17 13 55 34 1 2 5 161 21.1% 10.6% 8.1% 34.2% 21.1% 0.6% 1.2% 3.1%
40歳代 48 25 16 68 46 0 6 6 215 22.3% 11.6% 7.4% 31.6% 21.4% 0.0% 2.8% 2.8%
50歳代 99 42 31 85 67 2 2 12 340 29.1% 12.4% 9.1% 25.0% 19.7% 0.6% 0.6% 3.5%
60歳代 97 45 26 67 49 3 0 27 314 30.9% 14.3% 8.3% 21.3% 15.6% 1.0% 0.0% 8.6%
70歳以上 8 0 0 3 0 1 0 2 14 57.1% 0.0% 0.0% 21.4% 0.0% 7.1% 0.0% 14.3%

6 中央 215 103 61 235 156 9 9 37 825 26.1% 12.5% 7.4% 28.5% 18.9% 1.1% 1.1% 4.5%
地域 湖北 13 1 6 13 5 0 0 1 39 33.3% 2.6% 15.4% 33.3% 12.8% 0.0% 0.0% 2.6%

湖南 22 10 7 13 9 0 0 3 64 34.4% 15.6% 10.9% 20.3% 14.1% 0.0% 0.0% 4.7%
中海沿岸 14 3 0 15 12 0 0 1 45 31.1% 6.7% 0.0% 33.3% 26.7% 0.0% 0.0% 2.2%
島根半島 12 5 7 13 8 0 1 8 54 22.2% 9.3% 13.0% 24.1% 14.8% 0.0% 1.9% 14.8%
松南 14 9 4 10 18 1 0 4 60 23.3% 15.0% 6.7% 16.7% 30.0% 1.7% 0.0% 6.7%

12 中心市街地 57 34 18 60 46 2 4 13 234 24.4% 14.5% 7.7% 25.6% 19.7% 0.9% 1.7% 5.6%

地区
中心市街
地

158 69 43 175 110 7 5 24 591 26.7% 11.7% 7.3% 29.6% 18.6% 1.2% 0.8% 4.1%

湖北 13 1 6 13 5 0 0 1 39 33.3% 2.6% 15.4% 33.3% 12.8% 0.0% 0.0% 2.6%
玉湯 6 2 0 11 7 0 0 0 26 23.1% 7.7% 0.0% 42.3% 26.9% 0.0% 0.0% 0.0%
宍道 3 1 0 1 4 0 0 0 9 33.3% 11.1% 0.0% 11.1% 44.4% 0.0% 0.0% 0.0%

本庄・朝酌 6 4 6 5 2 0 1 2 26 23.1% 15.4% 23.1% 19.2% 7.7% 0.0% 3.8% 7.7%
八束 2 1 0 4 4 0 0 3 14 14.3% 7.1% 0.0% 28.6% 28.6% 0.0% 0.0% 21.4%
鹿島 4 0 1 4 2 0 0 3 14 28.6% 0.0% 7.1% 28.6% 14.3% 0.0% 0.0% 21.4%
島根 11 8 4 9 14 1 0 4 51 21.6% 15.7% 7.8% 17.6% 27.5% 2.0% 0.0% 7.8%
美保関 9 3 3 5 7 0 0 1 28 32.1% 10.7% 10.7% 17.9% 25.0% 0.0% 0.0% 3.6%
忌部 13 7 4 8 2 0 0 2 36 36.1% 19.4% 11.1% 22.2% 5.6% 0.0% 0.0% 5.6%
八雲 8 1 0 4 5 0 0 1 19 42.1% 5.3% 0.0% 21.1% 26.3% 0.0% 0.0% 5.3%
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【全 市】 

全市では、[コミュニティ

活 動 を 充 実 さ せ る ] が

24.3％で最も多く、次いで

[各地域でまちづくり懇談

会などを行う]が 21.1％と

なっており、身近なところ

からの住民参加を望んでい

ます。 

年齢別では、20 代が、積

極的に地域別の懇談会など

を行うことを望んでいます。 

地域別では、中海沿岸地

域が積極的に懇談会などを行うことを望んでいます。 
 
【年齢別・地域別】全体から 10 ポイント以上高いもの ■■ 、全体から 10 ポイント以上低いもの ■■ 

※年齢・地域・地区の不明な回答については表示していないため、合計は一致しない 

 
 
 

まちづくりを進めていくために、やっていけば良いと思われることは何ですか？ 

・市民がやっていけば良いと思われること 

12.9%1.1%
5.9%

2.2%

15.4%

17.0%

24.3%

21.1%

まちづくりに関する計画を提案する

まちづくりに関する広報活動を充実させる

各地域でまちづくり懇談会などを行う

地域住民の要望・意見を整理する

まちづくりの関心を高めるしくみづくりをする

コミュニティ活動を充実させる

その他

無回答または不明

回答数 性別・年齢・居住地の内訳

内　訳

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
計
画
を

提
案
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
広
報
活

動
を
充
実
さ
せ
る

各
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

な
ど
を
行
う

地
域
住
民
の
要
望
・
意
見
を
整

理
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
関
心
を
高
め
る

し
く
み
づ
く
り
を
す
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
を
充
実
さ

せ
る

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

合
計

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
計
画
を

提
案
す
る

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
広
報
活

動
を
充
実
さ
せ
る

各
地
域
で
ま
ち
づ
く
り
懇
談
会

な
ど
を
行
う

地
域
住
民
の
要
望
・
意
見
を
整

理
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
関
心
を
高
め
る

し
く
み
づ
く
り
を
す
る

コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ

活
動
を
充
実
さ

せ
る

そ
の
他

無
回
答
ま
た
は
不
明

全　体 144 25 235 189 171 270 12 66 1,112 12.9% 2.2% 21.1% 17.0% 15.4% 24.3% 1.1% 5.9%
年齢別 20歳代 12 1 21 7 5 13 1 2 62 19.4% 1.6% 33.9% 11.3% 8.1% 21.0% 1.6% 3.2%

30歳代 23 4 30 27 17 54 1 5 161 14.3% 2.5% 18.6% 16.8% 10.6% 33.5% 0.6% 3.1%
40歳代 37 3 28 31 31 69 4 12 215 17.2% 1.4% 13.0% 14.4% 14.4% 32.1% 1.9% 5.6%
50歳代 41 8 68 63 60 79 3 18 340 12.1% 2.4% 20.0% 18.5% 17.6% 23.2% 0.9% 5.3%
60歳代 31 9 84 56 54 52 2 26 314 9.9% 2.9% 26.8% 17.8% 17.2% 16.6% 0.6% 8.3%
70歳以上 0 0 3 5 2 1 0 3 14 0.0% 0.0% 21.4% 35.7% 14.3% 7.1% 0.0% 21.4%

6 中央 104 22 170 146 130 203 9 41 825 12.6% 2.7% 20.6% 17.7% 15.8% 24.6% 1.1% 5.0%
地域 湖北 6 0 9 6 9 8 0 1 39 15.4% 0.0% 23.1% 15.4% 23.1% 20.5% 0.0% 2.6%

湖南 11 0 13 10 8 17 1 4 64 17.2% 0.0% 20.3% 15.6% 12.5% 26.6% 1.6% 6.3%
中海沿岸 6 1 17 5 6 7 0 3 45 13.3% 2.2% 37.8% 11.1% 13.3% 15.6% 0.0% 6.7%
島根半島 8 0 8 9 9 9 1 10 54 14.8% 0.0% 14.8% 16.7% 16.7% 16.7% 1.9% 18.5%
松南 7 2 15 9 3 19 0 5 60 11.7% 3.3% 25.0% 15.0% 5.0% 31.7% 0.0% 8.3%

12 中心市街地 28 9 38 29 43 68 5 14 234 12.0% 3.8% 16.2% 12.4% 18.4% 29.1% 2.1% 6.0%

地区
中心市街地
周辺

76 13 132 117 87 135 4 27 591 12.9% 2.2% 22.3% 19.8% 14.7% 22.8% 0.7% 4.6%

湖北 6 0 9 6 9 8 0 1 39 15.4% 0.0% 23.1% 15.4% 23.1% 20.5% 0.0% 2.6%
本庄・朝酌 4 0 12 3 2 3 0 2 26 15.4% 0.0% 46.2% 11.5% 7.7% 11.5% 0.0% 7.7%
忌部 3 0 2 1 1 2 0 0 9 33.3% 0.0% 22.2% 11.1% 11.1% 22.2% 0.0% 0.0%
鹿島 6 0 2 6 5 3 1 3 26 23.1% 0.0% 7.7% 23.1% 19.2% 11.5% 3.8% 11.5%
島根 0 0 0 1 3 6 0 4 14 0.0% 0.0% 0.0% 7.1% 21.4% 42.9% 0.0% 28.6%
美保関 2 0 6 2 1 0 0 3 14 14.3% 0.0% 42.9% 14.3% 7.1% 0.0% 0.0% 21.4%
八雲 4 2 13 8 2 17 0 5 51 7.8% 3.9% 25.5% 15.7% 3.9% 33.3% 0.0% 9.8%
玉湯 5 0 4 6 4 8 0 1 28 17.9% 0.0% 14.3% 21.4% 14.3% 28.6% 0.0% 3.6%
宍道 6 0 9 4 4 9 1 3 36 16.7% 0.0% 25.0% 11.1% 11.1% 25.0% 2.8% 8.3%
八束 2 1 5 2 4 4 0 1 19 10.5% 5.3% 26.3% 10.5% 21.1% 21.1% 0.0% 5.3%
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居住地

10.5%
7.5%
7.1%
7.1%

6.6%
6.4%

5.9%
4.7%
4.6%

4.1%
3.2%
3.1%

2.7%
2.7%
2.5%
2.3%
2.3%
2.2%
2.2%

1.7%
1.3%
1.3%
1.3%
1.3%
1.0%
0.8%
0.7%
0.4%

2.2%

0.0% 2.0% 4.0% 6.0% 8.0% 10.0% 12.0%

乃木地区
川津地区
津田地区

古志原地区
城北地区
法吉地区
城西地区
大庭地区
八雲町

城東地区
宍道町

雑賀地区
竹矢地区
持田地区
玉湯町

古江地区
鹿島町

朝日地区
白潟地区
八束町

生馬地区
本庄地区
島根町

美保関町
朝酌地区
忌部地区
大野地区
秋鹿地区

無回答または不明

エ  調査対象者の属性 
 

（ｱ） 性 別 
全 体 に 占 め る 割 合 は 、 [ 男

性]71.9％、[女性]27.6％と男性の

割合が高くなっています。 

 

 

 

（ｲ） 年 齢 
[50 歳 代 ]30.6 ％ 、 [60 歳

代]28.2％、[40 歳代]19.3％、[30

歳代]14.5％の順に割合が高くなっ

ています。 

 

 

 

（ｳ） 職 業 
［会社員・団体職員］39.8％と最

も多く、次いで、［無職］16.1％、

［公務員］13.8％の順に割合が高く

なっています。 

 

 

 

（ｴ） 地 区 
[乃木地区]10.5％、[川津地区]7.5％、[津田地区]7.1％、[古志原地区]7.1％ 

の順となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

性別

男

71.9%

女

27.6%

無回答または

不明

0.5%

年齢

50歳代

30.6%

60歳代

28.2%

無回答または

不明
0.5%

40歳代

19.3%

20歳代

5.6% 30歳代

14.5%

70歳以上

1.3%

職業

会社員・団体

職員

39.8%

無職

16.1%

その他

7.9%

家事専業

5.8%

学生

0.7%
公務員

13.8%

自営業（商工

業・サービス

業）

11.7%

無回答または

不明

1.5% 農林水産業

2.6%
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（ｵ） 居住年数 
[20 年以上]が 44.4％で最も多く、

次いで［3～10 年未満］21.9％、 

［10～20 年］19.3％となっていま

す。 

 

 

 

 

 

（ｶ） 住居形態 
[持ち家]が 71.2％と大部分を占

め、[社宅・民間アパート]が 15.0％

となっています。 

 

 

 

 

 

 

（ｷ） 家族構成 
[夫婦と子供]が 37.7％で最も多

く、次いで［夫婦］22.0％、［親と

夫婦と子供］11.6％となっています。 

 

 

 

 

 

（ｸ） 出身地 
[市内（新市内）]が 52.8％で最

も多く、次いで［市外（県内）30.7％、 

［市外（県外）］15.6％となって

います。 

 

 

 

 

 

 
 

居住年数

1年未満

5.0%
1～3年未満

8.7%

3～10年未満

21.9%

10～20年未満

19.3%

20年以上

44.4%

無回答または

不明

0.6%

住居形態

借家

6.1%

公営住宅

5.3%

社宅・民間ア

パート

15.0%

持ち家

71.2%

その他

1.0%

間借り・下宿

0.4%
無回答または

不明

0.9%

家族構成

一人暮らし

12.8%

夫婦

22.0%

夫婦と子供

37.7%

親と夫婦

4.3%

親と夫婦と子

供

11.6%

その他

7.2%

無回答または

不明

4.4%

出身地
市外（島根県

外）

15.6%

無回答または

不明

1.0%

市外（島根県

内）

30.7%

市内（合併前

の八束郡の旧

町村を含む）

52.8%
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オ  自由意見 
３３６名の方の記入がありました。 

【自由意見の類型】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

注）意見数は回答者の意見を上記の項目により分類した為、自由意見の回答者数と異なる。 

小項目の「その他」は、地域の歴史映画製作、公共マナー、花火の寄付など。 

ｺｰ ﾄ ﾞ 大 項目 意見数 小項目 意見数
0 まちづ くり方針 59 都市計画 、マスタープラン 、計画的なまちづ くり 34

まちづ くりの方針 、まちづ くり施策 25
1 土地利用 19 空 き地活用 2

開発 、開発 と保全 4
土地利用規制緩和 4
土地利用 7
土地区画整理事業 2

2 産業 63 中心市街地活性化 18
大型商業施設 、商業施設 12
商店街活性化 7
観光都市 、観光施設 、観光資源 18
就業環境 、雇用対策 、企業誘致 8

3 交通 148 渋滞緩和 、渋滞解消 、交通渋滞 9
若者が歩 くまち 、若者が集 うまち 2
道路整備 48
公共交通体系 、公共交通機関 41
自転車道整備 2
駐車場 8
歩道整備 17
歩 いて楽 しいまち 、歩いて暮 らせ るまち 6
交通規制 4
電線 、電柱地中化 4
街路樹 2
道路工事 5

4 公園 ・緑地 44 自然保全 、自然保護 、自然活用 16
公園整備 、憩いの場整備 10
子 どもの遊び場 7
遊園地 、動物園 、レクリエーシ ョン施設整備 6
緑化推進 、緑地 5

5 景観 52 高層マンシ ョン規制 、高 さ制限 12
街並み 、街並み整備 、街並み保全 9
景観保全 、景観阻害 、景観形成 、景観規制 18
松江 らしさ 13

6 河川下水道 13 下水道整備 2
6 河川下水道 河川改修 、橋梁 、大橋川 11
7 安全 ・安心 32 高齢化対策 、シルバー人材活用 12

街路灯 、防犯灯整備 10
防災 、防犯 10

8 公共施設 27 公共施設 、公共施設整備 27
9 行政 32 市職員 6

市長 6
市役所 2
行政 16
市議会 2

10 住民 64 地域 コミュニテ ィ、地域交流 4
市民 、市民参加 、市民 と行政 29
税金 、公共料金 、住民負担 15
地域格差 、地域の活用 、機能分担 16

12 その他 32 情報発信 、情報提供 、情報公開 9
アンケー ト 6
ごみ 5
文化 、芸術 3
子育て環境 2
条例 2
教育 2
その他 3

合計 585

河川・下水道 
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２２．．ままちちづづくくりりワワーーククシショョッッププ  
(1)ワークショップで得られた結果概要 

都市計画及び住宅マスタープランの策定にあたり、合併後の松江市について、どのような

「まちの姿」を目指していくべきか、市民の皆様が自由に話し合っていただける場として『ま

ちづくりワークショップ』を 2 回開催しました。 

ワークショップの概要は以下のとおりです。 

 

平成 18 年 11 月 第 1 回ワークショップ 開催、参加者 39 名 

目的：新松江市の現状を再認識し、住みたいまち、住み続けたいまちについて魅力を抽出 

 

住みたい松江市の６つの魅力 

・ 景観がよい（宍道湖、夕日、自然景観等） 

・ 自然が豊富である（海岸線、山、温泉等） 

・ 観光資源が豊富である（海、祭、温泉等） 

・ 伝統・文化・歴史が受け継がれている（祭、抹茶、雰囲気、街並み等） 

・ 食物がよい（新鮮、出雲そば、魚、お茶、和菓子等） 

・ 人情・人柄がよい（親切、方言、のんびり等） 

 

 

 

平成 19 年 2 月 第 2 回ワークショップ 開催 参加者 33 名 

目的：定住の方向性を探ること、松江市に住み続けたくなる要件と私たちにできることを抽出

●住み続けたくなる要件● ●私たち市民にできること● 

□ 安全、安心で便利な松江・観光資源を
活用するためのインフラのあり方 

□ 安全、安心なまちづくり、公共交通のあり方の検討
（一部、行政支援） 

□ 豊かな人間関係およびまちづくりを行
うためのコミュニケーションのあり方

□ ひとや資源を生かす、人間関係や市民参加のあり方
を大切にする 

□ 公共交通、道路・歩道の整備 
□ 車を利用しない、バスを使う、住む、歩くことを主

体に 

□ 観光資源の利用（自然景観の保全） □ 地元へのＰＲ 

□ 景観の保全と地域コミュニティ 
□ ゴミ出しルール、景観保全策、公共事業の監視、地

域のイベント参加 

□ 活気ある中心市街地 □ 商店街を利用する 

□ 住みやすい松江（住環境・公共交通）
□ 交流できる環境をつくる、特徴のあるまちづくり

（一部、行政支援） 

 



資料編第３ 市民の意向 
 

84 

(2)第１回ワークショップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ ： 「松江市」について理解を深めよう！ 
新松江市が誕生して１年半。 

松江市のこれから（将来）の指針となるマスタープランを考えるために、「私たちのまち」を理解する

ことからはじめましょう。 

◆開催日時：平成１８年１１月２６日（日）13：30～16：30 
◆会  場：島根県民会館３階大会議室 
◆参加人数：３９人 

プログラム 

■開 会  

■あいさつ  

 □ＷＳ開催の目的と位置づけ、２回の構成とテーマ  

■スタッフ紹介  

■本日の進め方説明  

■ＳＴＥＰ１／都市計画マスタープラン・住宅マスタープランとは？  

 □都市計画マスタープランについて 

 □住宅マスタープランについて 

■ＳＴＥＰ２／松江市について理解を深めよう！ 

 □松江市の概要 

 □島大生による松江市まちドック診断の結果紹介 

 □松江市まちドッククイズ 

■休憩 

■ＳＴＥＰ３／「住みたい松江・住み続けたい松江」について考えよう！ 

 □自己紹介（自己紹介シート）   

 □松江の魅力／住みたくなる松江の要件 

 □住みたい松江・住みたくなる松江のキーワード 

■グループ意見発表 

■ワークショップのまとめ 

■閉会 

参加者概要 

□所属別 

■一般参加   １６名 

■商工会関係者  ４名 

■島根大学   １１名 

■島根女子短大  ８名  計３９ 

（現島根県立大学） 

□地域別 

 ■旧松江市   ２４名 

 ■旧玉湯町    ２名 

 ■旧宍道町    ２名 

■旧鹿島町    １名 

■旧島根町    １名 

■市外・不明   ９名  計３９名 

会場配置 
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■松江市まちドッククイズに答える参加者 ■グループ討議 

■Ａグループ ■Ｂグループ 

■Ｃグループ ■Ｄグループ 

■Ｅグループ ■Ｇグループ 

■Ｈ＋Ｆグループ ■Ｉグループ 

グループ発表 
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(3)第２回ワークショップ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

テーマ ： 「松江市の将来像」を考えよう！ 

◆開催日時：平成１９年２月１８日（日）13：30～16：30 

◆会   場：島根県民会館３階大会議室 

◆参加人数：３３人 

■開 会                                                 
■ＳＴＥＰ１ 

おさらい 
■ＳＴＥＰ２ 

松江の将来像を考えよう！ 
■ＳＴＥＰ３ 

将来像実現のために私たちにできることとできな
いことを考えよう！ 

■閉 会 
（今後のスケジュールと終わりのあいさつ） 

■一般参加      ２２名 

■商工会関係者     ３名 

■島根大学生      ６名 

■島根女短大学生    ２名 

    計３３名 

ス
ク
リ
ー
ン 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー

□□□□□

□

□

□

□

□

□

□

□

資 料 展 示 

荷

物

置

場

飲み物等 
司会進行 

プログラム 

参加者概要 会場配置 
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■第 2 回ワークショップの様子 
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１１．．地地区区のの考考ええ方方  

(1)地区区分 
将 来 都 市 構 造 で 位 置 づ け た 広 域 拠 点 及 び 地 域 拠 点 は 、そ れ ぞ れ が 独

自 の 魅 力 を 生 か し 、個 性 的 で 魅 力 的 な 都 市 の 発 展 を 牽 引 す る 都 市 機 能

の 集 積 地 点 と な る こ と が 求 め ら れ ま す 。  

こ の た め 、各 拠 点 を 中 心 と し た ま ち づ く り を 行 い 、拠 点 の 都 市 機 能

の 向 上 を 図 る 必 要 が あ り 、 広 域 拠 点 と 各 支 所 周 辺 、 湖 北 の 私 鉄 沿 線 、

支 所 と 中 心 市 街 地 を 結 ぶ ル ー ト 上 に 位 置 づ け た 地 域 拠 点 等 を 考 慮 し

て 、 １ ２ の 「 地 区 」 に 区 分 し ま す 。  

 

 

 

■地区区分図  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

八束地区 

玉湯地区

美保関地区 

鹿島地区

湖北地区 

中心市街地活性化計画 

における対象範囲（予定）

中心市街地の周辺部で、市街化

区域より概ね２ｋｍ圏 

中心市街地 

中心市街地周辺地区

宍道地区 

忌部地区

島根地区

八雲地区

本庄・朝酌地区
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(2)地区一覧 
 

地区と町名の関係は以下のとおりです。 

 
地区 

 
町  名 

1 中心市街地 

末次本町、東本町、殿町、母衣町（一部）、北田町（一部）、南田町、

米子町、向島町、北堀町、奥谷町、石橋町（一部）、西茶町、東茶町、

苧町、中原町、片原町、外中原町、内中原町、末次町、千鳥町、伊勢

宮町、御手船場町、大正町（一部）、東朝日町（一部）、朝日町、天神

町、白潟本町、灘町、魚町、八軒屋町、和多見町、寺町、幸町(一部)、

横浜町、竪町 

2 中心市街地周辺地区 

母衣町（一部）、北田町（一部）、石橋町（一部）、大正町（一部）、東

朝日町（一部）、幸町(一部)、西川津町、学園南一丁目～学園南二丁目、

東奥谷町、大輪町、淞北台、法吉町、うぐいす台、堂形町、砂子町、

南平台、新雑賀町、国屋町、津田町、西津田一丁目～十丁目、袖師町、

嫁島町、栄町、新町、松尾町、雑賀町、本郷町、上乃木町、上乃木一

丁目～十丁目、東津田町、古志原町、古志原一丁目～七丁目、八雲台

一丁目～二丁目、一の谷町、菅田町、上東川津町、下東川津町、学園

一丁目、学園二丁目、春日町、比津町、黒田町、比津が丘一丁目～五

丁目、西法吉町、矢田町、竹矢町、馬潟町、八幡町、富士見町、青葉

台、浜乃木町、浜乃木一丁目～八丁目、乃白町、乃木福富町、田和山

町、西嫁島一丁目～三丁目、大庭町、山代町、佐草町、大草町、上佐

陀町、下佐陀町、西生馬町、東生馬町、薦津町、浜佐田町、福原町、

坂本町、川原町、西持田町、東持田町、上本庄町(福原町の自治会に属

する区域) 

3 湖北地区 
古曽志町、西谷町、古志町、荘成町、西浜佐陀町、西長江町、東長江
町、大野町、上大野町、魚瀬町、秋鹿町、岡本町、大垣町 

4 
 
玉湯地区 
 

玉湯町 

5 
 
宍道地区 
 

宍道町 

6 本庄・朝酌地区 
西尾町、朝酌町、福富町、大井町、大海崎町、本庄町、上本庄町(福原
町の自治会に属する区域を除く)、手角町、長海町、野原町、枕木町、
邑生町、新庄町、上宇部尾町 

7 
 
八束地区 
 

八束町 

8 
 
鹿島地区 
 

鹿島町 

9 
 
島根地区 
 

島根町 

10 
 
美保関地区 
 

美保関町 

11 
 
忌部地区 
 

西忌部町、東忌部町 

12 
 
八雲地区 
 

八雲町 
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(3)地区カルテの構成 
 

地 区 カ ル テ の 構 成 は 次 の と お り で す 。  

区分  内容  

地 勢 等  松 江 市 や 周 辺 地 区 、市 町 村 と の 位 置 関 係 、地 形 条 件 な ど

人 口 ・ 世 帯  
地 区 人 口 、 地 区 世 帯 数 、 年 齢 ３ 階 層 別 人 口 構 成 比  

資 料 ： 平 成 12 年 、 平 成 17 年 国 勢 調 査  

【 土 地 利 用 現 況 】  

自 然 的 土 地 利 用 及 び 都 市 的 土 地 利 用 の 概 況  

【 開 発 動 向 】 都市的土地利用への転換の概況 
資料：島根県土地利用動向調査等 

土 地 利 用 現 況  

【 法 適 用 現 況 】 土 地 利 用 規 制 等 の 指 定 状 況  

資 料 ： 土 地 利 用 基 本 計 画 図  

【 交 通 施 設 等 】 自 動 車 専 用 道 路 、 国 道 、 県 道 等  

資 料 ： 松 江 県 土 整 備 事 務 所 管 内 図 、 市 販 道 路 地 図  

庁 内 関 係 各 課 ・ 支 所 等 に よ る 確 認 事 項 を 追 加  

施 設 等  【 公 共 公 益 施 設 等 】  

資 料：く ら し の 便 利 帳（ 教 育 施 設 を 除 き 、市 域 マ ッ プ

に 掲 載 の も の に 避 難 所 指 定 施 設 を 追 加 ）  

庁 内 関 係 各 課 ・ 支 所 等 に よ る 確 認 事 項 を 追 加  

地

区

の

概

況  

地 区 資 源 等  

【 伝 統 ・ 行 事 】  

地 域 資 源 に つ い て は 、 観 光 振 興 プ ロ グ ラ ム 掲 載 の も

の 、 庁 内 関 係 各 課 ・ 支 所 等 に よ る 確 認 事 項 を 追 加  

経 済 環 境  
産 業 拠 点 、観 光 レ ク リ エ ー シ ョ ン 、地 域 拠 点 等 の 拠 点 形

成 に 関 す る 課 題 、 土 地 利 用 に 関 す る 課 題  

生 活 環 境  
道 路 、 公 園 、 下 水 道 等 の 施 設 整 備 に 関 す る 課 題  

都 市 の 安 全 形 成 に 関 す る 課 題  

地

区

の

課

題  生 態 環 境  自 然 環 境 の 保 全 及 び 都 市 景 観 の 形 成 等 に 関 す る 課 題  

経 済 環 境  
産 業 拠 点 、観 光 レ ク リ エ ー シ ョ ン 、地 域 拠 点 等 の 拠 点 形

成 に 関 す る 方 針 、 土 地 利 用 の 方 針  

生 活 環 境  
道 路 、 公 園 、 下 水 道 等 の 施 設 整 備 に 関 す る 方 針  

都 市 の 安 全 形 成 に 関 す る 方 針  

地

区

の

基

本

的

方

針  

生 態 環 境  自 然 環 境 の 保 全 及 び 都 市 景 観 の 形 成 等 に 関 す る 方 針  
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２２．．地地区区カカルルテテ  
(1)中心市街地 
■地区の概況 

地
勢
等 

中心市街地は、古くから本市の商業・業務の
中心的役割を果たしてきたＪＲ松江駅から殿
町への L 字ラインと殿町から松江しんじ湖温
泉への東西ラインを含む、まちなか居住を推進
すべく旧藩政時代の城下であって、中心市街地
活性化基本計画において位置づける区域です。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成 12年～平成 17年の人
口増加率は、－7％、世帯数
増加率は、－4％となってい
ます。 

平成 17 年の年少人口割合
は 12%、老年人口割合は 30%
となっています。 
（資料：国勢調査） 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 
・商業地は、大橋川の両岸及び幹線道路沿道に広がっています。 
・周辺部は、一般住宅、専用住宅が広がっています。 

【開発動向】 
・平成 2 年以降、マンション建設が増えています。 

【法適用現況】 
・全域が市街化区域に指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 
・国道９号、431 号、485 号、（主）松江鹿島美保関線、松江島根線 
・ＪＲ山陰本線（松江駅） 
【公共公益施設等】 
本庁、島根県庁、島根県警察本部、松江地方裁判所、松江市総合福祉センター、松江勤労者
総合福祉センター（松江テルサ）、松江市民活動センター、松江商工会議所、松江赤十字病
院、島根県立図書館、島根県立美術館、島根県立武道館、島根県民会館、松江駅、松江しん
じ湖温泉駅、自治研究所、松江中央郵便局 等 

・松江城、松江城山公園、松江堀川、松江郷土館、宍道湖夕日スポット、へるんの小径、松江
しんじ湖温泉、武家屋敷、小泉八雲記念館、小泉八雲旧家、カラコロ工房、京店カラコロ広
場、明々庵、塩見縄手、普門院、松江郷土館(興雲閣)、松江大橋、白潟天満宮、大橋川、島
根県立美術館 等 

地
区
資
源
等 【伝統・行事】 

・鼕行列、ホーランエンヤ、松江武者行列 等 
■地区の課題 

経
済
環
境 

・南殿・母衣エリアにおいては、約 20 年前に比べて、空き家・空き店舗等及び駐車場の面積が
約 2 倍になっており、市街地の空洞化が見られ、市全体の経済活力の停滞の要因となってい
ます。また、総合計画アンケートの自由意見欄においても「松江の中心部がどことはいえな
くなった」「中心部が無くなった」という意見があり、市中心部の賑わいや中心商店街の魅力
を取り戻すことが中心市街地の活性化に必要です。 

・学生をはじめ多くの若者が集い賑わう場も不足していることから、未来の松江を担う若者の
市外への流出を防ぎ、生活文化の拠点としてのまちづくりを進めるとともに、賑わいあふれ
る場を創出することが求められています。 

生
活
環
境 

・水害から市街地を守るため、大橋川の改修事業を推進し、水害に強い安全で安心なまちづく
りを実現する必要があります。 

・高齢者や観光客の交通手段として公共交通を充実し、歩いて暮らせるまちづくりを進める必
要があります。 

生
態
環
境 

・美しい景観や伝統的な歴史・文化を備えた市街地を形成するため、良好な景観保全を図るエ
リアのさらなる拡大を検討していきます。 
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中心市街地 

■基本的方針 

・「まちなか居住」、「近隣集客拠点」、「観光・交流」という 3つの視点からまちづくりを推進す

ることで、中心市街地の活性化を図ります。 

・中心市街地の人口減少は、市街地の空洞化や都市活力の低下につながり、都市としての機能

や役割を損なうおそれがあります。一方、定住人口が増加することは、街の回遊者、来訪者

増加など、活性化に寄与するところが大きいと言えます。歴史・文化に培われた中心市街地

においては、その景観を保全し、新たな都心回帰ニーズに対応したまちなか居住の推進策を

展開します。 

・ソフトビジネスパークの誘致・育成を図ります。「Ruby City MATSUE Project」による IT 関

連事業従業者の増加などを行い職住近接のメリットを訴求することにより、定住人口の増加

を図ります。 

・中心市街地の賑わいは、地区内の人々と近隣（地区外）から訪れる人（商業、就業なども含

め）による賑わいも重要なことから、都市の既存ストックを活用し、歩きやすい歩行空間や

公共交通の充実を図るなど、利便性の向上により、魅力ある中心市街地を形成し、近隣から

の集客策を展開します。また、若者の集まる場所を適所に誘導し、新たな賑わいの場を創出

していきます。 

・観光客の訪れるエリアのほとんどが、中心市街地内にあり、商業、飲食業、観光業など経済

面で貢献していることから、歩行環境を整備し、まち歩きを促進することで、観光客の滞在

時間の増大を図るとともに、交流人口の増加と賑わいあふれる地区の活性化を図ります。 

経
済
環
境 

・商店街の空き店舗対策を積極的に行い、地区の活性化や従業員増加による賑わいの向上を図

ります。 

・ＪＲ松江駅前の松江オープンソースラボ周辺に、ソフトウェア関連の事業所やＳＯＨＯ事業

者等を集積し、クラスター効果を狙った産業振興を行うことにより、地区の賑わいの向上を

図ります。 

・集客性のある施設の整備、都市利便施設の整備、回遊性の確保を目的とした動線の整備、賑

わい創出関連の整備及びソフト事業などの展開により、まちの回遊性の向上を図ります。 

・松江城周辺に魅力ある施設として、歴史資料館（仮称）などの整備を行い、松江市全域が博

物館となる「ぐるっと松江・博物館」構想を進めます。 

・また、鼕行列、ホーランエンヤ、祭り、朝市などの伝承的文化・行事等のより一層の充実に

向けて支援します。 

生
活
環
境 

・内循環線として、都市計画道路城山北公園線、袖師大手前線の整備を推進します。 

・その他の道路においても安全、歩行環境の改善の必要がある路線の整備を図ります。 

・移動しやすく、歩いて暮らせるまちづくりを進めるため、バスや鉄道交通の確保や利用促進

を図り、公共交通総合体系を展開します。また、駐車場の整備を図るとともに、車両の乗り

入れ等の規制を検討していきます。 

・大橋川の改修事業を推進し、水害に強いまちづくりを推進します。 

・公共交通の補強と地域の新たな魅力を創出するために、宍道湖・中海、河川を利用した水上

交通など新交通システムの導入などを研究します。 

生
態
環
境 

・松江市景観計画に基づき、良好な景観形成を図ります。また、地区住民と合意形成が図られ

た区域を景観計画重点区域として定め、よりきめ細やかな規制誘導を行います。 

・恵まれた自然空間・生態環境を永続的に維持し、より高めていく取組みを進めるため、堀川

より一層の浄化を進めるとともに、宍道湖、大橋川などの水辺の整備や緑化を推進し、松江

らしさの演出やその活用を図ります。 
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中心市街地のまちづくり方針図 
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(2)中心市街地周辺地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

中心市街地周辺地区は、松江市の中心部であ

る中心市街地の周辺に位置する地区であり、西

は宍道湖に接し、東は中海に接しています。地

区の中央を東西に大橋川が流れています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成12年～平成17年の人

口増加率は、1％、世帯数増

加率は、3％となっていま

す。 

平成 17 年の年少人口割合

は 15%、老年人口割合は 19％

となっています。 

（資料：国勢調査） 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 
・国道９号、国道 431 号沿道などは、商業・業務施設、工業系施設、住居などが混在していま

す。 
・市街地の周辺部には、木造住宅が密集している地区があります。 

【開発動向】 
・平成 2 年以降、マンション建設が増えています。 
・市街化区域周辺の市街化調整区域では、市街化調整区域緩和条例により、多くの開発が行わ

れています。 
【法適用動向】 
・市街化区域と市街化調整区域（周辺部）に指定されています。 
・市街化区域周辺の平地部及び丘陵地に農振農用地区域が指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 
・山陰道、国道９号、485 号、431 号、432 号、（主）松江鹿島美保関、松江島根線、松江木次線

等 
・ＪＲ山陰本線、松江港   

【公共公益施設】 
・橋北地区：楽山公園、北公園、島根大学、松江工業高等専門学校、松江国際交流館、松江海

洋センター、松江市水道局、松江北消防署、くにびきメッセ、市総合体育館、北公園運動広
場 等 

・橋南地区：松江総合運動公園、緑山公園、自然学習の森、島根県立大学短期大学部 等 
地
区
資
源
等

 
・出雲国庁跡、八雲立つ風土記の丘、 かんべの里、茶臼山 
・大草丘陵古墳群など古代出雲文化の中心地であった頃の資産   等 

■地区の課題 

経
済
環
境 

・幹線道路沿道においては、景観などに配慮した適正な土地利用の誘導が必要です。 
・市内には未分譲の工業団地があることから、企業誘致を積極的に進める必要があります。 
・中心市街地に就業する居住者の増加などが見られることから、既存のストックを活用した住

環境の整備が必要です。また、就業の場の拡大に向けた産業基盤の整備が必要です。 
・市街地周辺部は良好な自然を有しており、ゆとりと潤いのある住環境の改善が必要です。 
・市街化区域内に残る農地の活用が重要です。 

生
活
環
境 

・市内中心部への通過交通の排除などによる交通渋滞等の解消、交通利便性の向上が必要です。
・橋北地区と橋南地区の連携強化が必要です。 

生
態
環
境 

・市街化調整区域においては、西部、北部、南部の優良農地の保全が重要です。 
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中心市街地周辺地区 

■基本的方針 

・点在している観光資源の連携を図る事で、市民や来訪者の交流促進を目指します。 

・住環境（住居・道路・公園・施設）の整備を進めます。 

・橋北の島根大学周辺や橋南の島根県立大学短期大学部周辺は学術研究や若者の生活文化の拠点と

してのまちづくりを進めます。 

・未分譲地への企業誘致や新たな知的産業の創出などを進めます。 

 

 

経
済
環
境 

・市街化調整区域における開発については、市街化調整区域の地区計画ガイドラインに沿った

土地利用を誘導します。 

・一団の優良農地については、農業振興地域整備計画に基づき適切に維持していきます。 

・楽山公園、松江総合運動公園の整備を推進し、レクリエーション拠点としての機能強化を図

ります。 

・市街化区域内の農地については、土地利用の動向を勘案しながら宅地への利用転換を図りま

す。 

・学園地区や島根県立大学短期大学部周辺では、学術研究や若者の生活文化の拠点に対応した

まちづくりを進め、相互の連携強化を図り、学生の意見を取り入れながら、拠点性の向上を

図ります。 

・既存の工業団地への企業誘致を図ります。 

・商工業地については、良好な沿道景観への規制誘導を行うとともに、周辺の住環境に配慮し

た市街地の形成を誘導します。 

生
活
環
境 

・中心市街地の周辺地区として、ゆとりや潤いのある住環境の整備を図ります。 

・まちづくりと一体となった大橋川の改修を促進し、水害に強いまちづくりを推進します。 

・第五大橋道路の整備により、橋北地区と橋南地区の連携強化を図ります。 

・内・外循環線の整備を促進し、円滑な交通網の形成を図ります。（城山北公園線、境港出雲道

路、第五大橋道路等） 

・国道 432 号大庭バイパス、国道 431 号川津バイパスの整備を推進します。 

・（主）松江木次線（忌部）、(主)松江鹿島美保関線、（主）松江島根線（西川津地内）、（一）馬

潟港線、（一）八重垣神社竹矢線、（一）御津東生馬線、（都）北公園西尾線、（都）東津田中

央線、北循環線の整備を促進します。 

・道路整備による交通量の増加に対応するため、良好な田園環境の整備や保全を図ります。 

生
態
環
境 

・宍道湖、大橋川、朝酌川、佐陀川沿いの自然環境を保全し、潤いある水辺空間づくりを推進

します。 

・市街地の背景となっている北部や南部の山並みの保全により良好な自然景観の形成を図りま

す。 
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中心市街地周辺地区のまちづくり方針図 
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(3)湖北地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

・湖北地区は、市の北西部に位置し、東は中

心市街地周辺地区、北は、鹿島地区に接し

ています。 

・地区北部は、朝日山など自然公園をはじめ

とする山々が連なり、佐陀川以西には平地

が広がっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成12年～平成17年の人

口増加率は、－5％、世帯数

増加率は、0％となっていま

す。 

平成 17 年の年少人口割合

は 13%、老年人口割合は 26％

となっています。 

（資料：国勢調査） 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 

・地区の大部分は、山林となっています。 

・地区の平坦部には、田園地帯が広がっています。 

・国道 431 号及び一畑電車の駅周辺は、集落が点在しています。 

【開発動向】 

・開発は少ない状況です。 

【法適用現況】 

・地区南部は市街化調整区域に指定されており、地区北部は都市計画区域外となっています。

・朝日山周辺は、宍道湖北山県立自然公園に指定されています。 

・佐陀川以西の谷間に農振農用地区域が指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 

・国道 431 号、（一）大野魚瀬恵曇線、(市)古志大野線  

・一畑電車 

【公共公益施設等】 

・魚瀬世代交流会館、埋蔵文化財調査センター、松江医療福祉専門学校 等 

地
区
資
源
等

・イングリッシュガーデン、宍道湖北山県立自然公園、道の駅（秋鹿なぎさ公園）、 

松江フォーゲルパーク、ニュースポーツ公園、松江海洋センター 等 

■地区の課題 

経
済
環
境 

・出雲大社に向けての広域観光ルートである国道 431 号沿いに連なっている多彩な観光資源に

ついて、体系立てて地域活力の向上に結びつけていくことが重要な課題です。 

・国道 431 号沿道や一畑電車駅周辺の計画的な土地利用を図る必要があります。 

・津波･高潮被害、山間部では土砂災害、宍道湖沿岸部では浸水被害などが懸念される集落があ

ります。 

生
活
環
境

・東西方向の路線は比較的充実していますが、南北の連携強化が必要です。 

・出雲圏域等との交流や中心市街地との連携を強化する幹線道路の整備・拡充が必要です。 

・漁村集落では狭隘な土地に家屋が密集しており、防災対策など集落環境の整備が必要です。

生
態
環
境 

・地区北部の山林や沿線に広がる田園風景は多面的機能を維持するため、保全していく必要が

あります。 

・松江を代表する宍道湖の美しい自然景観を有する地域南部は、湖岸部の良好な景観形成を図

る必要があります。 
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湖北地区 

■基本的方針 

・山林等の良好な自然環境の保全を図るとともに、一畑電車の駅や、道の駅などの交流拠点施設を

生かしたまちづくりを進め、地区の振興及び交流の活性化を図ります。 

 

経
済
環
境 

・国道 431 号沿道や一畑電車の駅周辺においては、良好な景観を生かしたゆとりある住宅地な

ど宅地需要に対応した検討を行います。 

・道の駅「秋鹿なぎさ公園」や松江フォーゲルパーク等が整備されており、出雲大社への広域

観光ルートにおける立ち寄り場として、地域特産物の販売等による地域振興施策を検討して

いきます。 

 

生
活
環
境 

・海岸・湖岸域にある集落は、住宅が密集しており、浸水による被害や土砂災害等が懸念され

ており、災害に強い集落環境整備を進めます。 

・宍道湖・中海圏域の連携を強化する軸として、地域高規格道路 境港出雲道路の整備を国、県

へ要請していきます。 

・国道 431 号、（市）古志大野線については、中心市街地との連携強化を図るため、整備・拡充

を行います。 

・南北の自動車の交通利便性を高めるため、（一）大野魚瀬恵曇線の整備を促進します。 

・防災避難路として（仮称）古浦西長江線の新規整備を行います。 

・利便性の高い駅周辺においては、良質な宅地を開発する動きが強まっており、市街化調整区

域の緩和条例と開発ガイドライン（市街化調整区域の地区計画ガイドライン）に沿った秩序

ある開発と土地利用を誘導します。 

・少子高齢化が進み若者の転出、転居によりコミュニティ機能が低下している集落に対しては、

非常時の安全確保だけでなく、日常生活の利便性向上に向けて支所や近隣集落との連携が円

滑に図れるような支援活動を推進します。 

生
態
環
境 

・里山や休耕田については、保全・活用を図ります。 

・北部にみられる森林については、保育や治山事業を推進し、豊かな自然を守ります。 

・自然と生態環境を維持・向上させるため、自然環境の保全につながる取組みの推進や地域住

民運動の育成を図ります。また、葦の浜や散策道の整備を図ります。 

・宍道湖の美しい自然景観を有する地域南部は、宍道湖景観形成区域の指定基準に基づき、湖

岸部の良好な景観形成を図ります。 
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湖北地区のまちづくり方針図 
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(4)玉湯地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

・玉湯地区は、市の南西に位置し、東は忌部

地区、西は宍道地区に接しています。 

・三方を山に囲まれ、中央を流れる玉湯川は

宍道湖に注ぎ、古湯玉造温泉を擁する山陰

屈指の温泉観光地です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成12年～平成17年の人

口増加率は、2％、世帯数増

加率は、8％となっていま

す。 

平成 17 年の年少人口割合

は 12%、老年人口割合は 24％

となっています。 

（資料：国勢調査） 

 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 
・玉湯川沿いの玉造地区と湯町地区にまとまった住宅地があり、市街化が進んでいます。布志

名地区、林地区は良好な田園地帯が広がり、大谷地区は山林に囲まれています。 
・玉造地区には山陰屈指の温泉保養地である玉造温泉があり、古くから旅館やホテルが多く立

地しています。 
・湯町地区及び玉造地区には、道路幅員の狭い地区や木造家屋密集地区があります。 

【開発動向】 
・開発は少ない状況です。 

【法適用現況】 
・地区の北部は松江圏都市計画区域に指定され、国道及び南北方向の県道沿いに市街化区域が

指定されています。 
・谷間には、農振農用地区域が指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 
・ＪＲ山陰本線、山陰自動車道（松江玉造インターチェンジ）、国道９号、（主）玉湯吾妻山線、
 （一）浜乃木湯町線、（市）玉湯松江線・玉湯宍道線 等 

【公共公益施設等】 
・出雲玉作史跡公園、宍道湖ふれあいパーク、城床ふるさと公園、厚生年金病院、玉湯野球場、

玉湯体育館、サン・エールたまゆ、玉造空口公園、玉造ふれあい公園 等 
・玉造温泉（年間の観光客約 60 万人（宿泊客・来訪者））、出雲玉作資料館、玉造温泉ゆ～ゆ、

宍道湖岸では数少ない砂浜、良質の碧玉やめのうの産地、出雲神話や多くの玉作り遺跡・史
跡・文化財、布志名焼 等 

地
区
資
源
等

【伝統・行事】 
・七福神まつり、玉造温泉夏まつり、花吹雪温泉まつり 等 

■地区の課題 

経
済
環
境 

・地区の代表的資源である温泉観光の振興を機軸として、商業や農林業の振興が必要です。 
・全国有数の温泉地として発展してきており、国道９号松江道路玉湯工区の整備を契機とした

新たなまちづくりを進める必要があります。 
・国道９号沿いに立地する市街地では、農地などの都市的未利用地が多く、また、道路等の都

市基盤施設の整備が遅れていることから、計画的な土地利用を誘導する必要があります。 
・布志名地区（市街化調整区域）は、関係法令との調整を図りながら、計画的な宅地開発の誘

導を検討します。 

生
活
環
境 

・国道９号へのアクセスは、鉄道により不便となっていることから、南北方向への連携強化が
必要です。また、交通の安全性という観点から高速自動車道の４車線化や国道９号へのアク
セス道路の整備が重要な課題となっています。 

生
態
環
境

・北側に面する宍道湖や中央を流れる玉湯川等、水辺空間や歴史資源をはじめとする地区資源
を活用し、魅力あるまちづくりを進める必要があります。 
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玉湯地区 

■基本的方針 

・玉造温泉・めのう・出雲神話の史跡や文化財を生かした観光の振興・観光情報の発信を行い、「神

代からのいで湯のまち」温泉保養拠点としての整備を進めます。 

 

 

経
済
環
境 

・支所周辺を地域拠点と位置づけ、商業施設や医療施設などの生活サービス施設の充実を図り

ます。 

・若者の定住を促進するため、住宅・産業等の複合的な土地利用の誘導を図ります。 

・（仮称）松江玉造宍道線の整備を促進するとともに、新たな産業拠点の整備を図ります。 

・玉造温泉街基盤整備事業を推進します。 

・地域の観光資源・施設それに地域特産物を結び付けることにより付加価値を高め、滞在型の

観光振興を進めます。 

・史跡出雲玉作跡宮の上地区（御茶屋跡）の整備を推進します。 

・豊かな農村景観を形成する農振農用地区域については農地の保全を図ります。 

・湯町まちづくり交付金事業を推進します。 

・地区交流拠点の形成を図ります。 

・農地の荒廃化を防ぎ農業の多面的機能等を維持するため、集落営農の組織化を一層図ります。

また、環境に配慮した安心安全な農産物生産を推進します。 

生
活
環
境 

・市街化調整区域緩和条例により適正な土地利用を図ります。 

・国道９号松江道路玉湯工区は、中心市街地との連携を強化するため引き続き整備を図ります。

・（主）玉湯吾妻山線、（一）浜乃木湯町線の整備を推進します。 

・高齢化等から地域のコミュニティ機能の低下がみられる集落等に対しては、非常時の安全確

保だけでなく、日常生活の利便性向上に向けて支所や近隣集落等との連携が円滑に図れるよ

うな支援体制の整備を推進します。 

生
態
環
境 

・国道９号沿道には、市街地や沿道サービス施設が立地しており、これらの機能を維持すると

ともに、宍道湖と一体となった景観形成を図ります。 

・湖岸や河川の水辺については、都市に潤いを与える良好な景観に配慮した水辺空間の創出を

図ります。 

・自然環境保全地区を設けるとともに、玉湯川の桜並木の維持・保全を図ります。 
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玉湯地区のまちづくり方針図 
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(5)宍道地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

宍道地区は、松江市の西端に位置し、北は

宍道湖、東は玉湯地区に接しています。 

北部湖岸にかけて比較的なだらかな丘陵

部と南部の山地から形成されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成 12 年～平成 17 年の人

口増加率は、－2％、世帯数増

加率は、2％となっています。 

平成 17 年の年少人口割合

は 14%、老年人口割合は 28％

となっています。 

（資料：国勢調査） 

 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 

・ＪＲ宍道駅を核として市街地が形成されており、国道９号及び国道 54 号沿道に商業系や工業
系の施設が立地しています。 

・宍道湖畔の干拓地である昭和新田には大規模な農地が形成されています。 

【開発動向】 

・宍道南企業団地、緑ヶ丘団地の開発以降、大規模な開発は行われていません。 

【法適用現況】 

・地区の北部は宍道都市計画区域に指定され、国道沿いに用途地域が指定されています。 
・来待川沿いなどに農振農用地区域が指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 

・ＪＲ山陰本線、ＪＲ木次線、山陰自動車道（宍道インターチェンジ）、国道９号、国道 54 号、
 （主）宍道インター線、（主）玉湯吾妻山線、（一）宍道停車場線、（一）海潮宍道線、（市）佐

倉・田根線、(市)大森・上来待線 等 

【公共公益施設等】 

・宍道Ｂ＆Ｇ海洋センター、宍道総合公園、宍道ふれあい交流館、宍道健康センター、宍道体
育センター、宍道武道館 等 

・伝統的工芸品来待石、しじみなどの宍道湖七珍、来待温泉、石宮神社、ふるさと森林公園、

来待ストーン、八雲本陣、蒐古館、木幡山荘、菅原天満宮、大森の湯、いろり茶屋 等 
地
区
資
源
等 

【伝統・行事】 

・祇園祭（れんげ祭）、氷川神社秋祭、菅原天満宮例大祭 等 

■地区の課題 

経
済
環
境 

・市街地は、区域内を横断する主要幹線道路である国道９号及び国道 54 号の沿道を中心に形成
されています。近年、県東部の発展に寄与する高規格幹線道路である「山陰道」、「松江道」
の供用や、国道９号、54 号、主要地方道宍道インター線の整備により、出雲空港とアクセス
性が向上するなど、交通の要衝としてその重要性が増してきています。 

・このため、交通の要衝としての立地条件を生かしながら、職・住が近接し、豊かな自然に囲
まれた快適な生活環境を実現するまちづくりが求められています。 

生
活
環
境

・鉄道以南の東西連携の強化が必要です。 

・駅南開発に伴うアクセス道路の整備が必要です。 

生
態
環
境 

・北部に広がる宍道湖や、南部に広がる豊かな自然など優れた自然環境の保全、活用を図る必
要があります。 
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宍道地区 

■基本的方針 

・優れた交通結節点を生かした交通・物流基盤の計画的な整備により都市基盤の充実を図り、都市

機能の向上及び良好な居住環境の整備を図ります。 

 

 

経
済
環
境 

・ＪＲ宍道駅周辺市街地を中心として、生活関連施設の店舗や公共公益施設などの集積を図り

ます。 

・宍道駅南地区の宅地（宍道駅南住宅団地、学習時間選択制高等学校など）の整備を推進しま

す。 

・国道９号の適正な沿道利用を図ります。 

・昭和新田の多目的活用について検討します。 

・宍道インターチェンジ周辺の複合機能の充実を図ります。 

・来待川沿いにある温泉や来待ストーンなどの地区資源を生かした個性的なまちづくりを推進

します。 

・来待石加工をはじめとする地場産業の振興、企業誘致や産業基盤の充実を図ります。 

・国道 54 号沿道周辺への企業誘致を進めます。 

・農地の荒廃化を防ぎ農業の多面的機能等を維持するため、集落営農の組織化を一層図ります。

また、環境に配慮した安心安全な農産物生産を推進します。 

生
活
環
境 

・（主）玉湯吾妻山線の整備を促進します。 

・（市）佐倉・田根線、（市）大森・上来待線、（市）大森・畑線の整備を推進します。 

・（都）宍道中央線、（都）小宮田線、（市）（仮称）単位制高校線などの整備を推進します。 

・国道９号のバイパスとして地区を東西に連絡する（仮称）松江玉造宍道線の整備を促進しま

す。 

・農村集落内の狭隘道路の拡幅など生活道路の整備を推進します。 

・近隣公園等の身近な公園を整備し、住民のスポーツ・レクリエーションに供するとともに、

災害時の避難場所としての整備を行います。 

・来待川親水プロムナード（散歩道）づくりを推進します。 

・昭和・宍道地区の低地部の浸水対策事業を推進します。 

・高齢化等から地域のコミュニティ機能の低下がみられる集落等に対しては、非常時の安全確

保だけでなく、日常生活の利便性向上に向けて支所や近隣集落等との連携が円滑に図れるよ

うな支援体制の整備を推進します。 

生
態
環
境 

・来待川と地区資源を生かした潤いのある環境を形成します。 

・湖岸景観と一体となった美しい景観形成を図ります。 

・豊かな自然・歴史・風景の保全・活用を図るとともに環境共生型のまちづくりを進めます。
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宍道地区のまちづくり方針図 
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(6)本庄・朝酌地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

・本庄・朝酌地区は、西は中心市街地周辺地

区、東は八束地区に接しています。 

・東側は中海に接し、北は枕木山、南は嵩山

などの自然公園をはじめとする山々からな

り、本庄川沿いに平地が広がっています。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成12年～平成17年の人口増

加率は、－3％、世帯数増加率は、

1％となっています。 

平成 17 年の年少人口割合は

11％、老年人口割合は 32％となっ

ています。 

（資料：国勢調査） 

 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 

・地区の大部分は山林となっています。 

・本庄、朝酌、大井などに、田園地帯が広がっています。 

・国道 431 号、（一）本庄福富松江線沿いなどに、集落が点在しています。 

【開発動向】 

・開発は少ない状況です。 

【法適用現況】 

・地区全域が市街化調整区域となっています。 

・枕木山や嵩山周辺は、宍道湖北山県立自然公園が指定されています。 

・本庄、朝酌、大井に農振農用地区域が指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 

・国道 431 号、（一）枕木山線、（一）本庄福富松江線、（市）八幡西尾線、松江港、（一）八束

松江線 等 

【公共公益施設等】 

・島根大学試験農場、福原隣保館、松江養護学校 等 

地
区
資
源
等

・華蔵寺、道の駅（本庄）、宍道湖北山県立自然公園、枕木山、西条柿、嵩山 等 

■地区の課題 
経
済
環
境

・整備予定の第五大橋道路の整備を促進し、中心市街地、米子都市圏、山陽方面などとの連携

が深まり、これらのポテンシャルを生かしていくことが必要です。 

生
活
環
境

・中海沿いの低地にある住宅地や農地では浸水の危険性が高く、防災対策の充実が求められて

います。 

・米子都市圏等との交流や中心市街地との連携を強化する幹線道路の整備・拡充が必要です。

生
態
環
境 

・山林等の自然環境の保全と農業等の産業の振興を図るため基盤整備や付加価値化の推進が必

要です。 

・中海や宍道湖北山県立自然公園、田園集落など豊かな自然環境の保全を図るとともに、自然

と共生・共存する地域づくりを進めることが必要です。 
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本庄・朝酌地区 

■基本的方針 

・市街地の背景となっている山林等の自然環境の保全を図ります。 

・島根大学との連携による新たな特産物の開発で農業の高度化や付加価値化を推進し、道の駅等に

よる特産品の販売を行い、産業の活性化を図ります。 

 

 

経
済
環
境 

・華蔵寺等の観光資源の活用や道の駅での特産品販売などによる交流人口の拡大していきます。

・特産品等の農産物の生産拡大と、新たな特産品の開発により農業振興を図ります。 

・道路整備による交通量の増加に対応し、自然環境整備や保全を図ります。 

 

生
活
環
境 

・海岸域にある集落は住宅が密集しているため、浸水による被害が懸念されており、災害に強

い集落環境整備を進めます。 

・境港出雲線の整備を促進します。 

・第五大橋道路、国道 431 号、国道 431 号川津バイパス、（都）北公園西尾線の整備を促進し、

中心市街地との連携強化を図ります。 

・交通条件の向上に伴い郊外に良質な宅地を求める動きが強まっており、市街化調整区域の緩

和条例と開発ガイドライン（市街化調整区域の地区計画ガイドライン）に沿った秩序ある開

発と土地利用を誘導します。 

・都市計画区域外では無秩序な宅地開発等による自然環境の悪化などが懸念されることから、

良好な自然環境の保全を図る適正な誘導策の検討を行います。 

・高齢化等から地域のコミュニティ機能の低下がみられる集落等に対しては、非常時等の安全

確保だけでなく、日常生活の不便性解消に向けて近隣集落等との連携が円滑に図れるような

地域コミュニティの支援体制を整備推進していきます。 

 

生
態
環
境 

・眺望がすばらしい嵩山や朝日の美しい中海は、市民に安らぎを与える大切な自然景観として

保全を図ります。 

・華蔵寺からの眺望など観光資源としての活用を図ります。 
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本庄・朝酌地区のまちづくり方針図 
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都市計画区域外     ここからは、都市計画区域外の地区カルテを示します。 

(7)八束地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

・八束地区は、市の東に位置し、周囲は中海

に囲まれており、地区全体がなだらかな丘

陵地となっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成 12 年～平成 17 年の人

口増加率は、－6％、世帯数増

加率は、－1％となっていま

す。 

平成 17 年の年少人口割合

は 13%、老年人口割合は 30％

となっています。 

（資料：国勢調査） 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 
・地区の大部分は農地が広がっています。 

・海岸沿いに集落が点在しています。 

【開発動向】 
・道路の利便性が高まり、宅地開発が進んでいます。 

【法適用現況】 
・全域が都市計画区域外であり、集落を除き地区の多くは農振農用地区域に指定されています。

・中海はラムサール条約登録湿地に指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 
・（一）大根島線、（一）八束松江線、臨港道路（江島大橋）、江島岩壁（ふ頭） 等 

【公共公益施設等】 
・保健福祉総合センター、八束体育館、八束テニスコート、八束運動場 等 

・グリーンステラ、溶岩トンネル、牡丹、雲州人参 等 

地
区
資
源
等 

【伝統・行事】 
・弘法大師祭・町内八十八箇所御札回り、松江大根島ぼたん祭 等 

■地区の課題 

経
済
環
境

・宅地化が進行していることから、計画的な土地利用を行うとともに、農業、観光等の産業振

興を図る必要があります。 

・農業従事者の高齢化により農地の休耕が増加しており、農地の保全・活用が必要です。 

生
活
環
境

・米子都市圏や山陽方面等との交流や中心市街地との連携を強化する幹線道路の整備・拡充が

必要です。 

生
態
環
境 

・ラムサール条約登録湿地に指定された中海に浮かぶ良好な景観を保全していく必要がありま

す。 
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八束地区 

■基本的方針 

・特産品である牡丹と雲州人参の高付加価値化・販路拡大による農業の振興を図ります。 

・周囲を中海に囲まれた良好な自然景観を保全するとともに、地区の特性を生かした観光産業の強

化や土地の有効利用を図ります。 

 
 

経
済
環
境 

・無秩序な宅地開発等による自然環境の悪化や周辺環境と調和しない建築物の立地などの問題

が生じるおそれもあることから、良好な生活環境の保全を図るために適正な誘導策の検討を

行います。 

・日本一の生産量を誇る牡丹をはじめとする特産物や自然景観を活かした観光・レクリエーシ

ョン拠点としての魅力づくりを進め、観光客・利用客のリピーターを確保していきます。 

・牡丹や雲州人参はさらなる海外輸出を図り、生産と販路拡大を進めていきます。 

・米子空港や境港とのアクセス利便性を生かし、江島工業団地の企業誘致を促進し、地域産業

の活性化を図ります。 

生
活
環
境 

・（一）八束松江線、（一）大根島線の整備を促進し、中心市街地との連携強化を図ります。 

・（市）入江江島線の整備を推進します。 

・高齢化等から地域のコミュニティ機能の低下がみられる集落等に対しては、非常時等の安全

確保だけでなく、日常生活の不便性解消に向けて支所や近隣集落等との連携が円滑に図れる

ような地域コミュニティの支援体制を整備推進していきます。 

 

生
態
環
境 

・ラムサール条約登録湿地に指定された中海、宍道湖北山自然公園などの豊かな自然環境やの

どかな農村風景を有する地区であり、これらの地区資源の保全を図ります。 

・幹線道路沿いの花による景観形成を進め、「花の島」のイメージづくりを図ります。 
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八束地区のまちづくり方針図 
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(8)鹿島地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

・鹿島地区は、市の北西に位置し、南は湖北

地区、東は島根地区に接しています。 

・北は日本海に面し、三方を山に囲まれた盆

地形状をなし、特に日本海側の入り組んだ

入り江、断崖の景観は傑出しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成 12 年～平成 17 年の人

口増加率は、－5％、世帯数増

加率は、1％となっています。 

平成 17 年の年少人口割合

は 11％、老年人口割合は 29％

となっています。 

（資料：国勢調査） 
 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 
・佐陀川、講武川沿いに良好な田園地帯が広がり、その周辺部には丘陵地や山林が広がってい

ます。 

・日本海に面した漁村集落では、狭隘な土地に家屋が密集しています。 

・農家と非農家が共同し、農地や地域の環境を守る活動にまとまって取り組まれています。 

【開発動向】 
・住宅団地は昭和 60 年頃から建設されてきました。 

【法適用現況】 
・全域が都市計画区域外であり、日本海側の一部は大山隠岐国立公園に、また、朝日山周辺は

県立自然公園に指定されています。 

・講武川沿いなどに農振農用地区域が指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 
・（主）松江鹿島美保関線、（一）御津東生馬線、（一）講武古江線 等 

【公共公益施設等】 
・県水産試験場、鹿島･島根栽培漁業振興センター（アワビ種苗生産施設、産地冷蔵庫所有）、

ふれあい館、鹿島文化ホール、特別養護老人ホーム（あとむ苑）、島根原子力発電所、御津地

区体育館、鹿島武道館、鹿島歴史民俗資料館、鹿島グラウンド・ゴルフ場、鹿島総合体育館、

野外音楽堂、深田運動公園 等 

・佐太神社、佐太講武貝塚、島根原子力館、恵曇海岸、古浦海水浴場、鹿島多久の湯、鹿島マ

リーナ、リアス式海岸、釣り場 等 
地
区
資
源
等

【伝統・行事】 
・御座替祭り、お忌祭り、神等去出神事、左義長神事、港まつり 等 

■地区の課題 

経
済
環
境 

・豊富な漁業資源を生かした水産業の振興を図るため付加価値化の推進が必要です。 
・高齢者人口は、増加傾向にあり高齢者人口の割合は、29％（H17 国勢調査）と高いことから、

高齢者に配慮した住みやすい環境づくりが必要です。 
・人口は減少傾向にあり、特に年少人口の割合が 11％（H17 国勢調査）まで下がっていること

などから定住対策が必要です。 

生
活
環
境 

・中心市街地との連携を強化する幹線道路の整備・拡充が必要です。 
・漁村集落では狭隘な土地に家屋が密集しており、防災対策など集落環境の整備が必要です。

生
態
環
境

・美しい海岸景観を保全するとともに、豊かな自然や観光資源を活用した地区の振興を図る必
要があります。 
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鹿島地区 

■基本的方針 

・豊かな漁業資源を生かした水産業の高度化と付加価値化を高め、水産振興を図っていきます。ま

た、中国地方唯一の原子力発電立地によるエネルギー供給拠点としての地区の振興整備を進めま

す。 

 

 

経
済
環
境 

・支所周辺を地域拠点として位置づけ、主要地方道松江鹿島美保関線の整備に合わせ、土地利

用の適正な誘導を図ります。 

・水産業の振興に図るとともに、海水浴をはじめとする様々なマリンスポーツを体験できる交

流ゾーンの形成を推進します。 

・鹿島・島根栽培漁業振興施設を核とした海の駅（仮称）を整備し、つくり育てる漁業、水産

加工品開発等による産業の活性化を図ります。 

・地域のコミュニティ機能の低下がみられる集落等に対しては、非常時の安全確保だけでなく、

日常生活の利便性向上に向けて支所や近隣集落等との連携が円滑に図れるような地域コミュ

ニティの支援体制を整備推進します。 

生
活
環
境 

・海岸域に立地する集落は、狭隘な土地に住宅が密集していることから、土砂災害や風水害な

どの自然災害に強い集落環境の整備を進めます。 

・（主）松江鹿島美保関線の整備を推進し、中心市街地との連携強化を図ります。 

・（一）鯛原柏線、（市）片句深田線の整備を推進するとともに（仮称）古浦西長江線の新規整

備を図ります。 

 

生
態
環
境 

・佐陀川改修にあわせ堤防部をサイクリング・ウォーキングコースとして整備を行い、佐太神

社を中心に、佐太神社・恵曇港・日本海を結ぶ観光レクリエーションの振興を進めます。 

・地区中央の平野部に広がる農地では、土地利用型の農業や特産品開発、水田放牧等による農

業振興を図ります。 

・釣場や海水浴場等の持続的な利用のため、利用客に対するマナーの徹底などの広報的な取り

組みも推進していきます。 
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鹿島地区のまちづくり方針図 
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(9)島根地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

・島根地区は、市の北部に位置し、西は鹿島

地区、東は美保関地区に接しています。 

・北は日本海に面し、三方を山に囲まれてお

り、特に日本海側の入り組んだ入り江、断

崖の景観は傑出し、海岸線は大山隠岐国立

公園に指定されています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成 12 年～平成 17 年の人

口増加率は、－6％、世帯数増

加率は、－2％となっていま

す。 

平成 17 年の年少人口割合

は 11％、老年人口割合は 33％

となっています。 

（資料：国勢調査） 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 
・大部分が山林となっています。 

・日本海に面した漁村集落では、狭隘な土地に家屋が密集しています。 

・農家の高齢化等により、農地の休耕や里山・山林の荒廃が進みつつあります。 

【開発動向】 
・農地転用や新築動向は比較的少ない地区です。 

【法適用現況】 
・全域が都市計画区域外であり、日本海側は大山隠岐国立公園、枕木山周辺は宍道湖北山県立

自然公園に指定されています。 

・森田川沿いなどに農振農用地区域が指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 
・（主）松江鹿島美保関線、（主）松江島根線、（一）多胡鼻線 等 

【公共公益施設等】 
・高齢者交流館、島根体育館、島根史民俗資料館 等 

地
区
資
源
等 

・加賀の潜戸、チェリーロード、小波・桂島などの海水浴場、小波・桂島キャンプ場、マリン

ハウス加賀、マリンプラザしまね、ダイビングセンター・フレンズしまね、マリンパーク多

古鼻、多古の七つ穴、リアス式海岸、釣り場（島根町全域） 等 

【伝統・行事】 
・ガッチ祭、ヨメノエの祭り、大蛇様祭り、竜神祭、お伊勢さんの祈り日 等 

■地区の課題 

経
済
環
境 

・マリンリゾートの振興や豊富な漁業資源を生かした水産業の振興を図るため高度化や付加価

値化の推進が必要です。 

・人口は減少傾向にあり、特に年少人口の割合が 11％（H17 国勢調査）まで下がっていること

などから定住対策が必要です。 

・高齢者人口は、増加傾向にあり高齢者人口の割合は、33％（H17 国勢調査）と高いことから、

高齢者に配慮した住みやすい環境づくりが必要です。 

生
活
環
境 

・他地区との交流や中心市街地との連携を強化する幹線道路の整備・拡充が必要です。 

・漁村集落では狭隘な土地に家屋が密集しており、防災対策など集落環境の整備が必要です。

・集落周辺部の里山は、竹林が拡大し宅地等への浸食が進んでおり、里山保全対策も必要です。

生
態
環
境 

・美しい海岸景観を保全するとともに、豊かな自然や観光資源を活用した振興を図る必要があ

ります。 
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島根地区 

■基本的方針 

・島根半島の変化に富んだ風光明媚な海岸線と景勝地を生かし、マリンリゾート地として、海洋レ

ジャーと水産観光業の振興を図ります。 

 

 

経
済
環
境 

・地区資源として優れた自然環境を保全するとともに、体験宿泊型の交流・観光・レクリエー

ションゾーンとして活用するための環境整備を推進します。 

・中山間地域等直接支払制度等の取組みを拡大し、農地の保全確保していきます。 

・沿岸漁業の経営支援や後継者育成対策等を行います。 

・鹿島・島根栽培漁業振興施設の活用により、栽培漁業の振興を図ります。 

・マリンプラザを中核施設として、マリンスポーツを含む観光レクリエーション拠点と位置付

け振興を図ります。 

・チェリーロード周辺の整備を推進します。 

・海水浴場の桂島園地及び小波海水浴場の再整備を図ります。 

・地域のコミュニティ機能の低下がみられる集落等に対しては、非常時の安全確保だけでなく、

日常生活の利便性向上に向けて支所や近隣集落等との連携が円滑に図れるような地域コミュ

ニティの支援体制を整備推進します。 

生
活
環
境 

・（主）松江島根線の整備を推進し、中心市街地との連携強化を図ります。 

・（主）松江鹿島美保関線、（一）多胡鼻線など、道路の拡充整備を図ります。 

・密集集落地内の狭隘道路の整備、歩道の整備を推進します。 

・上水道の安定供給を行うための施策を推進します。 

・支所周辺を地域拠点として位置づけ、高齢者が住みやすい居住環境と生活関連サービス機能

の向上を図ります。 

・海岸域に立地する集落は、狭隘な土地に住宅が密集していることから、土砂災害や風水害な

どの自然災害に強い集落環境の整備を進めます。 

 

生
態
環
境 

・地区資源として優れた自然環境を保全します。 

・釣り場や海水浴場等の持続的な利用のため、利用客に対するマナーの徹底などの広報的な取

り組みも推進していきます。 

・黒松や桜など植生を維持していきます。 

・河川の環境保全を図り、ヤマメ、蛍等の生態系の維持を図ります。 



資料編第４ 地区カルテ 
 

123 

島根地区のまちづくり方針図 
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(10)美保関地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

・美保関地区は、島根県の最東部、市の北東

に位置し、西は島根地区に接しています。

・三方を海に囲まれ、東西に走る分水嶺を骨

格とした山地の多い地区です。 

・海岸線は大山隠岐国立公園に指定されてい

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成 12 年～平成 17 年の

人口増加率は、－7％、世帯

数増加率は、－2％となって

います。 

平成 17年の年少人口割合

は 11％、老年人口割合は

33％となっています。 

（資料：国勢調査） 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 
・リアス式海岸沿いに漁村集落が点在しています。 
・大部分が山地であり、急峻な山地を背にした狭隘な土地に家屋が密集しています。 
・農家の高齢化等により、農地の休耕や里山・山林の荒廃が進みつつあります。 

【開発動向】 
・農地転用や新築動向は少ない地区です。 

【法適用現況】 
・全域が都市計画区域外であり、日本海側は大山隠岐国立公園、枕木山周辺は県立自然公園に

指定されています。 
・千酌川沿いなどに農振農用地区域が指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 
・国道 431 号、国道 485 号、（主）松江鹿島美保関線、（主）境美保関線、（一）七類雲津長浜線、

七類港 等 
【公共公益施設等】 
・美保関ふれあいプラザ、美保関中央公民館、美保関体育館、美保関総合運動公園、美保関バ

スターミナル、メテオプラザ、美保関歴史・生活体験資料館、美保関障害者地域交流ｾﾝﾀｰ等
美保神社、美保関灯台・地蔵崎、北浦海水浴場、遊漁船 
大山隠岐国立公園、リアス式海岸、青石畳通り、歴史財産百選の漁村、釣り場 等 

地
区
資
源
等

【伝統・行事】 
・諸手船神事、青柴垣神事、千酌やぶさめ神事、竜神祭、墨付トンド、ひざ餅神事 等 

■地区の課題 

経
済
環
境 

・良好な景観を保全するとともに、豊かな自然や美保神社などの貴重な歴史・文化資源を活用
した観光と水産業を主体とした産業振興を図る必要があります。 

・美しい海岸景観を保全するとともに、豊かな自然や観光資源を活用した地区振興を図る必要
があります。 

・人口は減少傾向にあり、特に年少人口の割合が 11％（H17 国勢調査）まで下がっていること
などから定住対策が必要です。 

・高齢者人口の割合が 33％（H17 国勢調査）と高いことから、高齢者に配慮した住みやすい環
境づくりが必要です。 

生
活
環
境 

・米子都市圏や他地区との交流や中心市街地との連携を強化する幹線道路の整備・拡充が必要
です。 

・海岸部の東西方向及び南北方向の路線が少ないため、海岸部へのアクセス道路の強化が必要
です。 

・漁村集落では狭隘な土地に家屋が密集しており、防災対策など集落環境の整備が必要です。
生
態
環
境 

・観光客が多く訪れ、ゴミなどが散乱する場合が多いことから、美しい海岸景観などの豊かな
自然を保全する必要があります。 
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■基本的方針 

・美しく恵みの多い海に三方を囲まれた豊かな自然や美保神社、青石畳通りなど歴史・文化の地区

資源を生かした水産・観光業の活性化を図り、交流の拡大を促進します。 

 

経
済
環
境 

・良好な自然環境の保全や美保神社、青石畳通りなどの歴史・文化資源の保全・活用による海・

歴史・文化・交流ゾーンを形成していきます。 

・支所周辺を地域拠点と位置づけ、高齢者が住みやすい居住環境と生活関連サービス機能の向

上を図ります。 

・北部海岸域は、水産業の振興を図るとともに、観光レクリエーションとしての利用を図りま

す。 

・美保関漁港周辺を観光拠点と位置づけ、歴史・文化を生かした美保関周辺の観光基盤を強化

します。 

・地域コミュニティの機能の低下がみられる集落等に対しては、非常時の安全確保だけでなく

日常生活の利便性向上に向けて支所や近隣集落等との連携が円滑に図れるような地域コミュ

ニティの支援体制を整備推進します。 

 

生
活
環
境 

・国道 431 号の整備を促進し、中心市街地との連携強化を図ります。 

・（主）境美保関線、（主）松江鹿島美保関線、（一）七類雲津長浜線の整備を図ります。 

・密集集落内の狭隘道路の整備、歩道の整備を推進します。 

・七類港や美保関漁港の整備を推進します。また、隠岐諸島と松江市を結ぶ航路を確保します。

・住環境を改善するため、下水道の整備を推進します。 

・海岸域に立地する集落は、狭隘な土地に住宅が密集していることから、土砂災害や風水害な

どの自然災害に強い集落環境の整備を進めます。 

 

生
態
環
境 

・良好な自然環境の保全や美保神社、青石畳通りなどの歴史・文化資源を保全・活用します。

・釣場や海水浴場等の持続的な利用のため、利用客に対するマナーの徹底などの広報的な取り

組みも推進していきます。 
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美保関地区のまちづくり方針図 
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(11)忌部地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

・忌部地区は、市の南に位置し、北は中心市

街地周辺地区、東は八雲地区、西は玉湯地

区に接しています。 

・市民の水がめを有しており、中国山地に連

なる山々に囲まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成 12 年～平成 17 年の

人口増加率は、－4％、世帯

数増加率は、3％となってい

ます。 

平成 17 年の年少人口割

合は 13%、老年人口割合は

25％となっています。 

（資料：国勢調査） 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 
・地区中央部を南北に走る（主）松江木次線の沿道および西忌部川沿いの平坦地に農地と集落

が広がっています。 

・地区北部は、住宅団地が点在しています。 

・地区南部は大部分が山林となっています。 

・水がめとなっている大谷貯水場・千本貯水場を有しています。 

【開発動向】 
・昭和 50 年代から幹線道路沿いに戸建住宅を中心とした宅地造成が行われています。 

・山間部に採土場が点在しており、土取りが行われています。 

【法適用現況】 
・下流域の一部は市街化調整区域であり、千本貯水場上流域は都市計画区域外です。 

・農地の大部分は農振農用地区域で、特に南部での農業基盤整備は進んでいます。 

施
設
等 

【交通施設】 
・（主）松江木次線、(市)大谷柳原線 

【公共公益施設等】 
・大谷貯水場、千本貯水場 

地
区
資
源
等 

・忌部自然休養村 

■地区の課題 

経
済
環
境

・土採り場の跡地利用の促進が必要です。 

・南部丘陵地をはじめ優れた自然環境を守る必要があります。 

生
活
環
境 

・玉湯地区、八雲地区との交流や中心市街地との連携を強化する幹線道路の整備・拡充が必要

です。 

生
態
環
境 

・採土場や宅地開発等による水質悪化を防ぐ必要があります。 
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忌部地区 

■基本的方針 

・自然環境や水質の保全を図るとともに、農業体験などの都市部との交流の場の創出を図ります。

 
 

経
済
環
境 

・市民の水がめの水源涵養機能を確保するため、山林の保全していきます。 

・農振農用地区域については、優れた地区の環境および景観を守るため、中山間地域等直接支

払制度等の取組みを拡大し、農地を保全確保していきます。 

・忌部自然休養村を中心とした観光、交流人口の増加に向けた展開を進めます。 

・土砂災害や風水害などの自然災害に強い居住環境の整備を進めます。 

生
活
環
境 

・（主）松江木次線の拡充整備を促進し、中心市街地との連携強化を図ります。 

・集落内の生活道路の改善を促進します。 

 

生
態
環
境 

・採土場が周辺環境に与える影響を最小限にするため、緑化など自然回復整備を誘導します。
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忌部地区のまちづくり方針図 
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(12)八雲地区 
■地区の概況 

地
勢
等 

・八雲地区は、市の南部に位置し、北は中心

市街地周辺地区、西は忌部地区に接してい

ます。 

・地区の北部は、南北を流れる意宇川とその

支川周辺に平地が広がり、地区南部は中国

山地に連なる山々に囲まれています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

人
口
・
世
帯 

平成 12 年～平成 17 年の人

口増加率は、1％、世帯数増加

率は、5％となっています。 

平成17年の年少人口割合は

14%、老年人口割合は 22％とな

っています。 

（資料：国勢調査） 

 

土
地
利
用
現
況 

【土地利用現況】 

・意宇川沿いに広がる平坦地に農地が広がっています。 

・地区北部は、住宅団地が多く点在しています。 

・地区南部は大部分が山林となっています。 

【開発動向】 

・北部の丘陵地は、住宅地としての開発が進んでいます。 

【法適用現況】 

・全域が都市計画区域外であり、地区の南部は国有林となっています。北部の低地から丘陵地

にかけて、また、意宇川沿いなどに農振農用地区域が指定されています。 

施
設
等 

【交通施設】 

・国道 432 号線、（主）大東東出雲線、（一）八重垣神社八雲線 

【公共公益施設等】 

・しいの実シアター、かやぶき交流館、八雲中央公園、・滞在型体験農業交流施設（松江やくも

アグリパーク）、八雲社会福祉センター、八雲構造改善センター、八雲郷土文化保存伝習施設

等

・熊野大社、安部栄四郎記念館、星上山スターパーク、八雲温泉・ゆうあい熊野館、ホットラ

ンドやくも、八雲山村広場 

・古代出雲政治文化発祥の地    等 

地
区
資
源
等 【伝統・行事など】 

・鑽火祭、御櫛祭、夏越祭、庭火祭、おいでな祭、節分祭、星上寺大餅神事 等 

■地区の課題 

経
済
環
境 

・熊野大社などの貴重な歴史・文化資源の活用や、しいの実シアターを活用した国際交流など

による地区振興を図る必要があります。 

・農業は、有害鳥獣による被害の拡大防止を図る必要があります。 

・地区北部は、市街地に近く、ベッドタウンとして宅地開発が行われており、計画的な土地利

用の誘導が必要です。 
生
活
環
境

・忌部地区との交流や中心市街地との連携を強化する幹線道路の整備・拡充が必要です。 

生
態
環
境 

・南部丘陵地と中国山地の豊かな自然と、それらに育まれてきた暮らしや文化、熊野大社など

の貴重な歴史・文化資源など個性的で魅力のある地区資源の活用を図る必要があります。 
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八雲地区 

■基本的方針 

・市街地近郊に拡がる恵まれた田園環境の特性を生かし、都市と農村が交流する新しい時代の農村

振興を図るとともに、手作りで進めている国際交流・文化交流の拠点としての整備を図ります。

 

 

経
済
環
境 

・体験型の都市交流やグリーンツーリズム、さらには朝市などを積極的に推進し、付加価値を

高めるとともに農村活力の向上を図っていきます。 

・北部では、国道 432 号の整備に合わせた商業集積整備など沿道型の土地利用を促進します。

・無秩序な宅地開発等による自然環境の悪化や周辺環境と調和しない建築物の立地などの問題

が生じるおそれもあることから、良好な生活環境の保全を図るために適正な誘導策の検討を

行います。 

・歴史的文化資源などの地域資源を有機的に結び、観光レクリエーション拠点としての魅力の

向上を図ります。 

・手作りで進めている演劇（八雲国際演劇祭）については、他都市との国際・文化交流を行い

ます。 

 

 

生
活
環
境 

・自然環境の保全を考慮し、防災体制や交通安全対策を推進し、快適な生活環境の充実を図り、

住宅地の開発など住環境の整備を計画的に進め、若者層の定住化を図ります。 

・国道 432 号別所工区の整備を促進し、中心市街地との連携強化を図ります。 

・（主）大東東出雲線の整備を促進します。 

・（一）八重垣神社八雲線の整備を促進します。 

・西岩坂農道の整備を促進します。 

 

生
態
環
境 

・里山や遊休農地の保全・活用を図ります。 

・南部にみられる森林については、山林の育成により豊かな自然を守ります。 
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八雲地区のまちづくり方針図 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 













 




